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所
　
長
　
齊
藤
　
登 

新
た
な
出
発
の
時
に
あ
た
っ
て
 

―
研
究
所
移
転
の
ご
挨
拶
―
 

　
農
林
水
産
政
策
研
究
所
は
こ
の
11
月
１
日

付
け
を
も
っ
て
霞
が
関
地
区
へ
全
面
的
に
移

転
い
た
し
ま
し
た
。
新
し
い
庁
舎
は
農
林
水

産
本
省
に
も
近
い
中
央
合
同
庁
舎
４
号
館
の

一
角
を
占
め
、
関
係
他
省
の
政
策
研
究
機
関

に
も
近
く
、
至
便
の
地
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

移
転
に
と
も
な
い
今
ま
で
中
央
合
同
庁
舎
２

号
館
に
設
置
し
て
い
た
分
室
も
統
合
さ
れ
、

業
務
の
実
施
に
あ
た
っ
て
従
来
よ
り
効
率
的

か
つ
迅
速
な
対
応
が
可
能
な
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
移
転
の
実
施
に
あ
た
り
、
ご

支
援
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様

方
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
 

◆
　
　
◆
　
　
◆
 

　
平
成
13
年
の
組
織
改
組
に
よ
り
、
農
林
水

産
分
野
に
関
す
る
政
策
研
究
を
一
元
的
に
実

施
す
る
機
関
と
し
て
当
研
究
所
は
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
今
日
ま
で
の
間
、
当

研
究
所
の
政
策
研
究
の
成
果
が
行
政
部
局
に

お
け
る
政
策
の
企
画
・
立
案
に
一
層
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
政
策
研

究
の
枠
組
み
の
構
築
、
政
策
研
究
課
題
の
決

定
に
お
け
る
関
係
部
局
と
の
調
整
改
善
、
グ

ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
制
に
よ
る
機
動
的
な
研
究

の
推
進
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
昨
年
12
月
に
は
「
農
林
水
産
研
究

所
政
策
研
究
基
本
方
針
」
を
定
め
、
そ
の
明

確
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
年

か
ら
は
機
関
評
価
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
第

三
者
に
よ
る
機
関
評
価
が
新
た
に
導
入
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
移
転
は
、
高
度
化
、

複
雑
化
す
る
現
代
の
農
林
水
産
政
策
の
課
題

に
関
連
分
野
を
も
含
む
学
際
的
な
視
点
か
ら

も
適
確
に
応
え
る
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

国
の
内
外
に
よ
り
開
か
れ
た
研
究
所
を
目
指

す
こ
れ
ら
の
改
革
の
重
要
な
エ
ポ
ッ
ク
と
い

え
る
も
の
で
す
。
 



◆
　
　
◆
　
　
◆
 

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
当
研
究
所
は
昭

和
21
年
11
月
に
農
業
総
合
研
究
所
と
し
て
設

立
さ
れ
て
以
来
、
60
年
を
超
え
る
間
、
農
林

水
産
関
係
で
唯
一
の
総
合
的
な
社
会
科
学
分

野
の
研
究
機
関
と
し
て
こ
の
分
野
に
貢
献
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
昭
和
34
年
以
来
、
約

半
世
紀
に
わ
た
り
、
北
区
西
ヶ
原
に
本
拠
を

置
い
て
活
動
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
平
成

13
年
の
農
林
水
産
政
策
研
究
所
へ
の
改
組
、

そ
し
て
今
回
の
移
転
を
機
に
政
策
研
究
機
関

と
し
て
新
た
な
飛
躍
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

◆
　
　
◆
　
　
◆
 

 
時
は
ま
さ
に
農
水

省
改
革
も
含
め
農
政

改
革
が
喫
緊
の
課
題

と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
事
故
米
を
め
ぐ

る
一
連
の
動
き
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン

ド
の
行
方
、
さ
ら
に

は
こ
れ
か
ら
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
基
本

計
画
の
改
訂
な
ど
農

林
水
産
行
政
を
と
り

ま
く
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
変
化

に
対
応
し
、
従
来
以

上
に
、
広
範
な
研
究

の
展
開
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
食
料
の
安
定
供
給
、
国
内
農
業
の
体

質
強
化
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
、
農
林
水
産

環
境
対
策
の
各
分
野
を
当
面
の
重
点
と
し
、

農
林
水
産
省
の
行
政
担
当
部
局
と
の
連
携
を

従
来
以
上
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す

る
諸
研
究
機
関
や
大
学
と
の
、
よ
り
一
層
の

交
流
・
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
諸
外
国
の
研
究
機

関
、
大
学
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
な
ど
の
国

際
機
関
と
の
関
係
強
化
も
必
要
で
す
。
日
中

韓
三
国
に
よ
る
定
期
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
の
よ
う
な
国
際
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
機
能

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
当

研
究
所
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
今
後

は
、
国
際
的
に
も
農
林
水
産
政
策
分
野
の
研

究
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
機
関
を
目
指
し
て
さ

ら
に
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
　
　
◆
　
　
◆
 

　
当
政
策
研
究
所
で
は
、
研
究
所
の
新
た
な

出
発
の
時
に
あ
た
り
、
ま
た
大
き
な
農
政
の

変
革
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
の
時
に
、
そ
の

使
命
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。
関
係
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
こ
の
機
会
に
改
め
て
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

 

北区西ヶ原旧古河庭園秋バラ（撮影  對馬裕子） 



移転特集 新庁舎のご案内 
　農林水産政策研究所は平成20

年11月1日をもって中央合同庁舎

４号館の一角へ全面的に移転し、

新庁舎での政策研究活動を開始

いたしました。 

　これまでと同様ご厚誼を賜りたく

お願い申し上げます。 

外務省 

裁判所 

霞ケ関駅 

霞ケ関駅 

国土交通省 
合同庁舎3号館 

総務省 
合同庁舎2号館 

農林水産省 
合同庁舎1号館 

農林水産政策研究所 
（合同庁舎4号館） 

合同庁舎7号館 

虎ノ門駅 

霞が関ビル 

経済産業省 
金融庁 

財務省 

4出口 

Ａ13出口 

6出口 

正面玄関 
（西門） 

国会議事堂 

国会議
事堂前

駅 

丸ノ内線 日
比
谷
線
 

銀座線 

千代田線 

〒100-0013 
東京都千代田区霞が関3-1-1 
中央合同庁舎第4号館 
TEL 03-6737-9000 
FAX 03-6737-9600 
ホームページ 
http://www.maff.go.jp/primaff

新住所 

アクセス 

地下鉄東京メトロ 
丸ノ内線・千代田線・日比谷線 
　「霞ケ関駅」A13出口　徒歩5分 
丸ノ内線・千代田線 
　「国会議事堂前駅」4出口　徒歩5分 
銀座線「虎ノ門駅」6出口　徒歩5分　 

中央合同庁舎4号館への入館方法 

中央合同庁舎4号館（農林水産政策研究

所）への入館には、ICカードが必要です。

お持ちでない方は正面玄関（西門）にて

受付手続きを行っていただきますよう、

よろしくお願いします。 



セミナー室 

図書館内閲覧スペース 

研究室 

図書館受付カウンター 

新庁舎案内図 

総
　
務
　
部 

（
農林水産省

） 会　議　室 

研　究　室 
（食料領域） 

研　究　室 
（国際領域） 

農水省 
情報分 
析官室 

階段 

WC
EV EV

所
長
室 

次
長
室 

調
整
官
・ 

調
査
官
室 

企
画
広
報
室 

研　究　室 
（農業・農村領域） 

セミナー室 図　書　館 

図書館受付 
（図書館事務室） 

階段 

WC 階段 

WC
EV EV EV



●移転特集 新庁舎のご案内 

　
農
林
水
産
政
策
研
究
所
の
移
転
に
と
も
な
い
、
当
図

書
館
は
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
平
成
20
年
12
月
１

日
よ
り
開
館
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。
 

  
１
　
図
書
館
の
概
要
 

 　
当
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
農
業
総
合
研
究
所
は
、
昭

和
21
年
11
月
「
農
業
経
済
上
の
諸
問
題
の
総
合
的
調
査

研
究
」
を
担
う
農
林
水
産
省
唯
一
の
社
会
科
学
系
研
究

機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
13
年
4
月
に
は
、

「
農
林
水
産
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
政
策
に
関
す
る

総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
を
行
う
」
国
の
研
究
機
関
と

し
て
、
農
業
総
合
研
究
所
を
改
組
し
て
現
在
の
農
林
水

産
政
策
研
究
所
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
図
書
館
は
、
昭
和
21
年
の
農
業
総
合
研
究
所
の
設

立
当
初
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
49
年
3
月
に
は
、

国
立
国
会
図
書
館
支
部
農
林
水
産
省
図
書
館
農
業
総
合

研
究
所
分
館
に
指
定
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
分
野
の
社
会
科
学
研
究
に
必
要
な
情
報
を
有

す
る
専
門
図
書
館
と
し
て
の
期
待
と
要
請
に
応
え
る
た

め
、
国
内
外
の
農
業
経
済
・
関
連
経
済
・
法
律
・
社
会

学
を
中
心
と
す
る
図
書
、
資
料
、
文
献
を
幅
広
く
収
集

整
備
し
、
そ
の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

  
2
 
利
用
手
続
き
等
 

 　
農
林
水
産
省
職
員
及
び
国
立
国
会
図
書
館
資
料
相
互

貸
出
票
を
持
参
す
る
各
府
省
の
職
員
の
方
は
図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
で
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
下
さ
い
。
 

一
般
の
方
は
閲
覧
が
可
能
で
す
が
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
で
利
用
申
請
書
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
庁
舎
に
入
る
際
に
は
身
分
証
明
書
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

  
3
 
開
館
時
間
と
休
館
日
 

 開
館
時
間
●
午
前
９
時
３０
分
〜
１２
時
ま
で
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で
 

休
館
日
●
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
 

  
4
 
閲
覧
 

 　
９
階
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
の
新
着
雑
誌
、
統
計
書
、
和
書

に
つ
い
て
は
、
開
架
方
式
で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
図
書
は
閉
架
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

閲
覧
し
た
い
場
合
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し
出
て

下
さ
い
。
係
の
者
が
取
り
出
し
ま
す
。
 

　
館
内
パ
ソ
コ
ン
で
所
蔵
資
料
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
蔵
書
検
索
が

可
能
で
す
。
 

U
R
L: http://w

w
w
.m
aff.go.jp/prim

aff/annai 
/library/index.htm

l 

  
5
　
貸
出
・
文
献
複
写
 

 　
一
般
の
方
は
、
閲
覧
は
で
き
ま
す
が
貸
出
、
文
献
複

写
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

  
6
　
図
書
の
フ
ロ
ア
別
配
置
 

 　
９
階
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
の
他
に
、
９
階
、
12
階
、
１
階
、

地
下
２
階
（
４
室
）
に
各
書
庫
が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ア
別

の
図
書
の
配
架
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
9
階
（
1，
1
2
2
㎡
＋
1
0
5
㎡
）　
 

参
考
図
書
、
新
着
雑
誌
（
和
2
6
5
誌
、
洋
1
3
7
誌
、

中
国
16
誌
、
韓
国
16
誌
、
ロ
シ
ア
10
誌
）、
新
聞
、
統

計
書
・
和
書
（
約
10
万
冊
）、
洋
書
（
約
2
万
5
千
冊
）、

中
国
・
韓
国
語
図
書
（
約
7
千
冊
）・
製
本
雑
誌
（
約
1，

4
0
0
冊
）、
製
本
洋
雑
誌
（
約
１
万
5
千
冊
）、
漢
籍

（
6
0
0
冊
）
ほ
か
 

■
１２
階
（
67
㎡
） 

製
本
和
雑
誌
（
約
7，
6
0
0
冊
） 

■
1
階
（
67
㎡
） 

特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・・
東
畑
文
庫
（
5，
0
7
3
冊
）、

エ
イ
メ
リ
ー
文
庫
（
2，
4
0
3
冊
）
ほ
か
 

■
地
下
2
階
（
54
㎡
×
4
室
） 

製
本
和
雑
誌
（
約
1
万
1
千
冊
）、
ロ
シ
ア
語
図
書
（
約

７
千
冊
）・
製
本
雑
誌
（
約
2，
5
0
0
冊
）、
大
学
紀

要
（
約
9
千
冊
）
ほ
か
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
 

図書館の 
利用案内 



9階図書館メインフロア案内図 

農林水産政策研刊行物 統計書 

新着雑誌 

都道府県 
統計書 

CD棚 パソコン 

参考図書 

新刊案内・新聞 

閲覧机 

閲覧机 

閲覧机 閲覧机 閲覧机 

閲
覧
机
 

閲覧机 

返却台 

入口 

コピー機 コピー機 図書館カウンター 

ＷＣ 

ＷＣ 

湯沸室 

情報検索コーナー 

情報検索コーナー 

利用者用 
ロッカー 

閲
覧
机
 

和
　
　
書
 

事
　
務
　
室
 

閲
覧
机
 

新
　
聞
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
 

和　　書 洋　書 

図書蔵書状況（平成20年11月末現在） 

　 和　書（NDC） 日本語 中国語 韓国語 　　　  洋　　書（DDC） 英語等 ロシア語 

０：総記・哲学 1,117 363 4 ０：General Works 804 690 

１：哲　学 144 27 0 １：Philosophy,  Esthetics 77 33 

２：歴　史 2,089 975 4 ２：Religion 23 7 

３：社会科学 40,398 3,177 158 ３：Social Science, Sociology 14,381 3,946 

４：自然科学 2,180 139 3 ４：Linguistics 141 136 

５：工学・技術 2,425 240 49 ５：Pure Science 352 78 

６：産　業 51,969 1,925 235 ６：Applied Science 8,894 1,758 

７：芸　術 6 4 0 ７：Arts and Recreation 20 3 

８：語　学 350 51 2 ８：Literature 6 5 

９：文　学 4 12 0 ９：History 1,144 718 

　　     計   100,682 6,913 455 　                 計  25,842 7,374

※日本語には漢籍を含む。特殊コレクションは除く。　　　　　　　※英語等には仏語、独語等を含む。特殊コレクションは除く。 

中央合同庁舎4号館9階（ドア番号904）　　電話：（直通）03-6737-9036　　FAX：03-6737-9600 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL: http://www.maff.go.jp/primaff/annai/library/index.html

■問い合わせ先 
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動向解析 

食料領域 上席主任研究官　吉井　邦恒 

アメリカ2008年農業法と 
関連する諸問題について 
アメリカ2008年農業法と 
関連する諸問題について 

 
１
　
は
じ
め
に
 

 　
ア
メ
リ
カ
の
2
0
0
8
年
農
業
法（F

ood
, 

C
onservation, and E

nergy A
ct of 2008

）

が
旧
法
で
あ
る
2
0
0
2
年
農
業
法
の
６
度

の
延
長
及
び
大
統
領
に
よ
る
２
度
の
拒
否
権

行
使
を
経
て
、
2
0
0
8
年
6
月
18
日
に
成

立
し
た
。
 

　
ア
メ
リ
カ
農
業
法
は
、
一
定
期
間
（
５
年

程
度
）
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
の

基
本
的
方
向
を
決
め
る
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
定
や
財
源

措
置
を
含
む
も
の
と
し
て
、
一
括
法（om

nibus 

b
ill

）
方
式
で
制
定
さ
れ
る
。
一
括
法
の
形

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
、
行
政
府
、

農
業
界
等
の
主
張
を
考
慮
し
つ
つ
、
農
業
・

食
料
政
策
に
関
わ
る
今
日
的
な
課
題
を
包
括

的
な
形
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

代
償
と
し
て
、
農
業
界
以
外
の
利
害
関
係
者

を
も
含
め
た
調
整
に
多
く
の
時
間
が
必
要
と

な
る
。
2
0
0
8
年
農
業
法
も
議
会
の
審
議

開
始
か
ら
成
立
ま
で
に
約
１
年
間
を
要
し
た
。

本
稿
で
は
、
新
農
業
法
制
定
ま
で
の
経
緯
、

経
営
安
定
対
策
（
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

中
心
と
し
た
新
農
業
法
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
概
要
、
新
農
業
法
の
実
施
に
関
連
す
る
諸

問
題
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
 

 

2
　
2
0
0
8
年
農
業
法
 

　
　
制
定
の
経
緯
 

 （1）
新
農
業
法
審
議
と
内
外
の
事
情
 

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
財
政
状
況
、
農
家
経
済

の
状
況
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
進
捗
状
況
等
、
新

農
業
法
の
審
議
に
影
響
を
与
え
た
内
外
の
事

情
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
 

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
第
1
図
に
示
す

よ
う
に
、
財
政
黒
字
で
あ
っ
た
2
0
0
2
年

農
業
法
検
討
当
時
と
は
一
転
し
て
、
今
回
の

農
業
法
審
議
の
前
提
と
し
て
か
な
り
の
期
間

財
政
赤
字
が
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
議
会
で
多
数
を
占
め
る
民
主
党

の
主
導
に
よ
っ
て
、
財
政
規
律
を
守
る
た
め

に"pay as you go

（
P
A
Y
G
O
）"

ル
ー

ル
（
支
出
を
増
加
さ
せ
る
場
合
に
は
増
加
分

に
見
合
う
相
殺
財
源
を
必
ず
確
保
す
る
）
が

導
入
さ
れ
た
。
こ
の
P
A
Y
G
O
ル
ー
ル
の

下
で
、
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
や
環
境
保
全
等
の

世
論
の
関
心
が
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
大
す

る
た
め
の
財
源
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
農

業
法
審
議
に
お
け
る
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
農
業
法
が
財
源
上
の
制
約
を
あ

ま
り
受
け
る
こ
と
な
く
、
農
業
関
係
議
員
を

中
心
と
し
た
超
党
派
の
支
持
に
よ
り
成
立
し

て
き
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
今
回
の
２
０
０

８
年
農
業
法
の
制
定
過
程
は
従
来
と
様
相
を

異
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
 

　
政
府
が
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
バ
イ
オ
燃
料
向
け
の
ほ
か
世

界
的
な
需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、
農
産
物
価

格
は
高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
次
ペ
ー
ジ

第
2
図
に
示
す
よ
う
に
全
国
ベ
ー
ス
の
農
業

純
所
得
も
2
0
0
7
年
、
2
0
0
8
年
と
史

上
最
高
の
水
準
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
な
ど

ア
メ
リ
カ
の
農
家
経
済
は
好
調
を
維
持
し
て

き
た
。
こ
の
よ
う
に
農
家
経
済
が
好
調
な
中

で
、
農
業
界
の
外
部
だ
け
で
な
く
内
部
か
ら



第3図　経営類型別の政府支払額（2005年度） 
資料：アメリカ農務省経済研究所． 
注．CCPは「価格変動対応型支払い」． 

副業的経営　　　中小規模経営　　　大規模経営 
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第2図　農業純所得の推移 
資料：アメリカ農務省経済研究所． 

2000年価格ベース 

実額ベース 

農家数 

9.7 16.5
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9.2

26.9

9.9

24.5

16.0

50.6

24.5

65.8

受取農家 受取総額 直接支払い CCP 価格支持融資 

アメリカ2008年農業法と 
関連する諸問題について 

も
、
政
府
助
成
の
公
正
さ
に
関
す
る
問
題
点

を
指
摘
す
る
声
が
あ
が
っ
て
き
た
。
農
産
物

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
政
府
支
払
い
に
つ
い
て
、

農
家
戸
数
で
わ
ず
か
１
割
の
大
規
模
農
家
が

支
払
総
額
の
６
割
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と

（
第
3
図
参
照
）
、
そ
し
て
か
な
り
の
金
額

が
大
都
市
に
住
む
不
在
地
主
に
流
れ
て
い
る

こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
等
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
こ
の
た
め
、
高
い
農
業
所
得
を
あ
げ

て
い
る
者
や
不
在
地
主
等
へ
の
支
払
い
を
抑

制
す
る
よ
う
、
政
府
支
払
い
の
受
給
資
格
を

厳
格
化
す
る
こ
と
が
重
要
な
検
討
課
題
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
作
物
別
に
み
て
も
、
と
う

も
ろ
こ
し
、
綿
花
、
小
麦
、
米
及
び
大
豆
の

５
作
物
の
生
産
者
が
政
府
支
払
い
総
額
の
９

割
以
上
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

耕
種
作
物
の
生
産
額
の
半
分
以
上
を
占
め
る

野
菜
や
果
樹
等
に
対
す
る
政
府
の
助
成
は
わ

ず
か
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
新
農
業
法

制
定
に
当
た
っ
て
、
野
菜
や
果
樹
の
生
産
者

団
体
も
園
芸
作
物
へ
の
助
成
の
拡
大
を
求
め

る
活
動
を
強
力
に
推
進
し
た
。
 

　
ま
た
、
2
0
0
2
年
農
業
法
に
基
づ
く
経

営
安
定
対
策
は
、
当
時
の
農
産
物
価
格
の
低

迷
を
反
映
し
て
、
価
格
低
下
に
よ
る
収
入
減

少
に
対
応
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
仕
組

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
主
要
な
農
産
物

価
格
が
助
成
措
置
の
発
動
水
準
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
状
況
に
対
応
し
て
、
新
農
業
法

審
議
で
は
、
高
水
準
の
農
産
物
価
格
の
下
で

の
経
営
安
定
対
策
の
あ
り
方
も
重
要
な
検
討

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
 

　
国
際
的
な
情
勢
に
つ
い
て
は
、
特
に
Ｗ
Ｔ

Ｏ
農
業
交
渉
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
が
手
厚

い
国
内
農
業
補
助
を
堅
持
す
る
姿
勢
が
交
渉

進
展
の
阻
害
要
因
と
し
て
批
判
を
浴
び
て
き

た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
カ
ナ
ダ
が
ア
メ
リ

カ
の
農
業
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提

訴
す
る
等
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
は
各
国
か

ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
観
点
か

ら
、
国
際
交
渉
の
最
前
線
に
立
つ
行
政
府
は

危
機
感
を
持
ち
、
議
会
に
対
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交

渉
を
阻
害
す
る
よ
う
な
現
行
規
定
や
提
案
の

見
直
し
を
強
く
求
め
て
い
た
。
 

 （2）
法
案
成
立
ま
で
の
経
過
 

　
2
0
0
2
年
農
業
法
が
2
0
0
7
年
9
月

30
日
で
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
、

議
会
の
下
院
、
上
院
と
も
に
2
0
0
7
年
9

月
中
に
「
2
0
0
7
年
農
業
法
」
を
成
立
さ

せ
る
方
針
で
審
議
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て

い
た
。
立
法
権
が
な
い
行
政
府
の
側
も
、
議

会
の
動
き
に
先
立
っ
て
2
0
0
5
年
7
月
か

ら
11
月
の
間
に
ほ
ぼ
全
州
で
農
業
法
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
様
々
な
意
見
を
取
り
ま
と
め

て
、
行
政
府
と
し
て
は
前
例
が
な
い
ほ
ど
詳

細
な
農
業
法
提
案
を
2
0
0
7
年
１
月
末
に

公
表
し
て
、
農
業
法
の
議
論
の
た
た
き
台
を

示
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
農
業
界
だ
け
で

な
く
、
農
業
界
以
外
の
各
方
面
か
ら
も
様
々

な
提
案
が
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

肝
心
の
議
会
の
動
き
は
鈍
く
、
下
院
案
は

2
0
0
7
年
７
月
27
日
に
可
決
さ
れ
た
も
の

の
、
上
院
案
の
可
決
は
同
年
12
月
14
日
ま
で

ず
れ
込
ん
だ
。
こ
れ
は
、
下
院
の
審
議
に
お

い
て
財
源
問
題
を
め
ぐ
り
農
業
法
へ
の
超
党

派
の
支
持
と
い
う
伝
統
が
崩
れ
た
た
め
、
上

院
に
お
け
る
審
議
が
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
た

め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
下
院
案
と
上
院
案
を

調
整
す
る
た
め
の
両
院
協
議
会
に
お
け
る
審

議
も
な
か
な
か
進
展
せ
ず
、
６
度
に
わ
た
り

2
0
0
2
年
農
業
法
の
規
定
を
延
長
し
な
が

ら
審
議
を
進
め
、
2
0
0
8
年
5
月
に
な
っ

て
よ
う
や
く
両
院
協
議
会
の
合
意
案
が
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
行
政
府
は
大
統

領
の
拒
否
権
発
動
の
可
能
性
を
示
唆
し
な
が

ら
、
財
源
問
題
、
政
府
支
払
い
の
受
給
資
格

の
厳
格
化
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
へ
の
配
慮
等
を
議

会
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
た
。
議
会
も
大

き
な
影
響
力
を
持
つ
大
統
領
の
拒
否
権
発
動

を
回
避
す
る
た
め
あ
る
程
度
譲
歩
は
し
た
も

の
の
、
最
終
的
な
合
意
案
は
行
政
府
の
要
求

を
完
全
に
受
け
入
れ
た
も
の
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
 



 章      2002年農業法          2008年農業法 

 1 農産物プログラム 農産物プログラム 

 2 環境保全 環境保全 

 3 貿　　易 貿　　易 

 4 栄養プログラム 栄養プログラム 

 5 信　　用 信　　用 

 6 農村開発 農村開発 

 7 試験研究 試験研究 

 8 森　　林 森　　林 

 9 エネルギー エネルギー 

 10 そ の 他 園芸作物及び有機農業 

 11  家　　畜 

 12  農業保険 

 13  商品先物 

 14  そ の 他 

 15  貿易及び税に関する規定 

第1表　２００２年農業法と２００８年農業法の構成比較 

第2表　２００８年農業法による支出予測 
（2008～2012年合計） 

 ベースライン Y 支出予測  Z 増減（Z-Y） 

農産物 
プログラム 434 416 －17 

環境保全 
プログラム 214 241 27 

栄　　養 
プログラム 1,860 1,889 29 

農業保険 
プログラム 257 219 －39 

その他 75 125 50 

支出合計 2,840 2,890 50
資料：アメリカ議会調査局，"Farm Bill Legislative Action in the 
　　　110th Cnpress" のTable 1を筆者が加工して作成.    
注．ベースラインは，アメリカ議会予算局による2007年3月のベー

スライン予測（2002年農業法が継続した場合の支出予測）． 

（単位：億ドル） 

とうもろこし（$/bu） 2.63 2.63 2.63 2.63 1.95 1.95 1.95 1.95 

小麦（$/bu） 3.92 3.92 3.92 4.17 2.75 2.75 2.75 2.94 

綿花（$/lb） 0.724 0.7125 0.7125 0.7125 0.52 0.52 0.52 0.52 

米（$/cwt） 10.50 10.50 10.50 10.50 6.50 6.50 6.50 6.50 

大麦（$/bu） 2.24 2.24 2.24 2.63 1.85 1.85 1.85 1.95 

大豆（$/bu） 5.80 5.80 5.80 6.00 5.00 5.00 5.00 5.00 

その他油糧種子($/cwt） 10.10 10.10 10.10 12.68 9.30 9.30 9.30 10.09

第3表　　目標価格とローンレート 

目　標　価　格　　　　　　　　　　　　　　  　 ロ ー ン レ ー ト 

2002年 
農業法 

2008年農業法 
2008年　   2009年　 2010-12年 

2002年 
農業法 

2008年農業法 
2008年　   2009年　 2010-12年 

　
両
院
協
議
会
で
合
意
さ
れ
た
農
業
法
案
は

下
院
及
び
上
院
を
圧
倒
的
多
数
で
通
過
し
た

が
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
同
法
案
に
拒
否
権

を
発
動
し
た
。
議
会
は
拒
否
権
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
各
院
で
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に

よ
っ
て
法
案
を
再
可
決
し
、
5
月
22
日
に
一

旦
2
0
0
8
年
農
業
法
（P

.L
. 110-234

）
が

成
立
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
務
的
な
ミ

ス
に
よ
っ
て
、
大
統
領
に
送
付
さ
れ
た
法
案

に
は
１
章
分
の
規
定
が
欠
落
し
て
い
た
た
め
、

下
院
及
び
上
院
で
全
章
が
そ
ろ
っ
た
法
案
を

新
た
に
可
決
し
、
再
度
の
大
統
領
の
拒
否
権

発
動
を
乗
り
越
え
て
、
6
月
18
日
に
２
０
０

８
年
農
業
法（P

.L
. 110-246

）
が
成
立
し
た
。
 

 

3
　
2
0
0
8
年
 

　
　
農
業
法
の
概
要
 

 （1）
2
0
0
8
年
農
業
法
の
 

　
構
成
と
支
出
予
測
 

　
2
0
0
8
年
農
業
法
は
、
第
１
表
に
示
す

よ
う
に
、
15
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
２

０
０
２
年
農
業
法
と
比
較
す
る
と
、
園
芸
作

物
及
び
有
機
農
業（
第
10
章
）、
家
畜
（
第
11

章
）、
農
業
保
険
（
第
12
章
）、
商
品
先
物
（
第

13
章
）、
貿
易
及
び
税
に
関
す
る
規
定
（
第
15

章
）
の
あ
わ
せ
て
５
章
が
新
た
に
追
加
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
15
章
に
は
、
農
業

法
と
し
て
は
異
例
な
P
A
Y
G
O
ル
ー
ル
に

基
づ
く
財
源
と
し
て
の
租
税
関
係
の
規
定
等

が
置
か
れ
て
い
る
。
 

　
で
は
新
た
に
制
定
さ

れ
た
2
0
0
8
年
農
業

法
の
下
で
、
2
0
0
8

年
か
ら
2
0
1
2
年
ま

で
の
５
年
間
で
ど
れ
く

ら
い
の
支
出
が
予
測
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
2
表
は
、
議
会
予
算

局
が
作
成
し
た
２
０
０

７
年
３
月
時
点
で
の
ベ

ー
ス
ラ
イ
ン
（
現
行
の

２
０
０
２
年
農
業
法
が

継
続
し
た
場
合
の
支
出

予
測
）
と
2
0
0
8
年

農
業
法
の
施
行
に
よ
る

支
出
予
測
を
対
比
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
２
０
０
８

年
農
業
法
の
下
で
は
、
５
年
間
で
2，
８
９

０
億
ド
ル
が
支
出
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、

Ｐ
Ａ
Ｙ
Ｇ
Ｏ
ル
ー
ル
の
た
め
、
農
産
物
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
農
業
保
険
の
支
出
を
削
減
し
て
、

栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
環
境
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
財
源
を
増
加
さ
せ
た
。
ま
た
、
２
０
０

８
年
農
業
法
に
基
づ
く
５
年
間
の
支
出
額
の

う
ち
65
%
が
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
等
の
栄
養
プ

ロ
グ
ラ
ム
関
係
で
あ
り
、
問
題
視
さ
れ
て
き

た
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
出
は
14
％
に

す
ぎ
な
い
。
 

 （２）
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

①
既
存
の
経
営
安
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
 

　
2
0
0
2
年
農
業
法
で
確
立
さ
れ
た
直
接

動向解析 



従来通りのプログラムの 
組合せ 
 

直接支払い 
 

価格支持融資制度 
 
 

価格変動対応型支払い 

新たに選択可能になった 
プログラムの組合せ 

 
直接支払い×80% 

 
価格支持融資制度 

（ローンレート×70%） 
 

ACRE（Average Crop 
Revenue Election） 

第4図　2009年度からの 
           経営安定対策の選択パッケージ 

支
払
い
　（1）

、
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い
　（2）

及
び

価
格
支
持
融
資
制
度
　（3）

と
い
う
３
本
柱
か
ら

な
る
経
営
安
定
対
策
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
、

2
0
0
8
年
農
業
法
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
部
分
的
な
見
直
し
は
行

わ
れ
て
お
り
、
直
接
支
払
い
の
支
払
額
が

2
0
0
9
年
か
ら
2
0
1
1
年
ま
で
の
３
年

間
２
％
削
減
さ
れ
る
ほ
か
、
第
3
表
の
と
お

り
、
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い
の
目
標
価
格

と
価
格
支
持
融
資
制
度
の
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
が

麦
等
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
等
の
調
整
が
行
わ

れ
て
い
る
。
 

②
政
府
支
払
い
の
受
給
資
格
 

　
新
農
業
法
審
議
の
際
に
重
要
な
論
点
と
な

っ
た
政
府
支
払
い
の
受
給
資
格
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
2
年
農
業
法
で
は
調
整
後
粗
所
得（A

G
I: 

A
djusted 

G
ross 

Incom
e

）
が
2
5
0
万

ド
ル
以
上
で
、
か
つ
農
業
関
係
部
分
が
４
分

の
３
未
満
の
者
に
限
り
政
府
支
払
い
を
受
給

で
き
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
A
G
I

が
2
5
0
万
ド
ル
以
上
と
い
う
高
い
所
得
を

得
て
い
て
も
、
農
業
関
係
に
由
来
す
る
も
の

が
４
分
の
３
を
超
え
て
い
れ
ば
、
政
府
支
払

い
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
農
業
法
で
は
非
農
業
に

よ
る
A
G
I
が
50
万
ド
ル
超
の
者
は
す
べ
て

の
政
府
支
払
い
、
農
業
に
よ
る
A
G
I
が
75

万
ド
ル
超
の
者
は
直
接
支
払
い
を
受
給
で
き

な
い
よ
う
に
受
給
資
格
を
厳
格
化
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
法
人
格
の
利
用
等

に
よ
り
限
度
額
の
２
倍
ま
で
受
給
可
能
で
あ

っ
たT
hree-entity rule

が
廃
止
さ
れ
た
。
 

③
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
創
設
 

　
2
0
0
8
年
農
業
法
の
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
番
の
目
玉
は
、
平
均
作
物
収
入
選
択

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

C
R
E
:A
v
erag

e 
C
rop
 

R
ev
en
u
e 
E
lection

）
が
創
設
さ
れ
、
２
０

０
９
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

A
C
R
E
は
、
農
産
物
価
格
が
高
水
準
で
推

移
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
価

格
変
動
対
応
型
支
払
い
が
十
分
に
機
能
せ
ず
、

価
格
で
は
な
く
収
入
に
着
目
し
た
経
営
安
定

対
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
た
め
に
導
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
農
業
者
に
と
っ
て
み
る
と
、
第
4
図
に
示

す
よ
う
に
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
創
設
に
よ
っ
て
、

従
来
の
「
直
接
支
払
い
、
価
格
変
動
対
応
型

支
払
い
及
び
価
格
支
持
融
資
制
度
」
と
い
う

組
合
せ
に
代
え
て
、
「
減
額
さ
れ
た
直
接
支

払
い
、
A
C
R
E
及
び
減
額
さ
れ
た
価
格
支

持
融
資
制
度
」
と
い
う
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
を
含
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
選
択
す
る

と
、
2
0
0
8
年
の
残
り
の
期
間
（
2
0
1
2

年
度
ま
で
）
、
従
来
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
A
C
R
E
は
、
作
物
ご
と
に
、

州
ベ
ー
ス
で
設
定
さ
れ
る
州
収
入
保
証
額
に

州
実
績
収
入
額
が
達
し
な
い
場
合
に
支
払
い

が
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
州
ベ
ー

ス
の
収
入
保
証
額
は
「
当
該
州
の
過
去
５
中

３
年
平
均
収
量
に
直
近
２
年
の
全
国
市
場
平

均
価
格
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
額
の
90
％
」
、

州
ベ
ー
ス
の
実
績
収
入
額
は
「
州
実
績
単
収

に
全
国
平
均
市
場
価
格
か
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
×

70
%
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
を
乗
じ
て
得
ら

れ
る
額
」
で
あ
る
。
 

　
実
は
、
農
業
者
が
A
C
R
E
支
払
い
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
州
ベ
ー
ス
の
発
動
基
準

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
、
作
物
ご
と

に
農
業
者
ベ
ー
ス
の
発
動
基
準
―
当
該
農
業

者
の
実
績
収
入
額
が
収
入
保
証
額
を
下
回
る

―
も
ク
リ
ア
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
業
者
の
基
準
収
入
額
は
「
当
該
農
業
者
の

過
去
５
中
３
年
平
均
収
量
に
直
近
２
年
の
全

国
市
場
平
均
価
格
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
額
に

当
該
農
業
者
の
農
業
保
険
の
保
険
料
を
加
え

た
も
の
」
、
農
業
者
の
実
績
収
入
額
は
「
当

該
農
業
者
の
実
績
単
収
に
全
国
平
均
市
場
価

格
か
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
×
70
%
の
い
ず
れ
か
大

き
い
方
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
額
」
で
あ
る
。
 

　
州
ベ
ー
ス
と
農
業
者
ベ
ー
ス
の
両
方
の
発

動
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
 

A
C
R
E
支
払
額
 

　
＝
（
州
収
入
保
証
額
―

州
実
績
収
入
額
）
 

　
　
×
（
農
業
者
基
準
単
収
÷
州
基
準
単
収
）
 

　
　
　
　
×（
83
・
3
%
×
農
業
者
作
付
面
積
）
 

に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
が
支
払
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
支
払
額
は
あ
く
ま

で
州
ベ
ー
ス
の
支
払
単
価
を
用
い
て
計
算
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
支
払
額
の
計
算
式
の
中
で
、

「
州
収
入
保
証
額
―

州
実
績
収
入
額
」
の
上

限
は
州
収
入
保
証
額
の
25
%
で
あ
り
、
作
付

面
積
に
乗
じ
ら
れ
て
い
る
83
・
3
％
は
、
２

０
１
２
年
に
は
85
％
と
な
る
。
A
C
R
E
支

払
額
の
上
限
は
7
万
3
千
ド
ル
で
あ
り
、

A
C
R
E
に
は
当
該
農
業
者
が
作
付
け
し
て

い
る
全
対
象
作
物
に
つ
い
て
加
入
す
る
必
要

が
あ
る
。
 

　
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い
の
代
わ
り
に

A
C
R
E
へ
の
加
入
を
選
択
す
る
と
、
価
格

と
収
量
の
変
動
に
よ
る
収
入
減
少
に
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
が
、
直
接
支
払
い
が

20
％
減
額
さ
れ
、
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
も
30
％
引

き
下
げ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

が
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
に
よ
る
保
証
を
受
け
る
た
め
の

コ
ス
ト
に
相
当
す
る
。
 

　
2
0
0
9
年
度
に
ど
の
程
度
の
農
業
者
が

A
C
R
E
を
含
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
選
択
す
る

か
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
4
で
述
べ
る
こ
と
に
し

た
い
。
 



資料：FAPRI,"The Food, Conservation and Energy Act of 2008:Preliminary 
　　　Analysis of Selected Provisions"のTable2bを加工して作成． 

　　　政府支払額　　　　2008年農業法　2008年農業法　　増　減 
　　　　　　　　　　　　　（ACREを除く）Y　 （ACREを含む）Z　　（Z-Y） 

直接支払い 5,131 4,657 －474 

価格支持融資制度給付額 293 256 －37 

価格変動対応型支払い 394 346 －48 

ACRE支払い 0 1,651 1,651 

合計 5,819 6,910 1,091 

作物別内訳    

　とうもろこし 2,067 2,504 436 

　大豆 583 1,193 610 

　小麦 1,112 1,203 90 

　綿花 1,168 1,106 －63 

　米 470 462 －7 

　その他 419 443 24

（単位：百万ドル） 

第4表　2008年農業法に基づく政府支払額 
（2008～2012年平均） 

　
な
お
、
A
C
R
E
は
、
現
在
の
作
付
面
積

と
直
近
２
年
の
平
均
市
場
価
格
に
基
づ
き
支

払
い
が
行
わ
れ
る
の
で
、
現
行
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協

定
上
は
削
減
対
象
の
政
策
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
 

 （3）
農
業
災
害
援
助
 

　
ト
ラ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
 

　
新
農
業
法
で
は
、
新
た
に
2
0
0
8
年
か

ら
農
業
災
害
救
済
ト
ラ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
（
5

年
間
で
38
億
ド
ル
。
第
2
表
の
そ
の
他
の
支

出
増
加
分
の
大
半
を
占
め
る
）
を
活
用
し
た

農
業
災
害
援
助
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
農
業
災
害
援
助
は
、
補
完
的
収
入
援
助

プ
ロ
グ
ラ
ム
（S

U
R
E
:S
u
p
p
lem
en
tal 

R
ev
en
u
e 
A
ssistan

ce

）、
家
畜
補
償
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
家
畜
飼
料
災
害
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
家

畜
・
養
蜂
・
養
殖
魚
緊
急
援
助
及
び
樹
木
援

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
５
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

な
っ
て
い
る
。
樹
木
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除

く
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
合
わ
せ
た
支
払
額

の
上
限
は
10
万
ド
ル
で
あ
る
。
 

　
S
U
R
E
は
、
災
害
指
定
地
域
に
お
い
て
、

農
業
保
険
等
の
加
入
者
を
対
象
に
、
自
然
災

害
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
す
る
補
償
金
の

支
払
い
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

　
S
U
R
E
に
よ
り
対
象
者
へ
支
払
わ
れ
る

額
は
、「
一
定
の
算
式
で
計
算
さ
れ
る
Ｓ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
保
証
額
と
農
業
者
作
物
総
収
入
額
の
差

の
60
％
」
相
当
額
で
あ
る
。
 

　
S
U
R
E
に
よ
る
支
払
額
は
、
農
業
者
作

物
総
収
入
額
が
確
定
し
な
い
と
計
算
で
き
な

い
。
農
業
者
作
物
総
収
入
額
の
計
算
に
は
販

売
年
度
の
全
国
平
均
市
場
価
格
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
数
値
は
収
穫
期
か
ら
約
１
年

後
で
な
け
れ
ば
確
定
し
な
い
た
め
、
Ｓ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
の
支
払
い
は
収
穫
の
ほ
ぼ
１
年
後
と
な
る

（
支
払
い
が
収
穫
後
１
年
後
に
な
る
の
は

A
C
R
E
の
支
払
い
の
場
合
も
同
様
）
。
 

 （4）
そ
の
他
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

①
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

 
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
最
も
ウ
エ
イ
ト

が
高
い
の
は
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
へ
の
支
出
で

あ
る
。
2
0
0
8
年
農
業
法
で
は
、
フ
ー
ド

ス
タ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
補
完
的
栄
養
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
S
N
A
P
）
に
改
名
さ
れ
る

と
と
も
に
、
給
付
の
引
き
上
げ
、
対
象
基
準

の
緩
和
等
が
行
わ
れ
る
。
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ

の
受
給
者
は
、
2
0
0
7
年
度
で
毎
月
２
６

４
０
万
人
で
あ
り
、
１
家
計
平
均
受
給
額
は

月
額
で
2
1
4
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
 

②
環
境
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

　
環
境
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
農
地
休
耕
型

（lan
d
 
retirem

en
t

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
農
地

活
用
型（w

ork
in
g
 
lan
d

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

大
別
で
き
る
。
農
地
休
耕
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

農
地
で
作
物
生
産
を
行
わ
な
い
代
わ
り
に
地

代
を
支
払
う
、
あ
る
い
は
農
地
を
森
林
、
草

地
、
湿
地
等
に
戻
す
た
め
の
補
助
事
業
を
行

う
も
の
で
あ
り
、
農
地
活
用
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
農
業
者
の
農
地
管
理
行
動
を
改
善
す
る

た
め
の
技
術
的
・
財
政
的
な
支
援
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
2
0
0
8
年
農
業
法
で
は
、
農

地
活
用
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
に
重
点
を
置
い

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 
　
　
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
 

4
　
2
0
0
8
年
農
業
法
の
 

　
　
影
響
予
測
 

 　
ア
メ
リ
カ
の
研
究
機
関
の
F
A
P
R
I（F

ood
 

an
d
 
A
g
ricu
ltu
ral 

P
olicy

 
R
esearch

 

In
stitu

te

）
が
2
0
0
8
年
７
月
に
、
２
０

０
８
年
農
業
法
の
う
ち
、
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の

み
新
た
な
規
定
の
影
響
の
予

備
的
分
析
結
果
を
公
表
し
た
。

本
稿
で
は
、
農
産
物
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
A
C
R
E
導
入
の

影
響
予
測
に
限
っ
て
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
 

　
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
影
響
を
予
測

す
る
上
で
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
へ
の
加

入
率
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

F
A
Ｐ
R
I
で
は
、
各
作
物

の
価
格
の
現
状
及
び
予
測
と

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
へ
の
加
入
コ
ス
ト

に
基
づ
き
、
価
格
が
高
水
準

の
作
物
は
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
い
収

入
保
証
額
が
確
保
で
き
る
た

め
加
入
率
が
高
く
、
価
格
水

準
が
比
較
的
低
い
作
物
や
直

接
支
払
い
単
価
が
高
い
作
物

は
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い

を
選
択
す
る
た
め
加
入
率
を
低
い
と
仮
定
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
大

豆
の
加
入
率
は
75
％
、
小
麦
、
大
麦
等
は
65

％
を
見
込
む
一
方
で
、
綿
花
や
米
で
は
加
入

率
は
10
％
と
し
て
い
る
。
F
A
P
R
I
に
よ

る
作
物
ご
と
の
加
入
率
の
仮
定
と
価
格
・
収

量
予
測
の
下
で
、
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１

２
年
ま
で
の
年
平
均
の
政
府
支
払
額
を
求
め

る
と
、
第
4
表
の
よ
う
に
な
る
。
 

　
こ
れ
を
み
る
と
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
導
入
に
よ

り
、
直
接
支
払
い
が
4
・
7
億
ド
ル
減
少
し

（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
加
入
者
は
受
給
額
が
２
割
減
と

動向解析 



資料：FAPRI-MU Report No.10-08． 
資料：FAPRI-MU Report No.10-08．  
注．ACREの加入率の仮定は，2-3と同じ．価格予測は2008年8月版を使用． 

第5図　FAPRIの主要農産物の価格予測 

第5表　FAPRIによるACREの支払予測 

　ACRE支払額　　07年度＋08年度　 06年度＋07年度　  増　減 
　　　　　　　　　　価格を使用  Y 　　価格を使用 Ｚ （Z-Y） 
2009年度 （$/bu） （$/bu） （$/bu） 
保証基準価格 　   
　とうもろこし 4.85 3.65 -1.20 
　大　豆 6.62 5.37 -1.25 
　小　麦 11.48 8.29 -3.19 

ACRE支払額    
　2009年度 1,683 142 -1,541 
　2010 2,283 290 -1,993 
　2011 2,203 651 -1,552 
　2012 2,039 1,012 -1,027 
2009～2012平均 2,052 524 -1,528

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2

$/bu

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

大豆 

小麦 

とうもろこし 

（単位：百万ドル） 

な
る
た
め
）、
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い
や

価
格
支
持
融
資
か
ら
の
受
給
額
も
そ
れ
ぞ
れ

減
少
す
る
。
一
方
で
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
支
払
額
は

16
・
5
億
ド
ル
と
な
り
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
導
入

に
よ
っ
て
、
政
府
支
払
額
は
差
し
引
き
で
年

間
10
・
9
億
ド
ル
増
加
す
る
。
な
お
、
こ
の

試
算
に
お
け
る
価
格
予
測
は
2
0
0
8
年
3

月
の
結
果
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
後
の
農

産
物
価
格
の
高
騰
や
最
近
の
価
格
低
下
が
織

り
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ

に
関
す
る
政
府
支
払
額
は
低
め
に
見
積
も
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
作
物
別
に
み
る
と
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
大

豆
、
小
麦
で
は
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
加
入
に
よ
り
政
府

支
払
い
が
増
加
す
る
一
方
で
、
綿
花
や
米
へ

の
政
府
支
払
額
は
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
地
域
別
に
み
る
と
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
、
小
麦
の
主
産
地
で

あ
る
北
部
の
方
が
、
綿
花
、
米
の
主
産
地
で

あ
る
南
部
よ
り
も
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
に
よ
る
支
払

い
が
大
き
く
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
は
当
面
北
部
各
州

に
と
っ
て
有
利
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
 

 
5
　
2
0
0
8
年
農
業
法
の
 

　
　
規
定
と
実
施
に
関
す
る
問
題
 

 　
2
0
0
8
年
農
業
法
を
実
施
す
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
具
体
的
な
規
則
等
を
制

定
し
順
次
、
法
律
の
履
行
を
進
め
て
い
る
が
、

経
営
安
定
対
策
に
関
連
し
て
議
会
と
行
政
府

側
で
見
解
が
異
な
る
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
 

 

（1）
直
接
支
払
い
等
の
対
象
に
 

　
関
す
る
問
題
 

　
2
0
0
8
年
農
業
法
で
は
、「
基
本
面
積

の
合
計
（sum

 of base acres

）
が
10
エ
ー

カ
ー
（
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
以
下
の
農
業
者

に
対
し
て
直
接
支
払
い
、
価
格
変
動
対
応
型

支
払
い
及
び
A
C
R
E
支
払
い
を
禁
止
」
す

る
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
こ
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
農
務
省
と
議
会
の
間
で
対
立
が
起
こ
っ

た
。
 

　
農
務
省
は
、
基
本
面
積
が
10
エ
ー
カ
ー
よ

り
も
小
さ
な
農
地
が
複
数
あ
る
場
合
に
、
そ

れ
ら
の
面
積
を
合
計
し
て
10
エ
ー
カ
ー
以
上

と
な
る
農
業
者
を
直
接
支
払
い
等
の
対
象
と

は
し
な
い
と
い
う
方
針
で
対
応
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
議
会
は
、
当
該
規
定
は
複
数
の

農
地
を
合
計
し
た
面
積
が
10
エ
ー
カ
ー
以
上

の
者
に
対
す
る
支
払
い
を
行
う
こ
と
を
立
法

上
意
図
し
て
い
る
旨
を
主
張
し
た
。
結
局
、

下
院
及
び
上
院
に
お
い
て
2
0
0
8
農
業
法

の
当
該
部
分
の
効
力
を
2
0
0
8
年
度
に
関

し
て
停
止
す
る
法
案
が
可
決
さ
れ
、
大
統
領

の
署
名
を
経
て
成
立
し
た
。
こ
の
た
め
、
農

務
省
は
こ
れ
ま
で
の
支
払
い
を
拒
否
し
て
き

た
農
業
者
に
対
し
て
、
改
め
て
申
請
を
行
う

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
２
０

０
６
年
に
は
10
エ
ー
カ
ー
以
下
の
農
業
者
は

２
５
５
千
人
お
り
、
直
接
支
払
い
と
し
て
23
 

百
万
ド
ル
（
１
人
当
た
り
90
ド
ル
）
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
 

 

（2）
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
保
証
基
準
価
格
に
 

　

関
す
る
問
題
 

　
こ
の
問
題
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
２
０
０

８
年
農
業
法
の
履
行
に
関
し
て
最
も
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
2
0
0
9
年
度
の
Ａ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
州
ベ
ー
ス
の
収
入
保
証
額
、
農
家

ベ
ー
ス
の
基
準
収
入
額
を
決
め
る
際
に
用
い

る
保
証
基
準
価
格
を
め
ぐ
り
、
農
務
省
と
議

会
及
び
農
業
団
体
が
激
し
く
対
立
し
て
い
る
。
 

　
2
0
0
8
年
農
業
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

州
ベ
ー
ス
の
収
入
保
証
額
や
農
家
ベ
ー
ス
の

基
準
収
入
額
は
、
「
直
近
２
年
間
の
全
国
市

場
販
売
価
格
の
平
均
で
あ
っ
て
農
務
長
官
が

定
め
た
も
の
」
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
 

　
農
務
省
は
、
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
て
、

2
0
0
6
販
売
年
度
と
2
0
0
7
販
売
年
度

の
価
格
を
用
い
る
方
向
を
示
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
議
会
側
は
、
法
の
趣
旨
は
直
近
の
状

況
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、

2
0
0
7
販
売
年
度
と
2
0
0
8
販
売
年
度

の
価
格
を
用
い
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
議

員
有
志
が
農
務
長
官
に
書
簡
の
送
付
を
行
っ

て
い
る
。
 

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
F
A
P
R
I
が
試

算
を
行
い
2
0
0
8
年
9
月
に
結
果
を
公
表

し
て
お
り
、
そ
の
価
格
予
測
と
そ
れ
に
基
づ

く
試
算
結
果
は
第
5
図
及
び
第
5
表
の
と
お

り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
2
0
0
6
年

度
と
2
0
0
7
年
度
の
価
格
を
用
い
た
場
合

に
は
、
2
0
0
7
年
度
と
2
0
0
8
年
度
の

価
格
を
用
い
た
場
合
に
比
べ
て
、
各
作
物
の
 



資料：アメリカ農務省農業統計局．  
注．2006年までは年平均，2007年以降は月平均． 
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第6図　主要農産物の農家受取価格の推移 

資料：アメリカ農務省経済研究所． 
第7図　生産費の推移（2003年=100） 
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保
証
基
準
価
格
が
20
%
か
ら
30
％
程
度
低
く

な
り
、
結
果
と
し
て
2
0
0
9
年
か
ら
12
年

の
年
平
均
で
15
億
ド
ル
程
度
A
C
R
E
支
払

額
が
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
こ
の
予

測
に
お
け
る
2
0
0
9
年
度
以
降
の
農
産
物

価
格
は
、
第
5
図
に
示
す
と
お
り
高
い
水
準

が
維
持
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
評
価
す
る
と
、
A
C
R
E
支

払
額
自
体
は
か
な
り
少
な
く
見
積
も
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
現
農
務
長
官
は
、
2
0
0
7
年
度
及
び

2
0
0
8
年
度
を
用
い
る
こ
と
に
理
解
を
示

し
て
い
る
も
の
の
、
財
政
上
の
影
響
が
大
き

く
、
財
政
赤
字
が
史
上
最
大
規
模
に
な
る
と

見
込
ま
れ
る
中
で
納
税
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
か
を
懸
念
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
政
権
へ

の
移
行
チ
ー
ム
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
も
考
慮

す
る
と
、
農
務
省
側
か
ら
こ
の
件
に
関
す
る

結
論
が
近
い
う
ち
に
示
さ
れ
る
の
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
A
C
R
E
は
２
０

０
９
作
物
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

A
C
R
E
を
含
む
経
営
安
定
対
策
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
選
択
に
関
す
る
農
業
者
の
意
思
決
定

時
期
と
の
か
ね
あ
い
も
あ
り
、
早
急
に
決
着

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
6
　
金
融
危
機
と
農
家
経
済
 

 　
2
0
0
7
年
の
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
バ
ブ
ル

崩
壊
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を

発
し
、
2
0
0
8
年
9
月
以
降
一
挙
に
顕
在

化
し
た
金
融
危
機
に
よ
る
影
響
は
、
ア
メ
リ

カ
経
済
を
は
じ
め
世
界
各
国
に
連
鎖
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
農
家
経
済
に
限
定
し
た
場
合
、

短
期
的
に
は
影
響
が
軽
微
で
あ
る
と
の
認
識

が
一
般
的
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
家
経
済
の
先
行
き
に

つ
い
て
は
、
楽
観
論
と
悲
観
論
が
入
り
交
じ

っ
て
い
る
。
楽
観
論
に
立
て
ば
、
世
界
的
な

食
料
需
要
は
底
堅
く
、
中
長
期
的
に
農
産
物

価
格
は
暴
落
し
な
い
と
の
見
方
に
な
る
が
、

生
産
費
の
上
昇
に
よ
り
利
潤
が
大
幅
に
低
下

す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
資
金
需
要
が
高

ま
る
も
の
の
必
要
な
資
金
が
十
分
に
供
給
さ

れ
な
い
お
そ
れ
が
出
て
く
る
と
い
う
悲
観
論

も
根
強
い
。
歴
史
は
繰
り
返
す
と
い
う
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
農
産
物
価
格
が
高
水
準
で
農

家
経
済
が
好
調
で
あ
っ
た
1
9
8
0
年
代
に

も
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
農
業
が
深
刻
な
不

況
に
陥
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
再
現
を
懸

念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
第
6
図
に
示
す
よ
う
な
２
０

０
８
年
後
半
の
農
産
物
価
格
の
低
下
に
対
し

て
は
、
従
来
型
の
経
営
安
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

発
動
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
農
産
物
価

格
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
価
格
水
準
は
近
年
に
比
べ
て
高
く
、
価
格

変
動
対
応
型
支
払
い
の
目
標
価
格
や
価
格
支

持
融
資
制
度
の
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
を
大
き
く
上

回
る
水
準
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
価
格
低
下
に
対
し
て
、
春
先
の
高
い
農
産

物
価
格
で
保
証
が
提
供
さ
れ
て
い
る
収
入
保

険
の
加
入
者
に
は
、
多
額
の
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
で
あ
ろ
う
。
 
 

　
2
0
0
9
年
度
以
降
も
農
産
物
価
格
の
低

下
が
続
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
農
産
物
価
格

が
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い
の
目
標
価
格
や

価
格
支
持
融
資
制
度
の
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
の
水

準
に
ま
で
落
ち
込
ま
な
い
限
り
、
依
然
と
し

て
従
来
型
の
経
営
安
定
対
策
は
発
動
さ
れ
ず
、

A
C
R
E
支
払
い
に
よ
り
影
響
の
緩
和
が
図

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
、
農
務
省

と
議
会
の
主
張
の
い
ず
れ
か
の
適
用
で
、
農

家
経
済
へ
の
影
響
は
相
当
程
度
異
な
る
も
の

に
な
る
。
 

 
 

 
7
　
お
わ
り
に
 

 　
2
0
0
8
年
農
業
法
は
、
財
政
資
金
の
再

配
分
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
政
策
の
主
流
だ

っ
た
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
抑
制
し
、
環
境

保
全
や
栄
養
等
の
新
し
い
政
策
分
野
に
重
点

を
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
政
策
や

資
金
の
シ
フ
ト
は
、
高
水
準
の
農
産
物
価
格

が
あ
る
程
度
の
期
間
継
続
し
、
農
産
物
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
支
出
が
少
な
く
て
済
む
よ
う
な

動向解析 



状
況
を
前
提
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
よ
く
な
が
め
る
と
、
２
０

０
８
年
農
業
法
に
は
手
厚
い
農
業
保
護
措
置

を
規
定
し
た
2
0
0
2
年
農
業
法
の
農
産
物

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
定
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形

で
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
A
C
R
E
や

S
U
R
E
と
い
う
新
し
い
助
成
手
段
も
付
け

加
わ
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
農
家
経
済
が

好
調
で
農
業
保
護
の
構
造
改
革
を
行
う
好
機

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
0
0
8
農

業
法
で
は
農
産
物
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
に
は

ほ
と
ん
ど
踏
み
込
め
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
背
景
と
し
て
、
P
A
Y
G
O
ル
ー
ル
の

た
め
議
員
が
財
源
問
題
へ
の
対
応
に
終
始
し
、

ま
た
、
大
統
領
選
挙
年
と
い
う
財
政
支
出
を

縮
小
し
に
く
い
環
境
の
中
で
、
農
産
物
プ
ロ

グ
ラ
ム
改
革
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
を
尽
く

せ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
第
7

図
の
よ
う
に
最
近
の
飼
料
、
肥
料
、
燃
料
等

の
農
業
資
材
価
格
や
地
代
の
高
騰
に
よ
る
生

産
費
の
上
昇
が
収
益
率
の
低
下
を
も
た
ら
す

こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
第
６
図
で

示
す
よ
う
に
高
水
準
に
あ
る
農
産
物
価
格
も

急
落
し
て
き
て
お
り
、
将
来
の
農
業
収
入
・

所
得
の
不
確
実
性
が
従
来
に
増
し
て
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
 

　
A
C
R
E
に
つ
い
て
は
、
「
生
産
者
が
損

失
を
被
っ
た
時
だ
け
に
発
動
す
る
も
の
で
、

市
場
を
歪
曲
し
な
い
将
来
の
正
し
い
方
向
に

向
け
た
政
策
」
で
あ
り
、
「
生
産
者
が
直
面

す
る
問
題
に
よ
り
的
確
に
反
応
し
、
従
来
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
革
す
る
方
向
を
示
す
も
の
」

と
い
う
見
解
が
、
A
C
R
E
の
導
入
に
賛
同

す
る
立
場
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。
高
い
価

格
水
準
の
と
き
で
あ
っ
て
も
価
格
に
関
係
な

く
支
払
わ
れ
る
直
接
支
払
い
に
対
し
て
各
方

面
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
、
A
C
R
E
は
そ
れ

ら
の
批
判
の
受
け
皿
と
な
っ
た
感
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
A
C
R
E
は
保
証
基
準
価

格
が
高
く
収
入
保
証
額
が
高
い
作
物
へ
生
産

を
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い
う
歪
曲
性
を
有
し
て

お
り
、
農
産
物
価
格
が
低
下
に
転
ず
る
と
莫

大
な
財
政
負
担
を
生
み
出
す
可
能
性
を
有
し

て
い
る
。
現
に
、
そ
の
懸
念
が
2
0
0
9
年

の
A
C
R
E
支
払
い
か
ら
顕
在
化
し
て
い
る
。
 

　
ア
メ
リ
カ
の
経
営
安
定
対
策
が
デ
カ
ッ
プ

ル
さ
れ
た
直
接
支
払
い
型
の
政
策
か
ら
、
「
逆

行
」
し
た
形
の
生
産
と
結
び
つ
い
た
政
策
へ

の
指
向
を
強
め
て
い
く
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
の
農
家
経
済
の
動
向
、
２
０

０
８
年
農
業
法
の
施
行
等
を
通
じ
て
、
今
後

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
 

注
（1）
過
去
の
作
付
作
物
及
び
作
付
面
積
に
基
づ
き
、
一

定
の
方
式
で
算
出
さ
れ
た
金
額
が
毎
年
度
支
払
わ

れ
る
制
度
。
 

　
（2）
農
産
物
を
担
保
に
し
た
短
期
融
資
制
度
で
あ
り
、

市
況
低
迷
時
に
は
担
保
と
な
る
農
産
物
を
政
府
の

商
品
金
融
公
社
（
C
C
C
）
に
引
渡
す
こ
と
に
よ

り
返
済
義
務
が
免
除
さ
れ
る
（
融
資
額
と
市
場
価

格
の
差
は
政
府
が
負
担
）
。
こ
の
た
め
、
融
資
単

価
（
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
）
が
農
産
物
の
最
低
価
格
を

保
証
す
る
効
果
を
有
し
て
い
る
。
 

　
（3）
作
物
ご
と
に
目
標
価
格
を
設
定
し
、
市
場
価
格
ま

た
は
、
ロ
ー
ン
レ
ー
ト
の
高
い
方
に
直
接
固
定
支

払
い
分
を
加
え
た
額
が
目
標
価
格
を
下
回
っ
た
場

合
、
そ
の
差
額
を
補
て
ん
す
る
制
度
（
直
接
支
払

い
と
同
様
、
過
去
の
作
付
面
積
に
基
づ
く
支
払
い
）
。
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 1980 1990 1995 1996 1997 1999 2000 2001 2002 2005 2006 2007 

牛　肉 32.8 29.8 27.4 25.8 26.2 27.1 25.8 25.1 27.7 26.8 26.1 26.2 

豚　肉 35.3 35.5 35.0 35.2 34.6 36.9 36.2 36.5 36.5 34.4 34.3 34.7 

鶏　肉 16.0 22.0 20.5 22.1 23.5 24.3 24.6 25.8 24.5 23.2 23.6 24.6

第1表　人口1人当たり食肉消費量 

資料：Office de l’elevage, Agreste等をもとに筆者作成． 

（kg/年） 

動向解析 

国際領域 上席主任研究官　須田　文明 

食品安全性の危機と 
量販店による市場セグメント 

―フランスの牛肉部門を事例に 

食品安全性の危機と 
量販店による市場セグメント 

―フランスの牛肉部門を事例に 

 
１
　
は
じ
め
に
 

 　
1
9
9
6
年
と
2
0
0
0
年
の
2
度
に
わ

た
り
生
じ
た
牛
海
綿
状
脳
症
B
S
E
禍
は
、

牛
肉
市
場
を
直
撃
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ

れ
が
前
例
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
、
そ
の

後
、
食
品
問
題
が
公
的
ア
リ
ー
ナ
に
登
場
す

る
際
の
認
知
的
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
構
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
B
S
E
危
機
以
降
の
相
次

ぐ
食
品
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
展
開
は
ま
さ
に
農

産
物
・
食
品
の
品
質
全
般
に
わ
た
る
危
機
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た（
須
田

2
0
0
7
）。
こ
う
し
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が

生
じ
る
た
び
ご
と
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
は
こ
ぞ

っ
て
「
何
を
信
じ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
消
費
者
の
コ
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
る

の
で
あ
る
。
　
 

　
本
研
究
で
は
B
S
E
危
機
以
降
の
農
産
物
・

食
品
の
品
質
に
か
か
る
こ
う
し
た
危
機
に
お

い
て
、
主
要
な
市
場
ア
ク
タ
ー
、
と
り
わ
け

量
販
店
が
消
費
者
の
信
頼
を
回
復
す
る
べ
く

ど
の
よ
う
に
食
品
の
品
質
を
シ
グ
ナ
ル
し
、

消
費
者
の
商
品
選
択
を
支
え
る
認
知
的
な
支

え
、「
焦
点
」（
シ
ェ
リ
ン
グ
）
を
提
供
す
る

か
に
注
目
す
る（
須
田
2
0
0
8
）。
こ
こ
で

は
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
量
販
店
に

よ
る
牛
肉
の
製
品
差
別
化
を
対
象
と
す
る
が
、

そ
れ
は
、
こ
の
産
品
が
B
S
E
危
機
と
い
う
、

典
型
的
な
食
品
安
全
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
そ

の
た
め
に
業
界
や
量
販
店
及
び
政
府
が
低
迷

す
る
牛
肉
消
費
を
回
復
す
る
べ
く
取
り
組
ん

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
量
販
店
に
特
に

注
目
す
る
の
は
、
牛
肉
の
家
庭
で
の
購
入
の

8
割
が
量
販
店
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
量
販
店
が
主
要
な
市
場

ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

　
こ
う
し
た
量
販
店
が
採
用
す
る
市
場
で
の

戦
略
は
、
具
体
的
に
は
店
舗
の
売
り
場
に
お

け
る
製
品
セ
グ
メ
ン
ト
と
し
て
具
体
化
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
、
牛
肉
や
生
鮮
野
菜
・
果
物

の
よ
う
な
農
産
品
は
、
差
別
化
や
セ
グ
メ
ン

ト
化
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
食
品
安
全
危
機
を
契
機
に
、
量
販
店
は

そ
の
製
品
の
品
質
に
つ
い
て
消
費
者
に
シ
グ

ナ
ル
す
る
べ
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

の
開
発
を
通
じ
た
積
極
的
な
製
品
差
別
化
戦

略
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
、
商
品
の
仕
入

れ
に
お
い
て
単
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る

支
配
力
を
獲
得
す
る
た
め
だ
け
の
手
段
で
は

な
く
、
生
産
者
と
の
密
接
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
、
国
や
国
際
機
関
の
主
導
で
進
め
ら

れ
た
牛
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
表
示
と
い

っ
た
食
品
安
全
に
か
か
る
最
小
限
品
質
基
準

の
向
上
、あ
る
い
は
民
間
自
主
基
準（E

urepG
ap

等
）
の
導
入
が
量
販
店
の
製
品
差
別
化
・
セ

グ
メ
ン
ト
化
戦
略
に
も
微
妙
な
影
響
を
も
た

ら
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
明
ら

か
に
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
安
全
性
に
か
か

る
最
小
限
品
質
基
準
の
向
上
が
、
食
品
安
全

性
に
か
か
る
量
販
店
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
の
範

囲
を
縮
小
さ
せ
、
食
品
安
全
性
と
は
異
な
っ

た
セ
グ
メ
ン
ト
化
、
す
な
わ
ち
「
地
域
」
的

品
質
や
環
境
的
品
質
（
有
機
農
産
物
な
ど
）

と
い
っ
た
多
様
な
セ
グ
メ
ン
ト
化
を
促
し
て

い
る
実
態
な
の
で
あ
る
。
 

 
2
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
 

　
　
牛
肉
流
通
消
費
の
現
状
 

 （1）
牛
肉
消
費
動
向
 

　
及
び
価
格
 

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
牛
肉
消
費
動
向
は
、

第
1
表
が
示
す
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

一
人
当
た
り
の
牛
肉

消
費
量
は
長
期
的
に

減
少
し
、
そ
れ
に
対

し
鶏
肉
の
消
費
が
増

加
し
て
き
た
。
１
９

９
６
年
と
２
０
０
０

年
の
B
S
E
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
は
牛
肉
消

費
を
一
時
的
に
急
減

さ
せ
た
が
、
現
在
、

ほ
ぼ
従
来
の
傾
向
に

戻
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
牛
肉
消
費
の
長

期
に
わ
た
る
減
少
傾

向
は
、
他
の
精
肉
に

比
べ
て
、
牛
肉
価
格

が
相
対
的
に
高
い
こ

と
に
も
よ
る
。
た
と



　　　　　　　　 1998　　　　　　 2000　　　　　　 2006 

 店舗数 価　格 店舗数 価　格 店舗数 価　格 

高　級　品 381 14.66 338 15.34 992 18.17 

　うちLR 59 15.59 84 15.93 

　うちCCP 323 14.51 137 15.03 

　うちAOC   84 

有　　　機 41 16.62 90 19.74 179 23.2 

通　常　品 1,629 13.31 1,865 13.96 1,991 16.83

第2表　牛肉品揃えと価格 
（サーロインステーキ, ユーロ/Kg） 

資料：GEB（2007, p. 8 ）． 

食品安全性の危機と 
量販店による市場セグメント 

―フランスの牛肉部門を事例に 

え
ば
、
２
０
０
６
年
の
牛
肉
価
格
が
キ
ロ
当

た
り
11
・
33
ユ
ー
ロ
で
あ
る
の
に
対
し
、
豚

肉
6
・
29
ユ
ー
ロ
、
鶏
肉
5
・
15
ユ
ー
ロ
な

の
で
あ
る
。
 

 （2）
牛
肉
流
通
・
消
費
に
占
め
る
 

　
量
販
店
の
位
置
 

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
世
帯
の
牛
肉
購
入
は
、

そ
の
78
・
8
%
が
量
販
店
で
な
さ
れ
、
精
肉

店
で
の
そ
れ
は
15
・
1
%
に
し
か
過
ぎ
な
い

（
T
N
S
・
2
0
0
7
）。
ち
な
み
に
果
樹
野

菜
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
量
販
店
が
60
・

9
%
に
対
し
、
市
場
が
18
・
2
%
を
占
め
、

朝
市
な
ど
で
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
る
世
帯
が

多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
に
量
販
店
で
の
牛
肉
購
入
割
合

が
多
い
の
は
、
そ
の
価
格
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
量
販
店
で
は
牛
肉
の
平
均
価
格
は

キ
ロ
当
た
り
11
・
0
ユ
ー
ロ
で
あ
る
の
に
対

し
、
精
肉
店
で
は
14
・
2
ユ
ー
ロ
な
の
で
あ

る
。
 

 
3
　
量
販
店
に
よ
る
セ
グ
メ
 

　
　
ン
ト
化
戦
略
の
展
開
 

 （1）
量
販
店
に
よ
る
 

　
牛
肉
差
別
化
戦
略
の
実
態
 

①
牛
肉
に
お
け
る
製
品
差
別
化
 

　
量
販
店
間
で
の
市
場
シ
ェ
ア
を
め
ぐ
る
競

争
に
お
い
て
、
B
S
E
危
機
を
経
た
後
に
も
、

精
肉
売
り
場
が
戦
略
的
位
置
を
占
め
て
い
る

こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
2
0
0
6
年
に
、

消
費
者
は
年
間
53
回
の
頻
度
で
果
樹
・
野
菜

売
り
場
で
買
い
物
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、

生
鮮
肉
売
り
場
で
は
30
回
、
鮮
魚
は
13
回
で

あ
り
、
精
肉
売
り
場
の
集
客
力
が
量
販
店
の

競
争
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
識
さ
れ
て
い

る（
G
E
B
・
2
0
0
7
）。
ま
た
B
S
E
危

機
が
消
費
者
に
与
え
た
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か

っ
た
だ
け
に
、
牛
肉
売
り
場
は
、
当
該
の
量

販
店
が
い
か
に
食
品
安
全
に
投
資
し
て
い
る

か
を
消
費
者
に
シ
グ
ナ
ル
す
る
た
め
に
う
っ

て
つ
け
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
量
販

店
は
こ
ぞ
っ
て
牛
肉
セ
グ
メ
ン
ト
化
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
B
S
E
危
機
が
勃
発
す
る
ま
で
は
、
牛
肉

部
門
に
お
け
る
製
品
差
別
化
は
困
難
と
さ
れ
、

そ
の
た
め
に
メ
ー
カ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
もC
h
aral

やS
ocop

a

、Jean
-R
oze

を

除
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
も
、
牛
肉
価
格
が
豚
肉
や
鶏
肉
に
比

し
て
か
な
り
高
価
な
上
、
さ
ら
に
こ
れ
を
高

付
加
価
値
化
さ
せ
て
も
消
費
者
が
購
入
で
き

ず
、
差
別
化
の
コ
ス
ト
を
回
収
で
き
な
い
と

考
え
た
の
で
あ
る
。
 

 ②
牛
肉
高
級
品
セ
グ
メ
ン
ト
の
品
揃
え
と
価
格
 

　
量
販
店
で
の
牛
肉
の
高
級
品
セ
グ
メ
ン
ト

の
品
揃
え
状
況
と
価
格
（
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ

ー
キ
）
を
示
す
と
第
2
表
の
よ
う
に
な
る
。

1
9
9
8
年
に
通
常
品
の
お
か
れ
て
い
る
店

舗
数
の
23
%
で
し
か
高
級
品
が
置
か
れ
て
い

な
か
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
0
6
年
で
は
そ

の
割
合
は
50
%
に
及
ん
で
お
り
、
す
で
に
多

く
の
店
舗
で
、
高
級
品
セ
グ
メ
ン
ト
が
品
揃

え
に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
表
は
、
2
0
0
6
年
に
お
い
て
、
ラ
ベ
ル

ル
ー
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
公
的
認

証
製
品
の
他
、
地
域
や
品
種
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
だ
地
域
的
な
品
質
を
も

っ
た
牛
肉
セ
グ
メ
ン
ト
が
普
及
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
 

 ③
量
販
店
に
お
け
る
 

　
牛
肉
セ
グ
メ
ン
ト
化
の
変
容
 

　
第
2
表
で
見
た
よ
う
に
、
量
販
店
で
の
高

級
品
セ
グ
メ
ン
ト
の
品
揃
え
は
広
く
普
及
し

て
い
る
。
し
か
し
次
ペ
ー
ジ
第
3
表
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
2
0
0
6
年
時
点
で
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
危
機
の
効
果
は
消
失
し
、
多
く
の
量
販
店

で
セ
グ
メ
ン
ト
の
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
 

　
い
く
つ
か
の
量
販
店
を
事
例
に
と
っ
て
牛

肉
セ
グ
メ
ン
ト
化
の
現
状
を
紹
介
し
て
お
こ

う（
G
E
B
・
2
0
0
7
）。
 

　
カ
ル
フ
ー
ルC

arrefou
r

は
現
在
に
至
る

ま
で
、
高
品
質
セ
グ
メ
ン
ト
に
広
く
取
り
組

ん
で
い
る
量
販
店
で
あ
り
、
適
合
性
認
証
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
つ
い
た
Ｅ
Ｑ
Ｃ
（
旧
Ｆ
Ｑ
Ｃ
）
と
い

う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
で
二
つ
の
雌
牛

の
高
級
セ
グ
メ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
る
　（1）

。

1
9
9
7
年
に
は
牛
肉
販
売
量
の
70
%
が

F
Q
C
で
あ
っ
た
が
、
2
0
0
6
年
に
は
そ

の
割
合
は
50
%
に
減
少
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
産
牛
肉
V
B
F
（
カ
ル
フ
ー
ル
の
場
合
乳

牛
雌
牛
）
が
基
本
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
な
し
、

こ
れ
が
販
売
量
の
30
%
を
占
め
、
安
売
り
カ

テ
ゴ
リ
が
20
%
を
占
め
る
。
 

　
ル
ク
レ
ー
ルL

eclerc

は
、
そ
の
系
列
パ

ッ
カ
ー
で
あ
る
ケ
ル
メ
ヌ
社K

erm
en
e

か

ら
販
売
量
の
15
%
の
み
を
調
達
し
、
加
盟
店

は
残
り
を
自
由
に
仕
入
れ
て
い
る
。
ラ
ベ
ル

ル
ー
ジ
ュ
牛
肉
の
他
、
い
く
つ
か
の
Ｃ
Ｃ
Ｐ

牛
肉
（
伝
統
リ
ム
ジ
ン
牛
肉V

ia
n
d
e
 

L
im
ousine T

radition

や
ロ
レ
ー
ヌ
品
質
牛

肉
L
Q
V
）を
、1
9
9
7
年
以
降
、「
私
た
ち

の
地
域
の
品
種L

es R
aces de nos regions

」

ブ
ラ
ン
ド
（K

erm
ene

社
）
と
結
合
さ
せ
て
 



量販店名 97年セグメント割合 
（販売量の%） 2006年のセグメント割合とコメント 97年 

（枝肉トン） 

第3表　量販店における牛肉セグメント化の変容 

資料：Sans et al., (2002), p.139及びGEB (2007), p.34より筆者作成． 
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販
売
し
て
い
る
。
ま
た
ル
ク
レ
ー
ル
は
「
私

た
ち
の
地
域
は
才
能
が
あ
るN

os R
ég
ion
s 

ont du talent

」
と
い
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
に
よ
り
、
地
域
に
特
徴
的
な
加
工
品

や
生
鮮
野
菜
・
果
物
を
積
極
的
に
販
売
し
て

い
る
が
、
牛
肉
は
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は
扱
わ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
店
舗
に
よ
り
扱
う
品
目

は
異
な
る
が
、
2
0
0
6
年
時
点
で
は
ラ
ベ

ル
ル
ー
ジ
ュ
牛
肉
の
取
扱
量
が
顕
著
に
減
少

し
て
い
る
。
 

　
オ
ー
シ
ャ
ンA

u
ch
an

で
は
、
そ
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー

シ
ャ
ン
牛
肉B

oeu
f 
S

élection
 
A
u
ch
an

」

（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
製
品
）
の
位
置
づ
け
が
う
ま
く
い

か
ず
、
1
9
9
7
年
で
は
15
〜
20
%
ほ
ど
を

販
売
し
て
い
た
が
、
2
0
0
6
年
以
降
、
撤

退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
り
、

地
域
の
名
称
を
つ
け
た
製
品
も
し
く
は
ラ
ベ

ル
ル
ー
ジ
ュ
が
徐
々
に
品
揃
え
に
入
っ
て
い

る
。
例
え
ば
店
舗
に
よ
っ
て
は
、「
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
地
方
の
牛
肉
　Boeuf du P

ays N
orm
an

」

（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
製
品
）、
東
部
地
方
で
は
C
C
P
の

ロ
レ
ー
ヌ
品
質
牛
肉
L
Q
V
、
西
部
の
15

の
店
舗
で
は
「
A
O
C
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
 

M
aine 

A
njou

」
を
販
売
し
、
ロ
ー
ヌ
・
ア

ル
プ
州
の
15
の
店
舗
で
は
「
リ
ム
ジ
ン
・

ジ
ュ
ニ
オ
ー
ルL

im
ou
sin
 
Ju
n
ior

（
ラ
ベ

ル
ル
ー
ジ
ュ
）、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
・
ル
シ
ヨ

ン
州
の
店
舗
で
は
「
オ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
地
場

産
牛
肉B

oeu
f 
ferm

ier 
d
e 
l ’ A
u
b
rac

」

（
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
）、
パ
リ
や
南
西
部
の
売

り
場
で
は
「
ブ
ロ
ン
ド
・
ダ
キ
テ
ー
ヌ

B
londe d

’ A
quitaine

」（
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
）

及
び
A
O
C
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュM

ain
e 

動向解析 



サレール・オーリャックにて（撮影：大山　利男） 

シャロレ・ネヴェールにて（撮影：大山　利男） 

A
n
jou

を
販
売
し
て
い
る
。
高
級
品
セ
グ
メ

ン
ト
は
2
0
0
2
年
の
20
%
か
ら
2
0
0
6

年
の
10
%
（
う
ち
有
機
農
業
が
2
%
）
に
半

減
し
て
い
る
。
 

　
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ジ
ェ
ア
ン
及
び

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
カ
ジ
ノ
の
グ
ル
ー

プG
eant C

asino

で
は
高
級
品
牛
肉
が
２
０

０
２
年
の
販
売
量
35
%
か
ら
2
0
0
6
年
の

12
%
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
売
り
場
は
そ

の
C
C
P
付
き
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

「
地
域
と
味
覚T

erres 
et 
S
av
eu
rs

」
を

2
0
0
6
年
初
め
に
断
念
し
た
。
こ
の
生
産

流
通
チ
ェ
ー
ン
管
理
の
費
用
が
高
く
つ
き
す

ぎ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
高
級

品
牛
肉
は
ハ
イ
パ
ー
全
体
と
ス
ー
パ
ー
の
30

%
の
店
舗
に
揃
え
て
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
と

こ
ろ
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
で
な
い
た
め

お
か
れ
て
い
な
い
。
店
舗
の
50
%
は
ラ
ベ
ル

ル
ー
ジ
ュ
牛
肉
を
揃
え
て
い
る
（
２
０
０
２

年
で
は
60
％
）
。
ハ
イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

G
ean
t

の
20
%
が
2
0
0
2
年
と
同
様
の
割

合
で
地
域
表
示
製
品
を
扱
う（
ポ
ワ
ト
ゥ
・
シ

ャ
ラ
ン
ト
ゥ
地
方P

oitou
 C
h
aren

te

の
よ
う

な
）。ま
た
12
%
が
特
定
企
業
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
で
C
C
P
を
揃
え（
2
0
0
2
年
で

は
20
%
）、
例
え
ばP

rince B
ocage

（C
haral

社
）
、B

oeu
f 
P
assion

（M
osn
ier

社
）
、

C
h
arolais 

P
rairie

（S
icarev

社
）
の
場
合

が
そ
れ
で
あ
る
。
 

　
イ
ン
タ
ー
マ
ル
シ
ェIn
term

arch
e

の
場

合
、
売
り
場
の
基
本
の
80
%
は
系
列
会
社
Ｓ

Ｖ
Ａ
社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
るJean R

oze -L
a 

V
ian
d
e

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
量
販
店
の

場
合
、
小
規
模
の
ス
ー
パ
ー
が
多
く
、
売
り

場
面
積
が
狭
い
た
め
に
牛
肉
に
二
つ
の
セ
グ

メ
ン
ト
を
設
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 

　
以
上
の
よ
う
に
カ
ル
フ
ー
ル
が
そ
の
割
合

を
減
ら
し
な
が
ら
も
C
C
P
を
維
持
し
て
い

る
の
に
対
し
、
オ
ー
シ
ャ
ン
は
C
C
P
か
ら

撤
退
し
、
さ
ら
に
は
多
く
の
量
販
店
が

C
C
P
や
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
の
取
扱
い
量
を

減
ら
し
、
地
域
的
セ
グ
メ
ン
ト
を
増
加
さ
せ

つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
量
販
店
は
か
な
り
異
な

っ
た
セ
グ
メ
ン
ト
化
戦
略
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
違
い
は
、
量
販
店
の
そ
も
そ
も
の

成
り
立
ち
の
違
い
（
チ
ェ
ー
ン
店
方
式
か
、

独
立
店
舗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
）
に
よ
る
ほ

か
、
B
S
E
危
機
以
降
、
行
政
や
業
種
間
組

織
が
進
め
て
き
た
原
産
地
表
示
や
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
則
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
最
小
限
品
質
基
準
の
向
上
を
量
販
店
自
身

が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
戦
略
を
組
み
立
て
る
か
に
も
よ
る

の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
戦
略
に
ワ

ン
・
ベ
ス
ト
・
ウ
ェ
イ
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
 

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
、
B
S
E
危
機
の
終
息

後
、
多
く
の
量
販
店
は
そ
の
セ
グ
メ
ン
ト
化

戦
略
を
見
直
し
て
お
り
、
そ
れ
に
併
せ
て
い

っ
た
ん
品
質
表
示
に
よ
る
セ
グ
メ
ン
ト
を
確

立
し
た
も
の
の
、
こ
れ
を
活
用
し
な
い
事
例

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
2
0
0
4

年
に
お
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
生
鮮
肉
の

C
C
P
は
90
、
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
は
54
あ
る

が
、
表
示
を
取
得
し
て
い
る
の
に
販
売
さ
れ

て
い
な
い
の
は
そ
れ
ぞ
れ
40
、
8
つ
あ
る（
Ｓ

Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
・
2
0
0
6
）。
こ
こ
に
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
管
理
コ
ス
ト
が
高
い
割
に

は
需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
表
示
の

使
用
を
い
っ
た
ん
休
眠
さ
せ
て
い
た
り
、
今

後
の
需
要
を
期
待
し
て
品
質
表
示
を
獲
得
し
、

セ
グ
メ
ン
ト
の
数
を
増
や
し
て
お
く
だ
け
と

い
う
経
済
オ
ペ
レ
ー
タ
の
戦
略
が
見
て
取
れ

よ
う
。
 

　
以
下
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
量
販
店
の
セ

グ
メ
ン
ト
化
に
つ
い
て
、
二
つ
の
事
例
を
取

り
上
げ
る
こ
と
で
具
体
的
な
考
察
を
試
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
 

 （2）
C
C
P
に
よ
る
品
質
セ
グ
メ
ン
ト
化
 

　
E
Q
C
を
事
例
に
 

①
カ
ル
フ
ー
ル
の
E
Q
C
 

　
さ
て
、
C
C
P
を
通
じ
た
量
販
店
の
セ
グ

メ
ン
ト
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
す
る
た
め

に
、
カ
ル
フ
ー
ル
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
E
Q
C
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

こ
れ
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
第
3
表
で
見
た

よ
う
に
、
多
く
の
量
販
店
が
C
C
P
か
ら
撤

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
で
、
カ
ル
フ

ー
ル
で
は
こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
が
な
お
販
売
量

の
半
分
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ル

フ
ー
ル
で
は
、
1
9
9
1
年
以
降
、
農
業
者

及
び
と
畜
会
社
と
の
三
者
間
で
、
地
方
生
産

振
興
や
持
続
的
な
関
係
構
築
を
目
的
に
緊
密

な
協
調
的
取
組
が
始
ま
っ
た
。
す
べ
て
の
パ

ー
ト
ナ
ー
の
間
で
の
E
Q
C
（
旧
F
Q
C
）

の
製
品
の
仕
様
書
の
署
名
に
よ
っ
て
、
コ
ン

ス
タ
ン
ト
な
品
質
が
可
能
と
な
る
と
い
う
。
 



品　種 
 

飼　料 
 
 
 

枝　肉 
 
 
 

熟　成 

表　示 

 

第4表　仕様書の主要な要素 

資料：Sans, de Fontguyon, (1999), p.182． 

カルフールEQC 

肉用種（シャロレ－、リムジン等）及び兼用種（ノ
ルマンディ、モンベリヤール等）の６つ 

・離乳（5ヶ月以上） 
・牧草中心で、補足飼料（決められたリスト） 
・乳製品を除く動物由来タンパク質の禁止 
・年間5ヶ月以上放牧 

・雌牛（28ヶ月～12歳）、去勢牛（30～48ヶ月） 
・雌牛320kg以上（シャロレー、リムジン） 
・形状：E,U,R, 
・脂肪付着度：2, 3 

12日 

・X品種の牛肉 
・フランスで生まれ、飼育され、と畜 
・12日以上熟成 

生
産
・
流
通
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
独
立
機

関
に
よ
る
監
視
が
な
さ
れ
、
生
産
段
階
で
は
、

肥
料
や
作
物
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
家
畜
福
祉
、

粗
放
的
生
産
、
自
然
資
源
の
保
全
な
ど
多
様

な
取
組
が
な
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
全
体
で
、

3
万
5
、
5
0
0
人
の
生
産
者
（
チ
ー
ズ
、

牛
肉
、
カ
キ
、
魚
、
果
樹
、
野
菜
）
と
、
74
の
製

品
（
う
ち
フ
ラ
ン
ス
で
の
生
産
は
47
）
が
該

当
す
る
（C

arrefour

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、

２
０
０
８
年
7
月
24
日
接
続
）。
な
お
、
同
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
生
鮮
肉
９
、
魚
介
類
15
、

チ
ー
ズ
11
、
果
物
13
、
野
菜
４
の
52
品
目
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

 ②
準
レ
ン
ト
の
配
分
の
仕
組
み
 

　
さ
て
、
こ
う
し
た
E
Q
C
の
価
格
設
定
の

仕
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
つ
ま
り
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
者

と
量
販
店
と
の
間
の
緊
密
な
協
調
か
ら
生
じ

る
準
レ
ン
ト
の
配
分
の
仕
組
み
を
考
え
て
お

き
た
い
の
で
あ
る
。
量
販
店
に
よ
り
支
払
わ

れ
る
最
終
仕
入
れ
価
格
は
、
三
つ
の
部
分
を

含
ん
で
お
り
、
一
つ
は
生
産
者
へ
の
支
払
い

で
あ
り
、
次
い
で
E
Q
C
生
産
者
連
合
会
へ

の
補
償
金
、
さ
ら
に
と
畜
会
社
へ
の
支
払
い

で
あ
る
（M

aze

・
2
0
0
2
）
。
こ
う
し

て
こ
の
最
終
価
格
は
以
下
の
式
で
示
さ
れ
る
。

　P
=
[X
+
P
P
]+
[A
C
]+
[S
C
+
T
C
+
M
] 

　
こ
こ
で
、
 

　
・
X
は
、
当
該
の
家
畜
タ
イ
プ
に
つ
い
て

の
当
該
地
方
市
場
も
し
く
は
全
国
市
場

の
相
場
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
例

え
ば
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
品
種
の
E
Q
C
で

あ
る
「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
品
種
品
質
チ
ェ

ー
ン
F
Q
R
N
」
で
は
、
基
準
と
な
る

家
畜
市
場
は
ラ
ヴ
ァ
ルL

av
al

や
ル
ー

ア
ンR

ou
en

等
の
各
市
場
で
あ
り
、
基

準
価
格
は
欧
州
枝
肉
規
格
R
と
O
の
雌

牛
の
平
均
重
量
で
計
算
さ
れ
る
。
 

　
・
P
P
は
、
生
産
者
農
家
へ
の
価
格
プ
レ

ミ
ア
ム
で
あ
り
、
キ
ロ
当
た
り
0
・
10
 

〜
0
・
15
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
こ
の
X
と

P
P
を
加
え
た
金
額
が
農
業
生
産
者
の

取
り
分
で
あ
る
。
 

　
・
A
C
は
、
E
Q
C
生
産
者
連
合
会
に
よ

り
負
担
さ
れ
て
い
る
コ
ス
ト
へ
の
補
償

支
払
い
で
あ
る
（
キ
ロ
当
た
り
お
よ
そ

0
・
2
ユ
ー
ロ
）
。
 

　
・
S
C
は
、
実
際
の
費
用
の
計
算
に
基
づ

い
て
、
と
畜
会
社
が
負
担
す
る
と
畜
コ

ス
ト
で
あ
る
。
 

　
・
T
C
は
、
E
Q
C
牛
肉
の
た
め
に
支
払

わ
れ
る
特
別
な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
、
と
畜
会
社
に
支
払
わ
れ
る
補

償
金
で
あ
る
（
お
よ
そ
0
・
02
ユ
ー
ロ
）。 

　
・
M
は
、
と
畜
会
社
と
の
交
渉
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
マ
ー
ジ
ン
率
（
２
〜
３
%
）

か
ら
算
定
さ
れ
た
金
額
で
あ
る
。
こ
う

し
て
S
C
と
T
C
、
M
を
加
え
た
金
額

が
と
畜
会
社
の
取
り
分
と
な
る
。
　
 

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
地
方
の
卸
売
市
場
の

相
場
価
格
の
週
平
均
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
さ
れ

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
た
金
額
が
パ
ー
ト

ナ
ー
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
量
販
店

は
、
こ
う
し
て
、
市
場
価
格

が
高
い
と
き
に
も
、
他
へ
と

牛
肉
が
流
れ
る
リ
ス
ク
も
な

く
、
ま
た
相
場
の
低
迷
時
に

も
、
競
争
相
手
の
仕
入
れ
コ

ス
ト
と
同
じ
程
度
で
、
仕
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

り
、
店
頭
で
の
販
売
価
格
も
、

一
般
製
品
よ
り
も
10
%
ほ
ど

高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

見
たC

arrefour

や
ロ
レ
ー
ヌ

品
質
牛
肉
L
Q
V
と
い
っ
た

C
C
P
で
は
、
農
家
へ
の
プ

レ
ミ
ア
ム
が
支
払
わ
れ
る
が
、

多
く
の
C
C
P
で
は
こ
う
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
は
存
在
し
な

い
。
同
じ
く
C
C
P
牛
肉
と

い
っ
て
も
、
経
済
ア
ク
タ
ー
の
間
で
の
関
係

に
応
じ
て
、
そ
の
性
格
は
異
な
り
、
こ
う
し

た
性
格
の
違
い
は
、
前
述
の
よ
う
な
量
販
店

の
セ
グ
メ
ン
ト
化
戦
略
の
相
違
を
反
映
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
 

 ③
仕
様
書
の
内
容
 

　
な
お
E
Q
C
牛
肉
の
仕
様
書
の
主
要
な
要

素
は
次
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

仕
様
書
は
当
該
の
牛
肉
が
以
下
の
よ
う
な
品

質
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
消
費
者
に

シ
グ
ナ
ル
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

　
・
法
規
の
遵
守
と
完
全
な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
、
製
品
の
衛
生
的
安
全
性
、
牛
肉

の
官
能
的
品
質
の
保
証
。
 

　
・
特
定
の
家
畜
品
種
、
家
畜
飼
養
実
践
、

給
餌
方
法
（
経
営
で
の
自
給
飼
料
の
促

進
）、
衛
生
基
準
。
 

　
・
枝
肉
の
厳
格
な
選
別
（
形
状
や
脂
肪
付

着
度
、
年
齢
、
重
量
、
熟
成
期
間
）。 

　
・
こ
れ
ら
の
規
格
へ
の
適
合
性
の
第
三
者

機
関
に
よ
る
監
視
。
 

　
第
4
表
の
よ
う
な
仕
様
書
に
も
と
づ
い
て

農
業
生
産
者
、
と
畜
会
社
、
カ
ル
フ
ー
ル
は

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
カ
ル
フ
ー
ル
の
側
の
年
間
の
仕
入
れ
量

は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
生
産
者
グ
ル
ー
プ
自
身
が
、
店
舗
数

や
売
り
場
に
お
け
る
当
該
牛
肉
の
割
合
な
ど

を
考
慮
し
て
生
産
量
を
決
定
す
る
。
し
か
し
、

動向解析 



　　品　　　　種 頭数（2002年） 1988-2002変化率 1970-1988変化率 

Charolaise 1,668,021 16.8 75.7 

Limousine 886,241 57.4 50.5 

Blond d’Aquitane 441,701 72.5 87.2 

Salers 191,653 17.0 -22.4 

Aubrac 107,611 98.7 -45.6 

Maine-Anjou 50,765 -41.6 -46.8 

Parthenaise 23,930 238.6 -75.4 

Gasconne 20,992 17.1 -75.1 

Bazadaise 2,223 5.9 -59.1

第5表　フランスの肉用種の頭数の変遷 

資料：Noury, de Fontguyon, 2004, p.2.

 　　　呼称地帯 　　　　　　　AOC Maine Anjou組合 

農 家
 雌牛4万頭、 AOC可能・170人　　 （AOC化不可・166人） 

 1,000人 

集 荷
  Ter’Elevage（40%）、CAM（18%）、 

  家畜商（30%） 

と 畜 SVA 　        SOVIBA　　         SABIM    Banchereau 

流 通
 その他の流通 15 Auchan    3 Cora       3 Geant　　  直販 

 （Intermarche等）    （50%）　　（35%）　    （15%） 

 Rouges des Pres AOC Maine Anjouチェーン 

第6表　サプライチェーンの差別化 
（Maine Anjouのチェーン、2003年） 

資料：Noury, de Fontguyon,（2004）.

リムジン・リモージュにて（撮影：大山　利男） 

生
産
さ
れ
る
家
畜
が
仕
様
書
に
適
合
し
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
が
E
Q
C
マ
ー

ク
で
販
売
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
量
販
店

に
よ
り
最
終
的
に
仕
入
れ
ら
れ
、
販
売
さ
れ

る
の
は
年
間
生
産
量
の
6
割
ほ
ど
で
あ
る
と

い
う（Sans et al., 

1
9
9
9
）　（２）
。
こ
の
差

は
次
の
よ
う
に
二
つ
の
要
因
か
ら
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
ほ
ぼ
2
割
の

牛
肉
が
技
術
的
に
基
準
を
満
た
さ
な
い
。
二

つ
目
に
は
、
量
販
店
の
需
要
変
動
を
吸
収
す

る
た
め
に
、
自
発
的
に
過
剰
生
産
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
過
剰
部
分
は
、
最
終
的

に
は
通
常
品
の
市
場
価
格
で
販
売
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
量
販
店
は
、
過
剰
を
抱
え
込
ま

ず
、
ま
た
品
切
れ
を
被
る
こ
と
な
く
、
市
場

動
向
に
柔
軟
に
適
応
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
 

 

（3）
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
 

　
オ
ー
シ
ャ
ン
の
A
O
C
牛
肉
を
事
例
に
 

①
背
景
 

　
フ
ラ
ン
ス
在
来
種
のM

ancelle

と
英
国
原

産
のD

u
rh
am

品
種
と
の
交
雑
で
誕
生
し
た

メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュM

ain
e 
A
n
jou

（
現

在
の
品
種
名R

ou
g
e 
d
es 
P
res

）
は
、
今

日
、
そ
の
生
産
量
の
90
％
が
ペ
イ
・
ド
・
ラ
・

ロ
ワ
ー
ル
州
で
な
さ
れ
て
い
る
。M

ain
e-

A
njou

（
以
下
M
A
と
略
）
は
農
業
近
代
化
及

び
乳
用
種
と
肉
用
種
へ
の
専
門
特
化
の
結
果
、

顕
著
に
減
少
し
た
。
こ
う
し
て
シ
ャ
ロ
レ

C
h
arolaise

品
種
が
肉
用
種
の
41
%
を
占
め

て
い
る
の
に
対
し
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
乳
用

種
の
67
％
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
肉
用

種
の
中
で
も
、
シ
ャ
ロ
レC

h
arolaise

、
リ

ム
ジ
ンL
im
ou
sin
e

、
ブ
ロ
ン
ダ
キ
テ
ー
ヌ

B
londe d

’ A
quitaine

以
外
で
は
、
１
９
８

０
年
代
ま
で
に
そ
の
頭
数
は
急
減
し
た
。
肉

用
種
に
お
い
て
は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に

即
し
た
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
農
業
の
下
で
「
重

さ
の
文
化
」
が
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
2
0
0
5
年
に
と
畜
さ
れ
た
雌
牛
の

平
均
重
量
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
乳
用
種
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
3
1
4
㎏
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
3
5
3
㎏
、
肉
用
種
の
シ
ャ

ロ
レ
4
0
7
㎏
、
リ
ム
ジ
ン
3
7
6
㎏
、
ブ

ロ
ン
ダ
キ
テ
ー
ヌ
4
5
4
㎏
で
あ
る
。
こ
う

し
た
肉
用
種
の
少
数
品
種
へ
の
集
中
化
と
い

う
生
産
力
主
義
的
傾
向
か
ら
脱
却
す
る
試
み

と
し
て
、
畜
産
品
種
振
興
団
体
（
U
P
R
a
）

の
て
こ
入
れ
も
あ
り
、
多
く
の
肉
用
種
は
頭

数
を
回
復
し
た
が
、
M
A
の
み
が
減
少
し
続

け
た
ま
ま
で
あ
っ
た
（
以
下N

ou
ry
, 
d
e 

F
on
tg
u
y
on

・
2
0
0
4
を
参
照
）。
か
く

し
て
ペ
イ
・
ド
・
ラ
・
ロ
ワ
ー
ル
州
で
、

1
9
7
9
年
に
肉
用
種
の
45
%
を
占
め
て
い

た
M
A
は
、
2
0
0
2
年
に
は
も
は
や
12
%

し
か
占
め
て
い
な
い
の
で
あ
っ
た
（
第
5
表
）
。
 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
1
9
9
5
年
以

降
U
P
R
a
の
内
部
で
、
公
的
品
質
表
示
を

通
じ
た
生
産
振
興
の
試
み
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
M
A
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
ラ
ベ
ル

ル
ー
ジ
ュ
の
申
請
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

A
O
C
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
す
で
に
ラ
ベ
ル
ル
ー

ジ
ュ（
1
9
8
6
年
）（
後
に
欧
州
の
地
理
的

表
示
保
護
P
G
I
を
取
得
―
1
9
9
6
年
）

のB
oeuf F

erm
ier du M

aine

が
当
該
地
区

に
存
在
し
て
お
り
、
広
範
に
重
な
り
合
う
地

帯
で
の
二
つ
の
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
の
共
存
が

忌
避
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
ラ
ベ
ル

ル
ー
ジ
ュ
で
は
M
A（
現R

ouges des pres

へ
と
品
種
名
を
変
更
）
種
を
含
む
す
べ
て
の
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肉
用
種
と
交
雑
種
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
団
体
が
こ
の
A
O
C
の

セ
グ
メ
ン
ト
化
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
基
礎
に

あ
る
。
我
々
の
考
え
で
は
、
メ
ー
ヌ
・
ア
ン

ジ
ュ
A
O
C
牛
肉
の
事
例
は
、
希
少
な
家
畜

品
種
の
遺
伝
資
源
を
農
場
で
保
全
・
管
理
し
、

高
付
加
価
値
化
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
振
興

を
す
す
め
る
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
 

　
 

②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
 

　
こ
の
A
O
C
の
生
産
か
ら
流
通
に
至
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
説
明
し
て
お
こ
う
（
第

6
表
）。
2
0
0
3
年
時
点
で
こ
の
A
O
C
が

該
当
す
る
地
帯
で
、R

ouge des pres

品
種

は
雌
牛
4
万
頭
、
1
、
0
0
0
人
の
生
産
者

が
い
る
。
A
O
C
組
合
の
加
盟
者
3
3
6
人

が
い
た
が
、
A
O
C
の
生
産
基
準
を
満
た
す

生
産
者
が
1
7
0
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
た
め
、

結
果
的
に
生
産
者
も
2
2
5
人
へ
と
減
少
し

た
。
ま
た
伝
統
的
に
は
S
V
A
社
が
こ
の
品

種
を
取
り
扱
っ
て
き
て
お
り
、
雌
牛
の
50
%

は
こ
の
S
V
A
社
に
よ
っ
て
、
そ
の
系
列
の

イ
ン
タ
ー
マ
ル
シ
ェIn

term
arch

e

に
供
給

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ッ
カ
ー
も
量
販
店
も
、

A
O
C
は
ニ
ッ
チ
と
し
て
は
狭
す
ぎ
る
と
考

え
、
肉
の
柔
ら
か
さ
や
使
用
の
簡
便
さ
を
強

調
し
、
A
O
C
で
は
な
く
品
種
の
名
称
で
販

売
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
こ
の
地
域
に
拠
点
を
持
つ
、
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
業
界
三
位
の
S
O
V
I
B
A
社

は
、
1
9
9
9
年
に
東
部
の
マ
ッ
チM

atch

や
パ
リ
の
コ
ラC

ora

と
い
う
量
販
店
に
対
し

て
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
の
供
給
を
開
始
し
て

い
る
。
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
は
形
状
や
切
断

時
点
の
肉
付
き
（
枝
肉
重
量
）
に
お
い
て
リ

ム
ジ
ン
種
や
ブ
ロ
ン
ダ
キ
テ
ー
ヌ
種
に
比
し

て
劣
り
、
シ
ャ
ロ
レ
に
比
べ
て
も
さ
し
た
る

利
点
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
精
肉
店
か
ら
は

歓
迎
さ
れ
ず
、
量
販
店
で
の
販
売
が
追
求
さ

れ
た
。M

atch

が
シ
ャ
ロ
レ
に
セ
グ
メ
ン
ト

を
絞
り
、
2
0
0
1
年
に
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ

ュ
か
ら
撤
退
す
る
の
と
入
れ
替
わ
り
に
、
オ

ー
シ
ャ
ン
が
こ
れ
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
B
S
A
で
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

は
2
0
0
4
年
に
こ
れ
が
A
O
C
に
な
る
ま

で
続
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
S
A
B
I
M
社
が

そ
の
系
列
の
量
販
店G

ean
t

に
こ
れ
を
供
給

し
て
い
る
。
 

　
さ
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
メ
ー
ヌ
・
ア
ン

ジ
ュ
の
知
名
度
は
低
か
っ
た
も
の
の
、
Ａ
Ｏ

Ｃ
の
持
つ
希
少
価
値
が
量
販
店
の
消
費
者
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
生
産
量
の
少
な
さ

が
長
所
で
あ
る
と
同
時
に
短
所
で
も
あ
り
、

例
え
ば
量
販
店M

on
op
rix

も
こ
れ
を
そ
の

品
揃
え
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
同

じ
く
原
産
地
的
品
質
セ
グ
メ
ン
ト
を
確
立
す

る
に
し
て
も
オ
ー
ブ
ラ
ッ
クA

u
b
rac

や
サ

レ
ー
ルS

alers

種
の
ほ
う
が
、
量
的
に
入
手

し
や
す
い
た
め
に
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
を
断

念
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

高
級
品
の
牛
肉
を
提
示
す
る
こ
と
だ
け
で
あ

れ
ば
、
量
販
店
は
（
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

市
場
で
の
調
達
が
可
能
な
）
大
量
に
出
回
っ

て
い
る
品
種
で
セ
グ
メ
ン
ト
を
構
成
す
る
こ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
A
O
C
と

い
う
極
度
に
希
少
価
値
を
持
っ
た
小
規
模
な

セ
グ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
よ
り
高
い
次
元
の
セ

グ
メ
ン
ト
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

方
で
、
量
販
店
は
均
質
的
な
製
品
を
、
時
間

を
通
じ
て
規
則
的
に
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
生
産
者
と
の
間
で
、
い
っ
そ
う
緊
密
な

関
係
が
構
築
し
、
市
場
で
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
調
達
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
る
。
 

　
上
述
の
よ
う
に
、
我
々
は
カ
ル
フ
ー
ル
の

E
Q
C
と
オ
ー
シ
ャ
ン
の
A
O
C
メ
ー
ヌ
・

ア
ン
ジ
ュ
の
事
例
を
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
両
者
の
セ
グ
メ
ン
ト
化
戦

略
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
理
論
的
な
検
討
を
加

え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 

 
　
　
理
論
的
考
察
 

4
　
最
小
限
品
質
の
向
上
と
 

　
　
差
別
化
戦
略
の
多
様
化
 

 （1）
単
純
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
 

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
 

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
量
販
店

が
製
品
特
性
と
製
造
手
法
を
規
定
し
た
仕
様

書
を
定
義
し
、
当
該
の
量
販
店
の
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
さ
れ
る
製
品
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
、
こ
れ
ま
で
は
も

っ
ぱ
ら
中
小
食
品
企
業
が
製
造
に
関
わ
り
、

そ
の
製
品
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド

に
比
較
し
て
安
価
な
価
格
で
量
販
店
に
仕
入

れ
さ
れ
る
こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
量

販
店
の
交
渉
力
を
格
段
に
向
上
さ
せ
た
（D

e 

F
ontguyon, et al

・
2
0
0
3
）。
こ
う
し

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
加
工
食
品
部

門
で
は
発
展
を
見
た
も
の
の
、
精
肉
や
果
樹
、

野
菜
と
い
っ
た
生
鮮
農
産
物
部
門
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
生
鮮
食
料

品
市
場
で
は
あ
ま
り
製
品
差
別
化
は
見
ら
れ

ず
、
加
工
企
業
も
そ
れ
ほ
ど
関
与
し
な
い
こ

と
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
は
存
在
せ
ず
、

量
販
店
も
、
そ
の
原
産
地
や
品
質
に
つ
い
て

の
特
別
な
識
別
な
し
に
販
売
す
る
の
が
常
で

あ
っ
た
。
そ
の
産
品
が
強
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
製

品
特
性
は
価
格
差
別
化
に
は
結
び
つ
か
ず
、

動向解析 
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ま
た
こ
う
し
た
産
品
は
ス
ポ
ッ
ト
市
場
で
調

達
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
 

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

B
S
E
危
機
以
降
、
牛
肉
消
費
の
回
復
を
目

指
す
べ
く
量
販
店
の
私
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
鮮
牛
肉
の
生

産
過
程
、
と
り
わ
け
給
餌
方
法
に
つ
い
て
の

不
確
実
性
を
除
去
す
る
よ
う
な
取
組
と
、
こ

う
し
た
取
組
に
つ
い
て
シ
グ
ナ
ル
す
る
た
め

の
手
法
、
製
品
差
別
化
が
量
販
店
に
よ
り
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
こ
う
し
た
製
品
差
別
化
を
可
能
と
す
る
た

め
に
は
、
農
場
か
ら
量
販
店
に
至
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
追
跡
可
能
な
管
理
が
必
要
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
例
え
ば
カ
ル
フ

ー
ル
に
よ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
Ｅ
Ｑ

Ｃ
と
し
て
、「
適
合
性
認
証
製
品
」
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
牛
肉
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
を
、
上
述
の
よ
う
な
単
純
な
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
と
区
別
す
る
た
め
に
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ

う
。
こ
う
し
て
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
製

品
の
品
質
を
消
費
者
に
シ
グ
ナ
ル
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
量
販
店
は
、
市
場
調
達
の

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
失
う
代
わ
り
に
、
家

畜
の
生
産
条
件
に
つ
い
て
消
費
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
畜
の
生
産
条
件
こ
そ
は
、
最
も
不
確
実
性

が
高
く
、
情
報
の
非
対
称
性
が
生
じ
る
要
素

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
、
単
純
な
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

の
力
関
係
を
修
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

と
い
う
よ
り
も
、
製
品
セ
グ
メ
ン
ト
化
を
主

た
る
目
的
と
し
、
標
準
産
品
よ
り
も
高
い
品

質
と
価
格
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
セ
グ
メ
ン
ト

を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
 

　
こ
う
し
た
製
品
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
量

販
店
は
二
つ
の
製
品
の
品
揃
え
を
可
能
と
す

る
。
一
方
で
は
、
川
上
の
農
業
者
と
の
特
別

な
協
調
無
し
に
仕
入
れ
ら
れ
、
低
価
格
帯
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
標
準
産
品
が
あ
り
、
他
方

に
は
差
別
化
さ
れ
た
仕
様
書
に
基
づ
い
て
生

産
さ
れ
た
高
級
品
セ
グ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
、
有
機
農
業
や
ラ
ベ

ル
ル
ー
ジ
ュ
、
さ
ら
に
は
A
O
C
と
い
っ
た

よ
り
高
級
な
セ
グ
メ
ン
ト
を
持
つ
こ
と
も
あ

ろ
う
し
、
顧
客
層
や
店
舗
の
規
模
に
よ
っ
て

は
た
っ
た
一
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
売
り
場

が
構
成
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
 

　
 

（2）
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
 

　
よ
り
創
出
さ
れ
る
価
値
の
配
分
 

　
一
般
的
に
、
A
O
C
や
有
機
農
産
物
と
い

っ
た
製
品
差
別
化
の
度
合
い
が
高
い
製
品
で

あ
る
ほ
ど
、
生
産
者
側
の
交
渉
力
は
強
く
な

り
、
量
販
店
の
品
揃
え
は
少
量
と
な
る
。
ま

た
生
産
者
及
び
量
販
店
が
有
す
る
、
他
の
販

路
及
び
他
の
仕
入
れ
先
の
選
択
肢
が
あ
る
か

ど
う
か
も
、
双
方
の
交
渉
力
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
こ
の
よ
う
な
高
品
質
産
品
の
「
最

適
な
」
セ
グ
メ
ン
ト
化
は
ど
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
差
別
化
の
度
合
い

が
高
い
ほ
ど
、
そ
れ
に
伴
う
費
用
も
増
加
し
、

従
っ
て
最
終
製
品
価
格
が
上
昇
す
る
以
上
、

こ
れ
に
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
売
り
場
面
積

は
縮
小
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
二

つ
の
意
思
決
定
の
間
で
、
選
択
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
で
は
、
標
準
的
産
品

に
対
す
る
品
質
差
別
化
の
度
合
い
が
低
く
、

従
っ
て
一
般
的
製
品
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
割

高
で
は
な
い
製
品
が
あ
る
。
こ
う
し
た
製
品

は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
品
質
の
た
め
に
単
価

と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
利
益
を
も
た
ら
さ
な

く
て
も
、
売
り
場
の
広
範
な
面
積
を
占
め
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
で
、
品
質
差
別
化
の

度
合
い
が
高
く
、
標
準
産
品
に
比
し
て
か
な

り
高
価
で
あ
り
な
が
ら
も
売
り
場
の
き
わ
め

て
狭
小
な
面
積
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
製
品

セ
グ
メ
ン
ト
も
あ
ろ
う
。
 

　
こ
う
し
た
二
つ
の
戦
略
は
、
上
述
の
例
で

は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ル
フ
ー
ル
の
E
Q
C
と
、
オ

ー
シ
ャ
ン
に
よ
る
A
O
C
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ

ュ
の
品
揃
え
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

カ
ル
フ
ー
ル
は
、
売
り
場
面
積
の
重
大
な
部

分
（
50
%
以
上
）
を
投
じ
、
そ
の
良
好
な
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
衛
生
的
安
全
性
を
も
た

ら
す
量
販
店
の
イ
メ
ー
ジ
を
消
費
者
に
与
え

よ
う
と
し
た
。
オ
ー
シ
ャ
ン
は
逆
に
、
標
準

産
品
の
安
全
性
面
で
の
品
質
が
す
で
に
十
分

で
あ
る
と
考
え
、
自
ら
の
売
り
場
の
製
品
に

つ
い
て
追
加
的
に
安
全
性
を
保
証
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
オ
ー
シ
ャ

ン
は
、
よ
り
狭
く
（
10
〜
15
%
）、
し
か
し

基
本
セ
グ
メ
ン
ト
（
販
売
量
の
25
%
で
「
フ

ラ
ン
ス
産
牛
肉
V
B
F
」
乳
用
種
雌
牛
）
に

対
し
て
強
く
差
別
化
さ
れ
た
セ
グ
メ
ン
ト
を

確
立
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
例
え
ば

A
O
C
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
を
選
ば
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

　
か
く
し
て
、de F

ontguyon et al

（
２
０

０
３
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も

理
論
的
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド

の
場
合
、
も
っ
と
も
価
値
を
創
出
す
る
戦
略

は
、
中
程
度
の
品
質
格
差
と
中
程
度
の
価
格

差
で
、
広
範
な
売
り
場
面
積
に
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
上
の
事
例
で
の
カ
ル
フ
ー

ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
品

揃
え
を
50
〜
70
%
と
し
、
一
般
的
製
品
と
の

価
格
差
は
10
%
程
度
と
す
る
の
で
あ
る
。
 



量
販
店
の
利
益
 

サプライチェーンブランド 

標準品 

最小限品質水準 

資料：De Fontguyon et al., 2003, p.15より.

標準 2

EQC AOC有機 

標準 1

衛
生
安
全
性
・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

原産地・官能的品質・地域的特性 

資料：Noury, de Fontguyon, 2004, p.22より筆者作成.

第1図　最小限品質の向上と量販店の利益 

第2図　最小限品質標準の向上が 
　　　    EQCとAOCに及ぼす影響 

　
 

（3）
最
小
限
品
質
基
準
と
 

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
 

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

ブ
ラ
ン
ド
は
持
続
的
で
あ
ろ
う
か
。
上
で
見

た
よ
う
に
オ
ー
シ
ャ
ン
の
B
S
A
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
C
C
P
付
き
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
廃
止
な
い
し
縮
小
さ
れ

て
い
る
現
在
、
こ
う
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
持
続

可
能
性
な
い
し
頑
強
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
こ
う
し

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
品
質
の
最
適
な
位

置
づ
け
が
、
通
常
産
品
の
品
質
水
準
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
つ
ま

り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
、
最
小

限
品
質
基
準
が
低
い
ほ
ど
、
そ
の
差
別
化
の

利
点
が
大
き
い
。
公
的
規
制
に
示
さ
れ
る
最

小
限
品
質
基
準
（
原
産
地
表
示
や
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
則
等
）
の
向
上
や
民

間
自
主
基
準
（E

u
rep
G
ap

等
）
の
導
入
に

よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
、

ま
す
ま
す
高
品
質
セ
グ
メ
ン
ト
に
移
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
で
、
そ
の
差
別

化
費
用
お
よ
び
そ
の
最
終
製
品
価
格
が
上
昇

し
、
そ
の
売
り
場
面
積
も
縮
小
し
、
つ
い
に

差
別
化
費
用
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
時
点
で
消

失
す
る
。
ま
た
最
小
限
品
質
基
準
が
高
い
ほ

ど
、
量
販
店
の
利
益
は
増
加
す
る
。
通
常
産

品
の
品
質
向
上
に
伴
う
超
過
費
用
を
生
産
者

の
み
が
被
り
、
こ
の
生
産
者
同
士
の
競
争
か

ら
量
販
店
は
利
益
を
引
き
出
す
か
ら
で
あ
る

（
第
1
図
）。
こ
う
し
て
第
3
表
で
見
た
よ
う

な
量
販
店
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド

が
消
失
す
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、
牛
肉
の
安

全
性
に
関
す
る
公
的
な
品
質
基
準
が
向
上
し

た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
 

　
こ
の
よ
う
に
最
小
限
品
質
の
標
準
の
レ
ベ

ル
が
、
量
販
店
と
生
産
者
と
の
間
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
強
め
も
す
れ
ば
弱
め
も
す
る
の

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
産
牛
肉
V
B
F
の
ロ
ゴ

や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
規
則
な
ど
に
よ
り
標

準
の
品
質
が
向
上
し
、
そ
の
た
め
に
、
セ
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
上
述
の
よ
う
に

カ
ル
フ
ー
ル
は
E
Q
C
の
割
合
を
70
%
か
ら

50
%
に
削
減
さ
せ
、
農
家
へ
の
需
要
量
も
削

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方

オ
ー
シ
ャ
ン
が
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る

A
O
C
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
は
、
そ
の
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
衛
生
的
安
全
性
に
よ
っ
て

差
別
化
さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
「
地
域
」
的
品
質
に
よ
り
差

別
化
さ
れ
て
い
る
（
第
2
図
）。
こ
う
し
て
最

小
限
品
質
を
め
ぐ
る
標
準
の
向
上
に
よ
っ
て

（
第
2
図
の
標
準
1
か
ら
標
準
2
へ
の
）
、

E
Q
C
の
差
別
化
の
度
合
い
は
削
減
す
る
が
、

A
O
C
メ
ー
ヌ
・
ア
ン
ジ
ュ
や
有
機
農
業
の

そ
れ
は
維
持
さ
れ
る
。
 

 
5
　
お
わ
り
に
 

 　
こ
こ
で
は
、
B
S
E
危
機
と
い
う
未
曾
有

の
食
品
安
全
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
牛
肉
部
門

を
中
心
に
、
こ
う
し
た
食
品
安
全
危
機
に
よ

る
需
要
と
供
給
の
突
き
合
わ
せ
の
困
難
か
ら

脱
却
す
べ
く
量
販
店
が
行
っ
た
多
様
な
セ
グ

メ
ン
ト
化
戦
略
を
検
討
の
対
象
と
し
た
。
危

機
直
後
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
食
品
安

全
性
を
シ
グ
ナ
ル
す
る
べ
く
、
と
り
わ
け
家

畜
飼
養
条
件
に
つ
い
て
消
費
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
C
C
P
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
を
結
合
し
た
戦
略
が
採

用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
様
々
な
公
的
規
制

な
い
し
業
界
の
自
主
的
取
組
に
よ
り
、
最
小

限
品
質
基
準
が
向
上
す
る
と
、
こ
う
し
た
食

品
安
全
性
は
「
焦
点
」
と
し
て
機
能
し
な
く

な
り
、
量
販
店
は
別
の
焦
点
を
通
じ
て
製
品

差
別
化
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
多
く
の
量
販
店
が
「
地
域
」
的
な

セ
グ
メ
ン
ト
を
そ
の
品
揃
え
の
中
に
投
入
し
、

オ
ー
シ
ャ
ン
は
A
O
C
牛
肉
を
自
ら
の
セ
グ

メ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

　
さ
て
、
こ
こ
で
論
じ
て
き
た
よ
う
な
量
販

店
の
行
動
の
分
析
は
、
我
が
国
に
お
け
る
現

況
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与
え
て

く
れ
よ
う
か
。
我
が
国
に
お
い
て
は
と
り
わ

け
輸
入
農
産
物
の
食
品
安
全
面
で
の
問
題
が
、

し
ば
し
ば
調
達
を
中
断
さ
せ
て
お
り
、
量
販

店
は
生
産
者
と
の
緊
密
な
協
調
関
係
（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
な
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
）
を
超
え
て
、

自
ら
農
業
生
産
に
着
手
す
る
よ
う
な
事
例
（
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
に
よ
る
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
）
が
報

告
さ
れ
て
い
る

　（３）

。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
お

い
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
ど
の
よ
う

な
セ
グ
メ
ン
ト
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
こ
う
し
た
量
販
店
に
よ
る
農

動向解析 



業
生
産
へ
の
取
組
は
持
続
的
で
あ
り
得
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
我
が
国
に
お
け
る
輸

入
食
品
へ
の
監
視
強
化
や
食
品
安
全
性
を
め

ぐ
る
規
制
強
化
は
、
こ
う
し
た
量
販
店
の
戦

略
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
ま
た
希
少
な
在
来
種
の
遺
伝
資
源

（
作
物
お
よ
び
家
畜
に
つ
い
て
）
を
ジ
ー
ン

バ
ン
ク
で
で
は
な
く
、
農
場
で
保
全
・
管
理

し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
振
興
を
図
る
た
め
に
、
量
販
店

は
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
な
し
得
る
の
か
。
本

研
究
で
の
検
討
は
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て

理
論
的
知
見
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
 

　
 

注
（1）
「
製
品
適
合
性
認
証
C
C
P
」
は
、
2
0
0
6
年

の
農
業
基
本
法
ま
で
は
統
制
原
産
地
呼
称
A
O
C

や
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
と
並
ぶ
公
的
品
質
表
示
を
な

し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
C
C
P
の
性
格
が
曖
昧

で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
０

０
６
年
1
月
5
日
の
農
業
基
本
法
が
農
事
法
典
L
・

6
4
0
―

2
を
以
下
の
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
公
的
品
質
表
示
を
整
理
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
農
産
物
も
し
く
は
林
産
物
、

食
品
は
、
共
同
体
規
則
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お

い
て
、
以
下
の
三
つ
の
高
付
加
価
値
化
様
式

m
od
es 
d
e 
v
alorisation

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
」。
第
一
に
、「
品
質
及
び
原
産
地
の
識
別
表
示
」

が
あ
り
、
こ
れ
に
は
以
下
の
三
つ
が
あ
る
。
「
ラ

ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
は
高
級
品
質
を
保
証
」
し
、
「
原

産
地
呼
称
及
び
地
理
的
表
示
保
護
、
伝
統
的
特
性

保
証
は
、
原
産
地
も
し
く
は
伝
統
と
結
合
し
た
品

質
を
保
証
」
し
、
「
有
機
農
業
表
示
は
環
境
的
品

質
を
保
証
す
る
」
。
第
二
に
、
高
付
加
価
値
表
示

m
en
tion
s 
v
alorisan

tes

の
様
式
が
あ
り
、
こ
れ

は
「
山
地
」
表
示
及
び
「
農
場
産
」
表
示
、
「
地

ワ
イ
ンv

in
s 
d
e 
p
ay
s

」
表
示
で
あ
る
。
最
後
に

「
製
品
の
認
証
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
存
在
す
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表

示
は
製
品
の
品
質
に
つ
い
て
の
異
な
っ
た
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
統
制
原
産
地
呼
称

A
O
C
は
特
徴
的
な
価
値
を
称
揚
し
、
ラ
ベ
ル
ル

ー
ジ
ュ
は
高
級
品
質
を
、
有
機
農
業
は
環
境
的
品

質
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
公
的
表
示
は
そ
れ
自
身
の
目
的
を
有
し

て
い
る
（
N
G
O
・
2
0
0
7
・
p
・
18
）
。
 

　
（2）
公
的
品
質
表
示
産
品
の
牛
肉
全
体
で
見
る
と
、
仕

様
書
に
適
合
す
る
家
畜
数
は
、
飼
養
農
家
の
生
産

の
ヘ
テ
ロ
さ
の
た
め
に
、
と
畜
さ
れ
る
家
畜
の
3

分
の
1
ほ
ど
に
し
か
過
ぎ
な
い
（
と
り
わ
け
脂
肪

付
着
度
や
年
齢
、
枝
肉
の
ｐ
H
等
の
点
で
）
、
と

い
う
指
摘
も
あ
る
（G
ary, Sans

・
1
9
9
9
）
。
 

　
（3）
取
引
費
用
理
論
に
よ
る
こ
う
し
た
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス

分
析
に
つ
い
て
は
須
田
（
2
0
0
2
）
を
参
照
。
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須
田
文
明
（
2
0
0
7
）「
食
品
リ
ス
ク
を
め
ぐ
る
科
学

的
専
門
知
と
公
共
討
議
・・
フ
ラ
ン
ス
を
事
例
に
」、『
研

究
論
集
　
第
4
集
』
、
河
合
教
育
文
化
研
究
所
、

p
p
.153-169. 

須
田
文
明
（
2
0
0
2
）
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
的
品
質
表

示
産
品
に
お
け
る
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
構
造
・・
競
争
規
則

に
よ
る
ラ
ベ
ル
ル
ー
ジ
ュ
家
禽
肉
の
扱
い
を
中
心
に
」
、

『
農
林
水
産
政
策
研
究
』
第
3
号
 

 



講演会 
概要紹介 

２１
世
紀
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
時
代 

農
林
水
産
政
策
研
究
所
は
、
環
境
問
題
、
食
の
安
全
・
消
費
者
の
信
頼
の
確
保
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
問
題
と
い
っ
た
新
た
で
複
雑
な
研
究
課
題
に
総
合

的
に
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
、
客
員
研
究
員
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
は
講
師
に
東
京
農
業
大
学
応
用
生
物
科
学
部
教
授
で
あ
り
、
ま
た
、
当
研
究
所
の
客
員
研
究
員
で
も
あ
る
小
泉
武
夫
教
授
に
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

と
い
う
視
点
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。 

講
師
・・
農
林
水
産
政
策
研
究
所
客
員
研
究
員 

　
　
（
東
京
農
業
大
学
応
用
生
物
科
学
部
教
授
）
　
小
泉
　
武
夫
氏 

日
時
・・
平
成
２０
年
１０
月
8
日
　
１３ 
・・ 
００
〜
１５ 
・・ 
００
 

 見
直
さ
れ
る
日
本
の
食
文
化
 

―
全
国
で
広
が
る
 

　
　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
組
―
 

 　
私
は
こ
こ
10
年
間
、
大
学
で
食
文
化
論
と

い
う
講
義
を
や
っ
て
ま
す
。
民
族
と
食
の
研

究
が
中
心
で
、
様
々
な
国
の
食
の
文
化
と
か
、

子
ど
も
達
の
食
生
活
で
す
と
か
、
国
の
農
業

の
形
態
も
い
ろ
い
ろ
見
て
参
り
ま
し
て
、
様
々

な
こ
と
を
著
作
な
ど
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
3
、
4
年
く
ら
い
前
か
ら
は
、
農
水
省
母

体
の
全
国
地
産
地
消
推
進
協
議
会
と
い
う
と

こ
ろ
で
中
心
的
な
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
、
食
料
自
給
率
向
上
推
進
協
議

会
の
会
長
も
し
て
ま
す
。
一
昨
日
、
食
の
安

全
面
が
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
新
し
く
発
足
さ
れ
た
食
料

自
給
率
向
上
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も

加
わ
り
ま
し
た
。
実
は
、
日
本
の
食
料
自
給

率
は
下
が
る
一
方
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
年

度
や
っ
と
１
％
上
が
っ
た
ん
で
す
。
た
っ
た

１
％
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

非
常
に
大
き
な
事
な
の
で
す
。
た
と
え
ば
今

か
ら
17
年
前
に
は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
ほ

ぼ
同
じ
自
給
率
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
イ

ギ
リ
ス
は
71
％
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
１
％
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
か
っ
た

の
で
す
。
今
回
の
１
％
が
な
ぜ
伸
び
た
の
か

と
い
う
と
、
国
民
の
公
民
運
動
と
、
食
育
と

い
う
取
組
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
和

食
回
帰
現
象
が
増
え
て
き
た
ん
で
す
ね
。
国

民
が
米
を
ち
ょ
っ
と
で
も
食
べ
る
と
自
給
率

が
ポ
ン
と
あ
が
る
ん
で
す
。
そ
れ
と
小
麦
や

大
豆
の
生
産
が
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
特

に
今
北
海
道
で
は
、
大
豆
と
小
麦
の
生
産
に

力
を
い
れ
て
ま
す
。
ほ
か
に
も
宮
城
県
の
古

川
な
ど
で
大
豆
生
産
の
重
点
地
区
を
つ
く
り
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
自
給
率
を
上
げ
よ

う
と
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
い
ま
す
と
、

現
在
中
心
的
な
も
の
は
F
1
種
子
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
種
子
が
ひ
と
つ
の
花
形
じ
ゃ

な
い
か
と
み
な
さ
ん
は
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

が
こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ
い
で
て
き
ま
す
。
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
は
農
業
の
世
界
だ
け
で
な
く
、

水
産
や
発
酵
、
食
と
い
っ
た
も
の
も
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
は
い
っ
て
き
ま
す
。
21

世
紀
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
時
代
、
で
は
な

く
て
、
常
に
人
間
が
生
き
て
い
る
間
は
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
時
代
な
ん
で
す
。
た
だ
、
そ

れ
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
と
な
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
変

な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
ハ

ー
ド
ば
か
り
で
な
く
、
ソ
フ
ト
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
先
日
、
「
日
本
酒
を
如
何
に
売
る
か
」
と

い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
京
で
あ
り
、
私
も

講
演
し
ま
し
た
。
日
本
酒
が
一
番
売
れ
て
い

た
の
は
、
昭
和
36
〜
46
年
で
、
そ
の
時
代
は

（
年
間
）
9
0
0
万
本
と
、
今
の
大
体
7
倍

の
量
を
飲
ん
で
ま
し
た
。
そ
の
時
の
社
会
背

景
と
し
て
は
日
本
人
は
1
0
0
％
、
日
本
の

も
の
を
食
べ
て
い
た
の
で
、
自
給
率
は
非
常

に
高
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
も
う
一
つ
は
炭
水

化
物
の
大
半
が
ご
飯
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

民
族
の
食
の
形
態
が
戻
る
と
民
族
の
酒
も
戻

っ
て
く
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
日
本
酒
の
世
界
は
対
比
文

化
と
い
う
の
が
非
常
に
多
い
ん
で
す
。
た
と

え
ば
「
わ
び
」
と
「
さ
び
」
と
か
、「
あ
」「
う

ん
」
で
す
と
か
。
そ
う
い
う
世
界
の
中
か
ら
、

た
と
え
ば
「
酒
」
と
「
肴
」
だ
と
か
、
「
注

ぎ
手
」
と
「
受
け
手
」
と
か
、
そ
う
い
う
の

が
い
っ
ぱ
い
隠
れ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
哲
学



全国地産地消推進フォーラム2007授賞式（（財）日本特産農産物協 
会提供） 

「いのちをはぐくむ農と食」 
（岩波ジュニア新書） 

会長賞を授与される相可高校（（財）日本特産農産物協会提供） 

的
な
立
場
か
ら
の
日
本
酒
の
こ
れ
か
ら
の
展

開
を
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
先
月
「
い
の
ち
を
は
ぐ
く
む
農
と
食
」
と

い
う
本
を
岩
波
新
書
か
ら
出
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
み
ん
な
に
一
番
関
心
が
深
か
っ
た
事

例
は
ど
れ
か
と
聞
い
た
ら
、
三
重
県
の
相
可

高
校
の
学
生
の
取
組
と
い
う
人
が
多
か
っ
た

の
で
す
。
相
可
高
校
で
は
、
高
校
生
が
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
売
り
上

げ
が
単
年
度
で
2
億
円
を
超
す
と
い
い
ま
す
。

相
可
高
校
は
家
庭
科
や
畜
産
科
な
ど
の
学
科

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
畜
産
科
の
学
生
の

作
っ
た
松
阪
牛
は
セ
リ
で

一
頭
数
千
万
円
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
家
庭
科
の
学

生
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご

の
店
」
の
経
営
を
し
て
い

ま
す
。
生
産
経
済
科
の
生

徒
が
作
っ
た
農
作
物
を
使

っ
て
家
庭
科
の
生
徒
が
そ

れ
を
料
理
し
て
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
や
っ
て
る
。
高
校

生
で
さ
え
、
今
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
る

わ
け
で
す
。
3
年
前
か
ら
私
は
全
国
地
産
地

消
推
進
協
議
会
の
会
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま

す
が
、
2
年
前
、
偶
然
に
こ
の
相
可
高
校
が

会
長
賞
を
私
か
ら
も
ら
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
頃
か
ら
も
の
す
ご
い
売
り
上
げ
を
し
て

る
ん
で
す
ね
。
 

 こ
れ
か
ら
必
要
な
も
の
、 

大
切
な
の
は「
心
に
訴
え
る
ケ
ア
」
 

 　
私
の
大
学
の
例
を
言
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
ど
こ
の
大
学
も
少
子
化
と
い
う

こ
と
で
受
験
生
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。

前
年
比
で
70
％
減
な
ん
て
と
こ
ろ
も
あ
り
、

受
験
生
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
昨
年
、
う
ち
の
大
学
に
受
験
生
が
殺

到
い
た
し
ま
し
て
、
前
年
比
1
6
8
％
と
い

う
、
異
常
な
数
値
を
示
し
た
の
で
す
。
そ
れ

は
何
故
か
と
い
う
と
「
バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
学

科
」
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
学
科
を
作
っ

た
の
で
す
。
病
院
や
施
設
な
ど
介
護
の
世
界

に
生
物
を
入
れ
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
植

物
を
育
て
る
こ
と
を
喜
び
に
す
る
高
齢
者
の

方
な
ど
は
と
て
も
多
い
。
ま
た
、
犬
と
か
う

さ
ぎ
と
か
生
き
て
い
る
も
の
に
触
る
こ
と
を

も
の
す
ご
く
喜
ぶ
。
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
、

動
植
物
を
介
護
に
使
お
う
と
思
い
、
そ
の
学

科
を
作
っ
た
ら
も
の
す
ご
い
受
験
生
が
集
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
今
の
若
い
人
た
ち
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
非
常
に
重
要
な
社
会
活
動

と
し
て
評
価
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め

に
高
校
生
達
が
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く

ん
で
す
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
気

持
ち
・
心
を
学
問
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
バ
イ
オ
セ

ラ
ピ
ー
学
科
は
も
の
す
ご
く
人
気
を
持
っ
て

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
熊
本
市
に
、「
泥
武
士
」
と
い
う

変
わ
っ
た
名
前
の
料
理
屋
が
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
こ
に
行
く
と
い
つ
で
も
若
い
女

性
を
中
心
に
午
後
6
時
の
開
店
か
ら
閉
店
ま

で
ず
っ
と
流
行
っ
て
る
。
そ
の
理
由
は
一
体

何
か
と
調
べ
た
ら
、
そ
こ
は
全
部
地
元
の
有

機
野
菜
だ
け
で
お
料
理
を
作
っ
て
る
ん
で
す

ね
。
有
機
野
菜
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
、
そ
れ

を
出
し
た
だ
け
で
熊
本
で
は
非
常
に
流
行
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
こ
だ
け
で
は
入
り
き
ら
な

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
知
り
合
い
の

先
生
の
助
言
も
あ
り
、
熊
本
で
は
な
く
東
京

の
一
等
地
に
店
舗
を
出
し
ま
し
た
。
名
前
は

「
A
E
N
（
あ
え
ん
）」。
な
ん
で
「
A
E
N

（
あ
え
ん
）」
か
と
い
う
と
、
日
本
人
は
亜
鉛

不
足
で
、
有
機
野
菜
に
は
亜
鉛
が
い
っ
ぱ
い

入
っ
て
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
も
2

号
店
、
3
号
店
と
出
店
を
続
け
、
熊
本
の
小

さ
な
居
酒
屋
が
東
京
に
4
店
舗
も
構
え
る
こ

と
に
な
り
、
ど
こ
も
と
て
も
繁
盛
し
て
い
ま

す
。
 

　
私
の
友
達
に
、
年
商
1
億
円
近
く
を
稼
い

で
い
る
者
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
車
で

有
機
農
業
を
し
て
い
る
農
家
を
訪
ね
、
そ
こ

の
農
産
物
を
買
っ
て
き
て
、
彼
を
通
し
て
東

京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
な
ど
に
ど
ん
ど

ん
流
す
。
今
、
ど
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ

ル
で
も
お
い
し
い
本
物
の
有
機
野
菜
が
ほ
し
 



い
の
で
す
。
今
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
料
理
店
を

や
る
と
き
に
は
、
「
早
い
、
安
い
、
う
ま
い
」

だ
け
じ
ゃ
お
客
さ
ん
は
来
な
い
で
す
。
必
要

な
物
は
何
か
と
い
う
と
、
「
心
に
訴
え
る
ケ

ア
」
が
な
い
と
。
あ
そ
こ
に
行
く
と
体
に
良

い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
と
か
、
そ
う
い
う
よ

う
な
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
有
機
野
菜
と
し
て
提
供
す
る
。
そ
う

い
う
よ
う
な
こ
と
が
流
行
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
 

 海
の
中
は
 

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
の
宝
庫
 

 　
最
近
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
水
産
が
非
常

に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま

だ
ほ
と
ん
ど
水
産
に
は
手
が
出
さ
れ
て
い
な

い
ん
で
す
ね
。
水
産
関
係
で
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
的
に
考
え
て
成
功
し
て
い
る
例
は
実
は
結

構
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
海
の
資
源
と
い
う
の

は
、
た
と
え
ば
微
生
物
転
換
、
酵
素
転
換
に

よ
っ
て
は
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
が
で
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。
私
の
研
究
室
で
は
今
、

海
藻
と
特
殊
な
微
生
物
を
使
っ
て
β
‐
ヘ
キ

サ
グ
ル
カ
ン
と
い
う
自
然
の
制
ガ
ン
剤
を
作

ろ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ル
プ
と

い
う
長
さ
が
7
m
く
ら
い
に
な
る
大
き
な
昆

布
が
あ
る
ん
で
す
が
、
以
前
、
静
岡
県
立
大

薬
学
部
の
先
生
が
、
な
ん
で
7
m
ま
で
ケ
ル

プ
が
伸
び
る
の
か
と
い
う
研
究
を
し
て
た
ん

で
す
ね
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
昆
布
に
ヌ
メ

リ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
ん
で
す
。

理
由
は
二
つ
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は
波
な
ど

の
影
響
で
昆
布
同
士
が
絡
ん
だ
時
、
ヌ
メ
リ

が
な
か
っ
た
ら
切
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
、

自
分
を
保
護
す
る
た
め
に
あ
る
ん
だ
と
。
そ

し
て
も
う
一
つ
は
、
ヌ
メ
リ
の
中
で
い
ろ
ん

な
栄
養
を
摂
っ
て
い
る
の
だ
と
。
先
生
は
研

究
の
上
で
ヌ
メ
リ
を
全
部
取
り
除
い
て
み
た

ん
で
す
ね
。
す
る
と
ヌ
メ
リ
を
と
っ
た
ケ
ル

プ
は
全
然
伸
び
な
い
。
そ
の
ヌ
メ
リ
を
顕
微

鏡
で
み
た
ら
、
す
ご
い
バ
ク
テ
リ
ア
が
い
て
、

そ
の
バ
ク
テ
リ
ア
が
ケ
ル
プ
が
大
き
く
育
つ

た
め
に
は
絶
対
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
B
12
を
作

っ
て
る
と
い
う
の
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
バ

ク
テ
リ
ア
は
昆
布
か
ら
多
糖
類
の
一
部
を
も

ら
っ
て
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
バ
ク

テ
リ
ア
が
今
度
は
昆
布
に
ビ
タ
ミ
ン
B
12
と

か
、
昆
布
の
成
長
に
必
要
な
物
を
あ
げ
て
る

ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ

か
ら
昆
布
の
成
長
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
バ

ク
テ
リ
ア
と
の
共
生
関
係
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
の
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
海

の
中
の
生
命
現
象
の
な
か
に
は
、
ほ
と
ん
ど

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
る
よ
う
な
宝
庫
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
っ
て
こ

と
で
す
ね
。
 

　
ま
た
、
北
海
道
の
佐
藤
水
産
と
い
う
会
社

が
最
近
道
内
で
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
鮭
と
い
う
魚
一
つ
で
す
ご
い
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
る
ん
で
す
。
こ
の
会
社
は

本
社
は
札
幌
で
す
が
、
札
幌
の
郊
外
に
近
い

石
狩
に
サ
ー
モ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
い
う
大

き
な
工
場
を
作
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
鮭
が

上
が
っ
て
く
る
と
、
ま
ず
頭
を
と
っ
て
内
蔵

を
と
っ
て
加
工
し
て
い
き
ま
す
。
頭
か
ら
内

蔵
ま
で
捨
て
る
も
の
は
何
も
な
い
。
全
部
商

品
に
し
て
と
こ
と
ん
鮭
を
使
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
と
て
も
立
派
な
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
鮭
を
使
っ
て
何
を
展
開

し
て
い
く
か
と
い
う
と
、
自
分
の
と
こ
ろ
で

作
っ
た
鮭
や
筋
子
を
具
に
し
た
北
海
道
米
の

お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
札
幌
ド
ー
ム

で
売
っ
た
ら
一
気
に
売
れ
て
、
い
ま
札
幌
ド

ー
ム
の
お
に
ぎ
り
は
1
0
0
％
佐
藤
水
産
が

作
っ
て
る
。
ま
た
千
歳
空
港
で
も
も
の
す
ご

い
勢
い
で
売
れ
て
い
ま
す
。
 

 二
番
煎
じ
は
だ
め
 

発
想
を
豊
か
に
 

―
身
近
な
と
こ
ろ
に
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
―
 

 　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
こ
れ
か
ら
真
剣
に
や

っ
て
い
く
に
は
、
調
査
す
る
と
い
う
の
は
非

常
に
大
切
で
す
。
た
と
え
ば
北
海
道
は
人
口

が
5
6
0
万
人
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ

た
ら
大
き
な
国
で
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
４
７

０
万
人
し
か
い
な
い
か
ら
、
北
海
道
の
方
が

約
1
0
0
万
人
も
多
い
。
と
こ
ろ
が
北
海
道

の
そ
れ
だ
け
大
き
い
と
こ
ろ
に
、
お
酢
屋
さ

ん
が
一
件
も
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
で
北
海
道

で
酢
を
ど
の
く
ら
い
使
う
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、

消
費
量
が
年
間
1
2
0
億
円
。
と
こ
ろ
が
誰

も
酢
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
北
海

道
に
は
麦
も
あ
れ
ば
米
も
あ
る
。
最
近
北
海

道
の
米
は
非
常
に
お
い
し
い
で
す
。
こ
れ
だ

と
米
酢
や
麦
酢
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
、
と
い
う
こ
と
で
計

画
し
て
、
つ
い
に
北
海
道
産
の
素
晴
ら
し
い

酢
が
で
き
あ
が
っ
た
。
 

　
今
、
地
球
規
模
の
温
暖
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
あ
る
農
業
関
係
の
研
究
所
が
、
10

年
後
の
日
本
農
業
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
10
年
後
の
北
海
道

に
茶
畑
と
ミ
カ
ン
畑
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
の
デ
ー
タ
が
で
て
き
ま
し
た
。
今
の
状
態

で
で
き
る
わ
け
で
す
。
と
な
る
と
、
北
海
道

は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
、
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
間
は
北
海
道
に
企
業
誘
致
し
よ
う
と

い
う
集
ま
り
が
あ
り
ま
し
て
、
北
海
道
庁
に

頼
ま
れ
て
、
大
阪
会
場
で
私
が
、
東
京
会
場

で
寺
島
実
郎
さ
ん
が
、
「
北
海
道
の
こ
れ
か

ら
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う

講
演
を
し
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
4
社
が
北

海
道
に
行
き
た
い
と
名
乗
り
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
今
、
北
海
道
は
自
給
率
が
2
0
0
％
を

超
え
て
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
平
均
し
た
ら

の
話
で
す
。
た
と
え
ば
十
勝
の
一
番
大
き
な

農
業
地
帯
の
自
給
率
を
は
か
っ
て
み
た
ら

2
0
0
0
％
で
す
。
東
京
か
ら
3
0
0
万
人

そ
こ
に
連
れ
て
行
っ
て
都
市
型
農
業
を
し
た

ら
み
ん
な
生
き
て
い
け
る
。
そ
の
話
を
前
首

相
の
福
田
さ
ん
に
首
相
官
邸
に
呼
ば
れ
た
時

に
し
ま
し
た
ら
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
と
に
か
く
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
北
海
道

以
外
に
も
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。
自
治
体
の

中
で
非
常
に
財
政
が
豊
か
で
、
農
業
産
出
額

が
一
軒
当
た
り
1
0
0
0
万
円
を
超
す
と
こ

ろ
は
全
国
で
二
カ
所
あ
る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

一
つ
は
長
野
県
の
川
上
村
。
も
う
一
つ
は
大

 ２１世紀はアグリビジネスの時代 
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分
県
日
田
市
の
旧
大
山
町
。
川
上
村
の
場
合
、

村
長
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
非
常
に
う
ま
く
い

っ
た
ん
で
す
。
川
上
村
と
い
う
の
は
冬
で
も

ハ
ウ
ス
で
レ
タ
ス
を
作
る
、
日
本
一
の
レ
タ

ス
村
で
す
。
そ
の
村
長
さ
ん
が
何
年
か
前
に

上
海
と
香
港
に
視
察
に
行
っ
た
時
、
レ
タ
ス

を
食
べ
た
く
な
っ
て
注
文
し
た
ら
、
持
っ
て

き
た
の
は
キ
ャ
ベ
ツ
だ
っ
た
ん
で
す
。
香
港

に
レ
タ
ス
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
人
口
１
０

０
０
万
人
を
超
え
る
都
市
に
レ
タ
ス
が
ど
う

し
て
な
い
の
か
と
び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
す
。

上
海
で
も
同
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
中

部
国
際
空
港
が
で
き
た
途
端
に
、
川
上
村
は

香
港
と
上
海
に
レ
タ
ス
の
出
荷
を
始
め
た
。

向
こ
う
で
レ
タ
ス
1
個
い
く
ら
す
る
と
思
い

ま
す
か
。
８
０
０
円
か
ら
、
高
い
と
き
は
１

２
０
０
円
。
で
も
珍
し
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
売

れ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
す
ご
い
の
は
、
パ

ン
に
挟
ん
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
そ

し
て
レ
タ
ス
は
海
外
に
ど
ん
ど
ん
検
疫
を
通

し
て
出
て
行
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
で
村
の
財

政
が
一
気
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う

よ
う
な
一
つ
の
発
想
、
こ
れ
が
非
常
に
重
要

な
ん
で
す
。
 

　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
る
と
き
に
は
、
ま

ず
何
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
と
い
う
と
、

ま
ず
発
想
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら

二
番
目
に
、
二
番
煎
じ
（
真
似
事
）
は
絶
対

だ
め
で
す
。
自
分
の
新
規
性
が
あ
っ
て
や
ら

な
き
ゃ
だ
め
。
三
番
目
は
、
は
っ
き
り
と
し

た
受
け
皿
、
買
っ
て
く
れ
る
人
や
乗
っ
て
く

れ
る
人
を
作
り
上
げ
る
。
そ
の
た
め
に
は
い

ろ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
先
日
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
行
っ
た
時
、
大

変
ア
メ
リ
カ
で
成
功
し
て
い
る
食
品
会
社
の

社
長
と
偶
然
会
い
ま
し
た
。
な
ん
で
彼
が
成

功
し
た
か
と
い
う
と
、
も
や
し
を
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
作
っ
て
売
っ
た
ん
で
す
。
1
店
舗
で

は
と
て
も
間
に
合
わ
な
く
て
2
号
店
を
作
っ

た
。
会
っ
た
と
き
に
話
を
聞
い
た
ら
、
カ
ナ

ダ
で
も
や
し
工
場
が
な
い
か
ら
カ
ナ
ダ
で
も

作
ろ
う
と
思
っ
て
る
ん
だ
と
。
な
ん
で
ア
メ

リ
カ
で
も
や
し
が
売
れ
る
か
と
い
う
と
、
ア

メ
リ
カ
は
今
、
ヘ
ル
シ
ー
志
向
に
な
っ
た
方

が
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
る
よ
う
で
す
ね
。

寿
司
だ
と
か
日
本
食
ブ
ー
ム
が
も
の
す
ご
い
。

さ
き
ほ
ど
も
少
し
お
話
し
ま
し
た
が
、
先
日

行
わ
れ
た
日
本
酒
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
が
「
海
外
に
お
け
る
日
本
酒
の
現
状
」
で

し
た
。
今
、
日
本
酒
は
焼
酎
に
押
さ
れ
て
ま

っ
た
く
力
が
な
い
で
す
。
焼
酎
の
方
が
生
産

量
も
販
売
量
も
多
い
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ

で
は
日
本
酒
が
も
の
す
ご
い
伸
び
方
を
し
て

い
ま
す
。
毎
年
20
%
く
ら
い
ず
つ
伸
び
て
る
。

今
、
月
桂
冠
、
宝
酒
造
、
大
関
酒
造
な
ど
日

本
の
大
き
な
会
社
が
向
こ
う
で
日
本
酒
を
作

っ
て
ま
す
が
、
売
り
切
れ
続
出
だ
そ
う
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
は

日
本
の
食
文
化
が
急
激
に
浸
透
し
始
め
て
い

る
。
シ
ア
ト
ル
に
も
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
も
、

普
通
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
日
本
の
食
べ
物
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
す
ご
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
 

　
つ
い
で
に
、
ど
う
し
て
焼
酎
の
販
売
量
が

多
く
な
っ
て
き
た
か
と
言
う
の
を
お
話
し
て

お
き
ま
す
と
、
健
康
志
向
説
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。

こ
の
40
年
間
で
日
本
人
の
油
の
消
費
量
は
3
・

7
倍
、
肉
の
消
費
量
は
2
・
8
倍
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
必

然
的
に
甘
い
日
本
酒
は
あ
ん
ま
り
合
わ
な
い

ん
で
す
ね
。
焼
酎
は
今
の
ブ
ー
ム
だ
っ
て
い

う
け
ど
、
私
か
ら
す
れ
ば
定
着
で
す
。
こ
れ

を
日
本
酒
が
巻
き
返
す
に
は
並
大
抵
の
事
じ

ゃ
な
い
。
中
国
は
食
文
化
の
中
に
油
断
大
敵

と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。
油
を
断
つ
の
は

大
敵
だ
と
。
中
国
で
は
白
酒（
パ
イ
チ
ュ
ウ
）、

黄
酒
（
ホ
ア
ン
チ
ュ
ウ
）、
と
い
う
、
在
来

の
昔
か
ら
あ
る
焼
酎
を
飲
ん
で
る
ん
で
す
。

白
酒
6
・・
黄
酒
4
で
す
。
7
・・
3
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
そ
れ
だ
け
焼
酎

を
飲
ん
で
る
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、

あ
れ
だ
け
油
の
多
い
料
理
に
甘
い
酒
で
は
と

て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
辛
い
酒
が

ど
ん
ど
ん
売
れ
て
る
。
こ
こ
か
ら
大
い
に
期

待
す
る
の
は
、
鹿
児
島
の
芋
焼
酎
で
す
。
米

焼
酎
と
か
麦
焼
酎
と
か
は
あ
ま
り
強
い
香
り

が
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
芋
焼
酎
は
非
常
に
芋

の
香
り
が
し
ま
す
。
あ
れ
が
中
国
人
に
は
た

ま
ら
な
い
。
私
は
何
度
も
中
国
で
芋
、
米
、

麦
、
蕎
麦
の
焼
酎
を
持
っ
て
い
っ
て
、
い
ろ

ん
な
層
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
9
割
以
上
は
芋
焼
酎
が
良
い
と

言
っ
て
ま
し
た
。
な
の
で
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
は
、
芋
焼
酎
を
造
っ

て
中
国
に
売
れ
ば
相
当
売
れ
ま
す
よ
。
こ
う

い
う
身
近
な
と
こ
ろ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
ね
。
 

 ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
無
限
大
 

―
微
生
物
の
世
界
―
 

 　
そ
れ
か
ら
、
大
き
な
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
の
一
つ
に
、
発
酵
と
い
う
世
界
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
発
酵
と
言
っ
て
も
様
々
な
発

酵
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
医
薬
品
の

発
酵
。
た
と
え
ば
京
都
に
マ
ル
キ
ン
醤
油
さ

ん
の
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
研
究
所

は
25
年
も
自
分
た
ち
の
研
究
費
だ
け
で
や
っ

て
い
け
た
。
そ
れ
は
た
っ
た
一
つ
の
微
生
物

を
見
つ
け
た
か
ら
で
す
。
そ
の
く
ら
い
大
き
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な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
の
が
実
は
微

生
物
に
あ
る
ん
で
す
。
極
端
な
こ
と
を
い
う

と
、
と
ん
で
も
な
く
効
く
制
ガ
ン
剤
を
つ
く

る
菌
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
左
う
ち
わ
ど
こ
ろ

か
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
 

　
実
は
我
々
の
身
近
に
は
い
っ
ぱ
い
そ
う
い

う
菌
が
い
る
ん
で
す
。
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
の
は
微
生
物
の
世
界
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
の
研
究
室
で
、
ネ
ズ
ミ
に
大
き

な
ガ
ン
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
あ
る
特
殊
な
菌

を
培
養
し
て
投
与
す
る
と
、
ガ
ン
が
き
れ
い

に
な
く
な
る
。
ま
た
、
ア
ガ
リ
ク
ス
と
か
メ

シ
ノ
コ
ブ
と
か
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
と
か
が
有

名
で
す
が
、
キ
ノ
コ
は
ガ
ン
の
細
胞
を
抑
制

す
る
と
い
う
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
非

常
に
複
雑
な
物
質
で
、
β
‐
ヘ
キ
サ
グ
ル
カ

ン
と
い
う
ん
で
す
が
、
キ
ノ
コ
類
は
そ
れ
を

作
る
。
医
学
的
に
も
生
理
学
的
に
も
β
‐
ヘ

キ
サ
グ
ル
カ
ン
は
ガ
ン
細
胞
を
抑
止
す
る
こ

と
は
い
ろ
ん
な
本
に
書
い
て
あ
る
。
私
の
と

こ
ろ
で
や
り
始
め
た
の
は
、
キ
ノ
コ
の

D
N
A
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
考
え
た
ん

で
す
。
キ
ノ
コ
が
何
か
ら
出
来
て
い
る
か
と

い
う
と
、
実
は
カ
ビ
な
ん
で
す
。
キ
ノ
コ
は

ご
存
じ
の
と
お
り
微
生
物
な
ん
で
す
。
目
に

見
え
な
い
。
目
に
見
え
る
も
の
は
キ
ノ
コ
の

菌
糸
が
固
ま
っ
た
だ
け
で
、
キ
ノ
コ
の
本
体

は
胞
子
で
目
に
見
え
な
い
。
だ
か
ら
微
生
物

で
す
。
だ
っ
て
ほ
だ
木
に
椎
茸
菌
を
ポ
ン
と

植
え
付
け
て
も
そ
の
時
は
な
に
も
見
え
な
い
。

そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
て
菌
糸
が
で
き
て

キ
ノ
コ
が
で
き
る
ん
で
す
。
た
だ
、
キ
ノ
コ

を
栽
培
す
る
と
相
当
時
間
が
か
か
る
。
う
ち

の
研
究
室
に
は
昔
か
ら
カ
ビ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
中
に
β
‐
ヘ
キ
サ

グ
ル
カ
ン
を
作
る
カ
ビ
が
あ
れ
ば
48
時
間
で

で
き
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。
タ
ン
ク
の
中
で
そ

の
カ
ビ
を
液
体
で
培
養
す
る
と
4
〜
5
株
の

中
に
非
常
に
大
量
の
、
ア
ガ
リ
ク
ス
と
比
較

し
て
も
7
〜
14
倍
の
β
‐
ヘ
キ
サ
グ
ル
カ
ン

が
で
き
た
。
そ
の
培
養
液
を
ガ
ン
を
作
っ
た

ネ
ズ
ミ
に
投
与
す
る
と
ガ
ン
が
消
え
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
 

　
私
の
と
こ
ろ
で
や
っ
て
る
の
は
も
う
一
つ
、

動
物
性
の
脂
を
植
物
性
の
油
に
変
え
る
微
生

物
が
見
つ
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
も
カ
ビ
の

一
種
で
す
。
私
が
去
年
書
い
た
「
発
酵
は
錬

金
術
で
あ
る
」（
新
潮
選
書
）
に
も
書
い
て

ま
す
。
豚
の
脂
の
固
ま
り
に
そ
の
菌
の
培
養

液
を
つ
け
て
お
く
と
豚
の
脂
が
溶
け
て
い
き

ま
す
。
豚
の
脂
は
常
温
で
は
溶
け
な
い
。
と

こ
ろ
が
こ
の
カ
ビ
が
つ
く
と
液
体
に
な
る
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
台
所
に
あ
る

植
物
油
は
冬
で
も
固
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
飽

和
脂
肪
酸
、
不
飽
和
脂
肪
酸
の
違
い
で
、
牛

肉
と
豚
肉
は
飽
和
脂
肪
酸
で
融
点
が
高
い
た

め
、
脂
が
溶
け
な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

大
豆
の
油
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
油
・
菜
種
油
な

ど
の
植
物
油
は
、
と
っ
て
も
融
点
が
低
い
不

飽
和
脂
肪
酸
で
す
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
固
ま

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
豚
の
脂
が
液
体
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
動
物
性
の
脂
が
植
物
性

の
油
に
変
わ
っ
た
と
言
う
こ
と
。
変
わ
っ
た

原
因
は
何
か
と
い
う
と
不
飽
和
化
酵
素
＝

d
esatu

rase

（
デ
サ
テ
ュ
ラ
ー
ゼ
）
で
す
。

d
esatu

rase

を
持
っ
て
い
る
菌
を
探
せ
ば
、

動
物
性
油
脂
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
品
川
の

畜
肉
処
理
場
な
ど
で
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
植

物
油
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
酵
素

の
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
、
植
物
油
と

い
う
よ
り
む
し
ろ
健
康
志
向
と
し
て
の
錠
剤

に
入
れ
て
も
い
い
よ
う
な
油
が
自
由
に
で
き

る
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
自
然
界
か
ら
不
飽
和

酵
素
を
作
る
菌
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
一
変
し
て
動
物
性
の
脂
が
植
物

性
の
油
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
成
功
し
た
と
き
に
は
私
は
実
験
台
に

な
っ
て
、
自
分
の
腹
の
ま
わ
り
の
脂
を
溶
か

そ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 注
目
さ
れ
る「
匂
い
」の
ビ
ジ
ネ
ス
 

―
廃
鶏
か
ら
安
く
て
う
ま
い
 

天
然
調
味
料
―
 

 　
そ
れ
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
値
段
の
高

い
も
の
と
し
て
は
「
匂
い
」
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
天
然
フ
レ
ー
バ
ー
は
か
な
り
高
価

で
す
ね
。
現
在
、
研
究
室
で
注
目
し
て
い
る

も
の
と
し
て
、
バ
ニ
ラ
フ
レ
ー
バ
ー
を
発
酵

さ
せ
た
商
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
高
砂
香

料
も
興
味
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
３
年
前

に
イ
ン
ド
に
行
っ
た
際
、
目
が
飛
び
出
る
ほ

ど
高
価
だ
っ
た
の
は
本
物
の
サ
フ
ラ
ン
や
バ

ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
だ
っ
た
ん
で
す
。
本
物
の
バ

ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
は
と
っ
て
も
甘
く
て
、
甘
美
、

官
能
的
な
香
り
で
し
た
。
こ
れ
が
と
て
も
い

い
香
り
な
の
で
、
な
ん
と
か
発
酵
生
産
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
中
の
一
つ
に
微
生
物
フ
レ
ー
バ
ー
、
天
然

フ
レ
ー
バ
ー
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
自
然
界
の
中
に
は
、
い
く
ら
で

も
目
的
の
果
物
や
花
の
匂
い
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
菌
が
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
。
日
本

の
農
芸
化
学
会
と
い
う
学
会
で
発
表
し
ま
し

た
が
、
ブ
ド
ウ
糖
か
ら
薔
薇
の
花
の
匂
い
を

作
り
出
せ
る
も
の
が
あ
り
、
培
養
し
て
い
る

と
研
究
室
に
薔
薇
の
花
の
匂
い
が
充
満
す
る

く
ら
い
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
梅

の
花
の
匂
い
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
匂
い
な
ど

の
香
り
を
作
る
菌
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も

天
然
の
花
の
匂
い
を
作
る
時
に
は
、
植
物
か

ら
で
な
く
て
も
、
微
生
物
で
も
い
い
ん
で
す
。
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リ
ン
ゴ
・
バ
ナ
ナ
・
メ
ロ
ン
の
匂
い
な
ど
も

作
る
こ
と
も
で
き
る
。
他
に
も
、
香
り
の
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
所
長
の
吉
武
さ
ん
と
と
も
に
、

お
線
香
を
粉
に
し
て
、
米
ヌ
カ
を
ち
ょ
っ
と

混
ぜ
、
水
を
加
え
て
麹
カ
ビ
を
つ
け
て
み
ま

し
た
。
40
時
間
が
過
ぎ
て
、
培
養
が
終
わ
っ

て
そ
の
お
線
香
に
火
を
付
け
る
と
、
人
間
が

嗅
い
だ
こ
と
の
な
い
匂
い
が
す
る
。
カ
ビ
を

つ
け
る
前
の
線
香
と
ま
っ
た
く
違
う
香
り
の

す
る
線
香
が
で
き
た
ん
で
す
。
カ
ビ
と
い
う

の
は
微
生
物
の
中
で
も
の
す
ご
い
物
質
転
換

が
早
い
ん
で
す
。
お
線
香
の
芳
香
成
分
が
カ

ビ
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
ん
で
す
ね
。
微

生
物
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
マ
ジ
ッ
ク
的
な
も
の
が
非
常
に
多
い
ん

で
す
。
 

　
私
が
最
近
一
番
賞
賛
し
て
い
る
仕
事
の
一

つ
と
し
て
は
、
鶏
節
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

す
ご
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
今
、
鰹
の
漁
獲
高

が
少
な
く
な
っ
て
、
鰹
節
の
値
段
が
高
く
な

っ
て
本
物
が
手
に
入
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、

捨
て
る
も
の
を
原
料
に
し
て
作
っ
た
ら
鰹
節

と
か
わ
り
な
い
も
の
が
で
き
た
。
そ
れ
は
ブ

ロ
イ
ラ
ー
、
廃
鶏
で
す
。
肉
に
し
て
も
も
う

固
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
二
束
三
文
の
廃
鶏
を

集
め
て
き
て
解
体
し
て
お
湯
で
煮
て
燻
す
。

そ
れ
に
鰹
節
菌
を
つ
け
て
鶏
節
を
作
っ
た
。

動
物
性
の
タ
ン
パ
ク
質
に
カ
ビ
を
つ
け
る
こ

と
で
、
天
然
の
旨
み
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
を

売
る
こ
と
を
考
え
た
。
本
当
に
う
ま
い
ア
イ

デ
ア
で
す
ね
。
そ
の
会
社
は
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
、
毎
年
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
み
せ
て

い
ま
す
ね
。
今
、
安
く
て
う
ま
い
天
然
調
味

料
の
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
な
っ
て
く

る
と
そ
の
時
流
に
合
わ
せ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
の
ア
イ
デ
ア
が
当
然
で
て
く
る
。
そ
の
鶏

節
の
天
然
エ
キ
ス
を
使
っ
て
作
っ
た
ラ
ー
メ

ン
屋
も
、
現
在
東
証
の
一
部
に
上
場
す
る
ぐ

ら
い
成
長
し
た
ん
で
す
。
 

　
ま
た
、
日
本
海
側
を
中
心
に
し
て
4
0
0

店
舗
く
ら
い
あ
る
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン
店
の

店
主
に
秘
訣
を
き
い
た
と
こ
ろ
、
人
に
、
ま

た
食
べ
た
い
、
と
思
わ
せ
る
ラ
ー
メ
ン
を
作

る
最
大
の
秘
訣
は
、
匂
い
に
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
最
大
の
ノ
ウ
ハ
ウ
的
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

中
華
鍋
で
油
（
ラ
ー
ド
）
を
熱
し
、
液
体
に

し
て
、
そ
こ
に
魚
屋
さ
ん
か
ら
廃
棄
さ
れ
て

し
ま
う
海
老
の
殻
を
入
れ
て
揚
げ
、
焦
げ
始

め
た
頃
に
殻
を
掬
っ
て
取
り
除
き
、
海
老
殻

を
揚
げ
た
ラ
ー
ド
を
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。
す

る
と
、
海
老
の
香
ば
し
い
香
り
が
移
っ
た
と

て
も
香
ば
し
い
ラ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。
同
様

に
熱
し
た
ラ
ー
ド
に
に
ん
に
く
の
ス
ラ
イ
ス

を
入
れ
て
き
つ
ね
色
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
掬

い
取
れ
ば
、
に
ん
に
く
の
香
ば
し
い
ラ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
に
こ
れ
を
使
う
と
、

ま
た
食
べ
た
い
と
思
わ
せ
る
ラ
ー
メ
ン
に
な

る
の
で
す
。
最
近
は
粘
菌
で
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
取
る
な
ど
、
様
々
な
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

か
ら
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
創
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
去
年
は
牛
糞
か
ら
バ
ニ
ラ
フ

レ
ー
バ
ー
を
取
り
出
し
た
若
い
日
本
人
女
性

研
究
者
が
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
す
ご
い
発
想
で
す
ね
。
昔
、
私

の
若
い
頃
、
人
間
の
糞
尿
な
ど
を
発
酵
さ
せ
、

田
ん
ぼ
に
撒
い
て
い
た
。
人
間
の
糞
尿
に
は

イ
ン
ド
ー
ル
系
の
物
質
と
か
が
入
っ
て
い
ま

す
。
紫
外
線
の
多
い
春
に
撒
い
て
3
日
過
ぎ

る
と
、
と
ん
で
も
な
く
鼻
を
く
す
ぐ
る
香
水

に
な
る
。
最
高
級
の
香
水
に
は
イ
ン
ド
ー
ル

系
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
匂
い
が
入
っ
て
る
ん

で
す
、
と
吉
武
さ
ん
が
言
っ
て
ま
し
た
。
悪

臭
を
こ
う
し
た
技
術
に
よ
っ
て
よ
い
香
り
に

変
え
る
技
術
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
「
海
を

見
つ
め
る
ジ
ョ
ニ
ー
」
と
い
う
劇
中
で
の
海

の
シ
ー
ン
で
、
海
の
匂
い
を
作
っ
て
、
劇
場

に
流
し
て
匂
い
を
嗅
が
せ
、
観
客
を
ひ
き
つ

け
る
と
い
う
試
み
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
カ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類
を
つ
ぶ
し

て
、
ワ
カ
メ
・
昆
布
も
入
れ
て
放
置
し
、
腐

敗
さ
せ
て
か
ら
、
一
定
の
温
度
で
腐
敗
臭
を

と
ば
す
と
ア
ミ
ン
系
統
・
ア
ン
モ
ニ
ア
系
統

の
匂
い
が
抜
け
て
海
の
匂
い
だ
け
が
残
る
。

そ
れ
を
濃
縮
し
エ
タ
ノ
ー
ル
に
溶
か
し
て
、

匂
い
発
生
装
置
で
会
場
に
流
し
た
ら
、
観
客

は
皆
、
カ
ニ
の
腐
敗
臭
と
は
知
ら
ず
、
海
の

匂
い
だ
と
感
じ
て
、
そ
れ
が
評
判
を
呼
び
、

新
聞
等
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
お
客

を
呼
び
込
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
人
を
惹
き
つ
け
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
立
派

な
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
え
ま
す
。
 

 
逆
転
の
発
想
で
難
点
も
 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
 

―
焼
酎
廃
液
か
ら
堆
肥
を
作
る
―
 

 　
集
客
の
た
め
に
は
、
逆
転
の
発
想
が
よ
い

結
果
を
生
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

滋
賀
県
の
永
源
寺
町
に
あ
る
ヒ
ト
ミ
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
は
、
5
〜
6
個
の
大
き
な
タ
ン
ク
に

大
量
の
白
ワ
イ
ン
を
作
っ
た
も
の
の
、
ま
っ

た
く
売
れ
な
い
で
い
た
ん
で
す
。
6
年
前
の

あ
る
時
、
そ
の
タ
ン
ク
を
見
学
に
行
き
タ
ン

ク
を
上
か
ら
見
て
み
た
と
こ
ろ
、
タ
ン
ク
い

っ
ぱ
い
に
沈
殿
物
（
澱
）
が
入
っ
て
い
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
を
グ
ラ
ス
に
掬
っ
て
み
る
と
、

ワ
イ
ン
は
濁
っ
て
い
て
、
む
こ
う
側
が
見
え

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
売
れ
な
く
て
2
年
半
も

お
い
て
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
売
れ
る
ぞ
と

思
っ
て
、
に
ご
り
ワ
イ
ン
と
し
て
売
っ
た
ん

で
す
。
坂
口
謹
一
郎
先
生
が
「
世
界
の
酒
」

と
い
う
本
を
岩
波
書
店
か
ら
出
し
て
い
ま
す

が
、
ワ
イ
ン
と
い
う
の
は
実
は
濁
っ
て
い
る

も
の
が
一
番
う
ま
い
と
書
い
て
ま
す
。
味
噌

汁
も
そ
う
で
す
ね
。
上
澄
み
だ
け
飲
む
と
お

い
し
く
な
い
。
濁
っ
て
い
る
物
質
（
コ
ロ
イ

ド
の
物
質
）
と
い
う
も
の
が
、
美
味
し
さ
を

感
じ
る
舌
の
味
蕾
（
ミ
ラ
イ
）
に
付
着
し
、

う
ま
い
と
感
じ
さ
せ
る
の
で
す
。
ど
ぶ
ろ
く

だ
っ
て
そ
う
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
連
載
し

て
い
た
日
経
新
聞
に
、
そ
れ
ま
で
日
本
人
は

透
明
に
澄
ん
だ
、
き
れ
い
な
ワ
イ
ン
を
飲
む
 



図　水素細菌によるエネルギーの作り方 

火をつける 
水素細菌 

巨大エネルギー （酸素） 

（＋O2） 

（水素）＋ （水） ＋ 2H2O 2H2O2H2 O2

こ
と
が
主
流
で
し
た
が
、
濁
り
の
ワ
イ
ン
の

美
味
し
さ
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に
は

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
売

れ
な
か
っ
た
ワ
イ
ン
が
爆
発
的
に
売
れ
は
じ

め
ま
し
た
。
今
で
も
そ
こ
だ
け
が
濁
っ
た
ワ

イ
ン
を
作
っ
て
ま
す
。
 

　
私
が
も
し
、
醤
油
屋
の
社
長
を
し
て
い
た

ら
、
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど

ド
ロ
ド
ロ
が
大
好
き
な
最
近
の
若
者
好
み
の

新
し
い
醤
油
（
ド
ロ
ド
ロ
し
た
醤
油
）
を
作

っ
て
み
ま
す
ね
。
そ
う
し
た
ら
若
者
は
ど
の

よ
う
な
食
べ
物
に
も
ド
ロ
ド
ロ
し
た
醤
油
を

か
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
。
ま

た
、
た
と
え
ば
平
安
時
代
に
は
４
種
類
の
醤

油
を
作
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
一
つ
が
穀
醤

（
こ
く
び
し
お
）
と
い
う
穀
物
の
醤
油
、
も
う

一
つ
は
魚
醤
（
魚
の
醤
油
（
う
お
び
し
お
））、

消
え
た
二
つ
は
、
肉
醤
（
肉
の
醤
油
（
に
く
び

し
お
））
と
草
醤
（
草
の
醤
油
（
く
さ
び
し
お
））

で
す
。
草
醤
は
野
菜
で
醤
油
を
作
っ
て
お
り
、

甘
味
の
あ
る
美
味
し
い
醤
油
で
す
。
こ
れ
を

掘
り
起
こ
し
て
作
っ
て
み
た
ら
、
現
代
の
若

い
人
に
も
好
ま
れ
、
と
て
も
よ
い
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 重
要
視
さ
れ
る
 

環
境
へ
の
配
慮
と
進
む
研
究
 

 　
こ
れ
か
ら
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の

が
環
境
関
係
の
ビ
ジ
ネ
ス
。
特
に
、
生
ゴ
ミ

を
い
か
に
有
効
資
源
と
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
と
て
も
大
切
と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。た
と
え
ば
、
あ
る
商
品
が
で
き
あ
が
る
ま

で
に
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
　2

が
ど
れ
だ
け
の
量
、
排
出
さ
れ
た
の
か
を
表

示
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
動
き
が
考
え
ら

れ
て
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
大
変
な
の

は
焼
酎
業
界
で
す
。
焼
酎
・
蒸
留
酒
業
界
は

製
造
過
程
で
必
ず
Ｃ
Ｏ
　2
を
排
出
し
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
石
油
を
使
っ
て
、
蒸
留
し
な
い
こ

と
に
は
焼
酎
（
蒸
留
酒
）
は
製
造
で
き
な
い

た
め
で
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
環
境
を

考
え
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
商
品
イ
メ
ー
ジ

は
か
な
り
悪
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
難
点
を
逆
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
、「
焼
酎
作
り
は
、
環
境
作

り
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
先
に
掲
げ
て
進

め
て
い
く
こ
と
も
方
法
の
一
つ
で
す
。
焼
酎

は
蒸
留
廃
液
が
必
ず
出
ま
す
。
こ
れ
を
た
だ

投
棄
・
埋
め
立
て
・
焼
却
す
る
こ
と
で
処
分

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
発
酵
さ
せ
て
土

に
か
え
す
と
い
う
こ
と
を
装
置
化
し
て
行
い
、

そ
の
土
を
周
辺
の
山
・
畑
に
撒
き
、
植
樹
す

る
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
焼
酎
廃
液
を

発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
で
き
た
土
を
堆
肥
に
し

て
撒
い
た
と
こ
ろ
に
は
、
木
が
生
え
、
山
は

潤
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
　2

は
Ｏ
　2

に
変
わ
り
、
Ｃ
Ｏ
　2

排
出
量
か
ら
Ｏ
　2

を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
焼

酎
作
り
は
蒸
留
し
て
は
い
る
が
、
蒸
留
す
る

こ
と
で
出
た
Ｃ
Ｏ
　2
を
山
を
緑
化
し
て
出
た

Ｏ
　2
＝
酸
素
量
で
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
た
い
し
た
問
題
で
は
な
く
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
焼
酎

廃
液
を
一
か
所
に
集
め
て
、
堆
肥
化
す
る
こ

と
が
非
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

る
こ
と
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、

自
然
の
中
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
作
ろ

う
と
す
れ
ば
た
く

さ
ん
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
装
置

さ
え
あ
れ
ば
メ
タ

ン
発
酵
な
ど
で
い

く
ら
で
も
で
き
ま

す
。
ま
た
今
、
非

常
に
重
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
は
、
水

素
細
菌
な
ん
で
す
。

水
素
細
菌
は
と
て

も
面
白
い
細
菌
で

す
。
水
を
体
の
中

に
持
っ
て
い
る
。

こ
の
水
素
細
菌
は

酸
化
力
が
非
常
に
強
い
菌
で
あ
る
の
で
、
還

元
す
る
の
は
よ
く
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
水

素
を
吹
き
飛
ば
す
。
酸
素
が
欲
し
い
。
水
素

に
火
を
つ
け
る
と
、
水
素
と
酸
素
が
融
合
し

巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
然
界
で
は
、
核
分
裂
を
さ
せ
て
作
る

原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
次
に
こ
の
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
す
。
そ

の
発
見
に
よ
っ
て
水
素
爆
弾
も
作
ら
れ
ま
し

た
。
水
を
原
料
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

作
る
水
素
細
菌
は
、
最
近
か
な
り
研
究
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
水
素
細
菌
の
強
い
も
の
が

な
か
な
か
作
れ
な
い
の
は
、
エ
サ
と
な
る
食

べ
物
が
な
い
ん
で
す
。
微
生
物
が
生
き
て
い

く
た
め
に
は
食
べ
物
が
な
い
と
ダ
メ
。
一
番

良
い
の
は
生
ゴ
ミ
。
こ
の
生
ゴ
ミ
を
微
生
物

に
食
べ
さ
せ
れ
ば
、
有
機
体
が
多
く
な
る
こ

と
に
な
り
、
お
金
を
か
け
ず
に
生
ゴ
ミ
を
消

費
で
き
、
水
素
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
い
う
こ
と
が
今
、
真
剣
に
研
究
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
 

 環
境
優
先
の
農
業
方
法
で
四
つ
の
 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
 

 　
福
島
県
須
賀
川
市
に
、
吉
田
一
郎
さ
ん
と

い
う
人
が
三
風
と
い
う
会
社
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
周
辺
か
ら
出
て
く
る
大
量
の
生
ゴ
ミ

を
全
長
4
0
0
ｍ
の
発
酵
槽
を
作
っ
て
堆
肥

に
し
、
地
域
の
環
境
の
た
め
に
が
ん
ば
り
な

が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
ま
し
た
。

今
、
東
京
都
の
食
品
会
社
の
産
業
廃
棄
物
処

理
は
ト
ン
当
た
り
１
万
６
〜
７
千
円
以
上
で

処
理
さ
れ
て
る
そ
う
で
す
。
釧
路
で
も
１
万

５
〜
６
千
円
だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
吉
田

一
郎
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
、
畜
産
廃
棄
物
に

つ
い
て
で
す
が
３
千
円
で
引
き
取
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
み
ん
な
持
っ
て
い
く
ん
で
す
。
で
も

彼
の
と
こ
ろ
で
処
理
す
る
の
に
全
然
お
金
は

か
か
ら
な
い
。
槽
内
の
微
生
物
を
92
℃
で
発

酵
さ
せ
処
理
さ
せ
て
ま
す
か
ら
、
餌
も
何
も

要
ら
な
い
し
、
十
分
採
算
は
取
れ
て
い
る
。

 ２１世紀はアグリビジネスの時代 
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今
す
ご
い
勢
い
で
作
っ
て
い
て
、
全
然
臭
い

が
で
て
こ
な
い
。
毎
日
の
よ
う
に
何
十
ト
ン

と
い
う
堆
肥
が
で
き
、
そ
れ
を
近
隣
の
地
域

農
家
に
分
け
与
え
て
ま
す
。
発
酵
し
た
有
機

性
廃
棄
物
を
立
派
な
商
品
に
か
え
た
。
一
つ

の
仕
事
で
三
つ
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
た

ん
で
す
ね
。
一
つ
は
畜
産
廃
棄
物
を
格
安
で

引
き
受
け
て
ト
ン
当
た
り
３
千
円
で
処
理
を

行
う
と
と
も
に
、
二
つ
目
は
毎
日
何
十
ト
ン

も
出
る
非
常
に
肥
沃
な
堆
肥
＝
コ
ン
ポ
ス
ト

を
売
る
こ
と
、
三
つ
目
は
農
家
に
堆
肥
を
無

償
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
堆
肥
を
使
う

と
ま
っ
た
く
無
農
薬
で
、
非
常
に
質
の
良
い

農
作
物
が
出
来
上
が
る
ん
で
す
。
デ
ー
タ
も

出
て
お
り
、
農
林
水
産
省
本
省
や
東
北
農
政

局
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
彼
は
今
の
農
業
の

や
り
方
は
間
違
っ
て
る
と
言
い
ま
す
。
堆
肥

を
田
ん
ぼ
に
た
だ
ば
ら
ま
い
た
り
、
苗
の
周

り
に
撒
く
の
で
は
な
く
、
土
壌
診
断
を
し
た

上
で
表
土
を
削
り
堆
肥
を
撒
き
、
そ
こ
に
表

土
を
戻
す
と
収
穫
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
い
ま

す
。
彼
は
ま
た
米
も
需
要
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
こ
の
堆
肥
で
育
て
た
米
も
提
供
し
て
い

き
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
た
っ
た
一
つ
の
コ
ン
ポ
ス

ト
（
堆
肥
を
作
る
仕
事
を
装
置
化
し
た
だ
け

の
）
か
ら
環
境
も
破
壊
せ
ず
、
環
境
を
優
先

し
た
農
業
方
法
で
四
つ
も
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
創
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
大
変
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 ■
質
疑
応
答
 

 Ｑ
　
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
に
つ
い
て
、
堆
肥
化
す

る
こ
と
と
欧
州
で
や
ら
れ
て
い
る
バ
イ
オ
ガ

ス
を
作
る
方
法
と
ど
ち
ら
が
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
 

Ａ
　
堆
肥
で
す
。
バ
イ
オ
ガ
ス
の
場
合
、
装

置
産
業
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
細
菌

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
堆
肥
の
場
合
、
一
定
の
菌
が

住
み
着
い
て
し
ま
え
ば
同
じ
品
質
の
も
の

が
継
続
し
て
作
れ
る
た
め
簡
単
で
す
。
堆

肥
は
、
入
れ
た
畑
だ
け
を
守
る
の
で
は
な

く
、
雨
が
降
れ
ば
、
堆
肥
の
有
効
成
分
が

川
に
も
流
れ
込
み
海
に
達
し
、
川
や
海
も

豊
か
に
な
り
ま
す
。
 

 Ｑ
　
熊
本
の
泥
武
士
の
話
で
、
オ
ー
ナ
ー
は
畜

産
農
家
で
し
ょ
う
か
？
　
ま
た
、
料
理
屋
に

肉
を
出
し
て
い
る
農
家
は
か
な
り
収
入
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

Ａ
　
オ
ー
ナ
ー
は
畜
産
と
の
関
係
は
な
く
、

昔
か
ら
の
居
酒
屋
の
主
人
で
す
。
こ
の
店

で
は
あ
ま
り
肉
は
出
し
ま
せ
ん
。
す
べ
て

高
品
質
の
有
機
野
菜
で
す
。
ま
た
、
関
東

一
円
の
農
家
と
契
約
を
し
、
料
理
を
安
く

提
供
し
て
い
ま
す
。
 

 Ｑ
　
牛
乳
や
卵
は
結
構
な
値
段
で
売
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
農
家
の
も
う
け
は
非
常
に
少
な
い

の
で
、
第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
者
で

も
、
第
二
次
・
第
三
次
産
業
に
も
携
わ
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
に
元
気

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

Ａ
　
そ
の
と
お
り
。
大
分
県
大
山
町
の
農
家

は
小
麦
を
そ
の
ま
ま
売
ら
ず
、
ク
ッ
キ
ー

や
パ
ン
と
し
て
売
っ
て
い
ま
す
。
付
加
価

値
を
付
け
る
こ
と
で
農
家
が
よ
み
が
え
っ

て
き
ま
す
。
農
林
水
産
省
は
地
産
地
消
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
た
だ
農
協
に
持
っ

て
行
っ
て
も
売
れ
な
い
の
で
、
流
通
を
整

備
し
て
か
ら
地
産
地
消
を
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
、
農
協
、

漁
協
、
森
林
組
合
、
生
協
の
４
者
が
集
ま

り
、
農
産
物
を
農
協
を
通
し
て
生
協
で
売

る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
商
品
が
ス
ム
ー

ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
立
派
な
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
 

 Ｑ
　
生
ゴ
ミ
の
肥
料
化
に
つ
い
て
、
塩
分
が
か

な
り
入
っ
て
い
る
家
庭
の
生
ゴ
ミ
も
混
ぜ
て

コ
ン
ポ
ス
ト
を
作
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
品
質
の
も
の
で
も
、
農
作
物
へ

の
影
響
は
な
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

Ａ
　
須
賀
川
市
の
例
で
は
、
生
ゴ
ミ
処
理
の

レ
ー
ン
は
お
か
ら
な
ど
を
原
料
と
す
る
無

塩
の
レ
ー
ン
と
家
庭
ゴ
ミ
の
レ
ー
ン
を
分

け
て
い
ま
す
。
塩
分
の
多
い
も
の
は
扱
っ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
塩
分
も
微
生
物

が
ミ
ネ
ラ
ル
と
し
て
使
い
ま
す
。
適
量
の

塩
分
は
栄
養
源
だ
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
 

 Ｑ
　
病
院
患
者
の
た
め
に
、
有
機
農
業
の
生
産

物
の
み
宅
配
の
お
弁
当
を
作
っ
て
き
ま
し
た

が
、
農
家
が
少
な
く
な
り
、
ま
わ
り
は
マ
ン

シ
ョ
ン
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
農
家
も
有
機
野
菜
も
不
足
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。
 

Ａ
　
こ
の
方
は
、
日
本
で
初
め
て
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
を
始
め
た
と
言
え
る
ヨ
シ
ケ
イ
と

い
う
会
社
の
創
設
者
で
、
渡
辺
虎
雄
さ
ん

と
い
う
25
年
来
の
お
つ
き
あ
い
を
し
て
い

る
方
で
す
。
ご
質
問
に
対
す
る
回
答
の
一

つ
を
例
と
し
て
挙
げ
ま
す
と
、
大
分
県
日

田
市
大
山
町
で
は
、「
我
々
は
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
農
業
集
団
」、「
は
じ
め
に
土

有
り
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
農

業
を
し
て
お
り
、
農
家
平
均
1
、
０
０
０

万
円
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
若
者
が
町
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、

農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

全
国
で
有
機
農
業
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
、

企
業
は
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 



ス
イ
ス
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
か
ら
学
ぶ
も
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
日
ス
イ
ス
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
経
験
か
ら
―
 

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
国
際
部
経
済
連
携
チ
ー
ム
国
際
交
渉
官
　
作
山
　
巧
 

政 策 
情 報 
政 策 
情 報 

 
は
じ
め
に
 

 　
２
０
０
７
年
５
月
に
開
始
さ
れ
た
日
本
と

ス
イ
ス
と
の
経
済
連
携
協
定
（E

con
om
ic 

P
artnership A

greem
ent

、
以
下
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」

と
言
う
）
の
締
結
交
渉
は
、
２
０
０
８
年
９

月
の
第
８
回
会
合
で
大
筋
合
意
に
至
り
、
１

年
半
に
渡
る
交
渉
が
事
実
上
終
結
し
た
。
筆

者
は
こ
れ
ま
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
や
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
関
係
業
務
に
お
い
て
、
多
面
的
機
能
フ

レ
ン
ズ
や
Ｇ
10
諸
国
と
の
調
整
を
担
当
し
、

農
業
の
多
面
的
機
能
へ
の
配
慮
を
重
視
す
る

仲
間
と
し
て
ス
イ
ス
政
府
関
係
者
と
接
す
る

機
会
は
多
か
っ
た
。
今
回
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で

は
、
農
林
水
産
省
で
の
担
当
交
渉
官
と
し
て
、

そ
の
開
始
か
ら
妥
結
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て

こ
の
交
渉
に
従
事
し
、
特
に
物
品
貿
易
分
野

の
交
渉
で
は
、
農
林
水
産
品
に
関
す
る
合
意

の
取
り
ま
と
め
に
深
く
関
与
し
た
。
 

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
進
め
る
上
で
は
、
交
渉
相

手
国
の
関
心
品
目
や
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
の

事
情
を
把
握
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
多
国
間
の
貿
易
交
渉

で
は
、
ま
ず
関
税
等
の
削
減
約
束
の
指
針
と

な
る
共
通
ル
ー
ル
（
モ
ダ
リ
テ
ィ
）
の
合
意

が
前
提
と
な
り
、
そ
の
後
の
二
国
間
で
の
譲

許
表
交
渉
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
沿
っ
て
短
期

間
で
終
了
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
う
し
た
必
要
性
は
乏
し
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
二
国
間
で
行
わ
れ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

の
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
概
し
て
協
定
発
効
後
10

年
間
に
貿
易
額
ベ
ー
ス
で
90
％
の
関
税
を
撤

廃
す
る
と
い
っ
た
大
ま
か
な
も
の
で
あ
り
、

二
国
間
で
濃
密
な
協
議
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
合
意
を
作
り
上
げ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
際
に
は
、
相
手
国
側

の
攻
め
や
守
り
の
背
景
に
あ
る
国
内
の
事
情

や
制
度
の
理
解
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ

の
成
否
が
交
渉
の
進
捗
度
合
い
や
合
意
内
容

に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
交
渉
の
相
手
方

と
い
う
従
来
と
は
正
反
対
の
視
点
か
ら
ス
イ

ス
を
捉
え
直
し
、
そ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
や
農
政

改
革
等
を
巡
る
事
情
に
つ
い
て
改
め
て
検
証

し
て
み
る
と
、
日
本
と
の
類
似
点
よ
り
も
相

違
点
が
目
に
付
く
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の

最
た
る
例
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
積
極
的
な
取
組

で
あ
り
、
ス
イ
ス
は
既
に
日
本
の
倍
以
上
の

国
や
地
域
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
筆
者
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
お
け
る
Ｇ
10

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
農
産
物
貿
易
に
関
し

て
は
日
本
と
立
場
が
近
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
ス
イ
ス
が
、
そ
れ
と
は
一
見
相
容
れ
な
い

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
背
景

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
今
後
日
本
が
Ｅ
Ｐ

Ａ
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
ス
イ
ス
の
経
験

か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
を
導
き
出
す
こ
と
と
し

た
い
。
 

  

ス
イ
ス
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
 

 　
ス
イ
ス
が
締
結
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
第
1
図

に
示
す
よ
う
な
３
つ
の
階
層
か
ら
成
っ
て
い

る
（
平
澤
、
２
０
０
７
ｂ
）
。
第
１
は
、
ス



資料：平澤（2007b）の第１図に筆者が加筆． 

FTA・ 
二国間協定 

EFTA

ＥＰＡ 

ＥＵ加盟国 

EEA（欧州経済地域） 

他のＦＴＡ締結国 
・ メキシコ 
・ チ　リ 
・ 韓　国　等 

関税同盟 

スイス 日　本 

アイスランド 

リヒテンシュタイン 

ノルウェー 

一次農 
産品協定 

FTA（主に 
鉱工業品を 
対象） 

第1図　スイスのFTA締結相手国との関係 

　　　　　相　　手　　国 日　本 スイス 　　備　　　　考 

シンガポール ◎ ◎ 

マレーシア ◎ 

タ　イ ◎ △ 

インドネシア ◎ 

ブルネイ ◎ 

フィリピン ◎ 

アセアン全体 ◎ 

ベトナム ○ 

韓　国 × ◎ 

インド △ △ 

豪　州 △ 

メキシコ ◎ ◎  

チ　リ ◎ ◎  

カナダ  ○  

コロンビア  ○  

ペルー  △  

米　国  × スイス単独 

リヒテンシュタイン  ◎ 関税同盟、ＥＦＴＡ加盟国 

ノルウェー  ◎ ＥＦＴＡ加盟国 

アイスランド  ◎ ＥＦＴＡ加盟国 

欧州連合（ＥＵ）  ◎ スイス単独 

フェロー諸島 
（デンマークの自治領）

  ◎ スイス単独 

マケドニア  ◎  

クロアチア  ◎  

トルコ  ◎  

イスラエル  ◎  

パレスチナ  ◎  

ヨルダン  ◎  

レバノン  ◎  

湾岸協力会議（ＧＣＣ） △ ○  

モロッコ  ◎  

チュニジア  ◎  

エジプト  ◎  

南部アフリカ関税同盟（ＳＡＣＵ）  ◎  

アルジェリア  △  

資料：ＥＦＴＡ事務局ウェッブサイト，スイス連邦経済省ウェッブサイト． 
注．◎は発効済み，○は合意済み，△は交渉中，×は交渉中断． 

第1表　FTA締結相手国の比較（２００８年１２月時点） 

アジア・ 
大洋州 

米　州 

地　域 

欧　州 

中　東 

アフリカ 

イ
ス
に
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
加
え
た
４
カ
国
か
ら

な
る
欧
州
自
由
貿
易
連
合
（E

u
rop
ean
 

F
ree 

T
rade 

A
ssociation

以
下
「
Ｅ
Ｆ
Ｔ

Ａ
」
と
言
う
。）
で
あ
り
、
そ
の
域
内
で
は
鉱

工
業
品
の
関
税
は
撤
廃
さ
れ
、
農
水
産
品
の

関
税
は
二
国
間
協
定
に
基
づ
い
て
一
部
が
撤

廃
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
と
は
関
税
同
盟
を
締
結
し
て
い
る
。
第

２
は
、
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
単
位
と
し
て
第
三
国
と

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ぶ
形
式
で
あ
り
、
ス
イ
ス
が
締

結
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
こ
の
方
式
が
大
半
を
占
め

る
。
こ
の
場
合
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
統
一
的
に
カ
バ

ー
さ
れ
る
の
は
鉱
工
業
品
や
加
工
農
産
品
に

限
ら
れ
て
お
り
、
一
次
農
産
品
の
扱
い
は
Ｅ

Ｆ
Ｔ
Ａ
各
国
が
個
別
に
締
結
す
る
協
定
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
第
３
は
、
ス
イ
ス
が
単
独

で
第
三
国
と
締
結
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
、
日

本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
欧
州
連
合
（
以
下
「
Ｅ
Ｕ
」
と
言

う
。
）
と
デ
ン
マ
ー
ク
領
フ
ェ
ロ
ー
諸
島
と

の
２
例
し
か
な
い
。
 

　
次
に
、
ス
イ
ス
が
締
結
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
相

手
国
を
日
本
と
比
較
し
た
の
が
第
1
表
で
あ

る
。
ま
ず
、
締
結
数
で
見
る
と
、
日
本
が
締

結
ま
た
は
合
意
済
み
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
ス
イ
ス

を
含
め
て
11
で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
イ
ス
は

日
本
を
含
め
て
24
の
国
･
地
域
に
上
っ
て
い

る
（
Ｅ
Ｕ
は
１
地
域
と
し
て
の
扱
い
）
。
ま

た
、
相
手
国
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
日
本
が

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
重
点
的
に

進
め
て
き
た
の
に
対
し
、
ス
イ
ス
の
場
合
に

は
、
ア
ジ
ア
･
太
平
洋
地
域
の
カ
バ
レ
ッ
ジ

が
相
対
的
に
薄
い
も
の
の
、
近
隣
の
欧
州
か

ら
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
米
州
に
至
る
ま
で
、

幅
広
く
多
様
な
国
々
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て

い
る
。
特
に
、
国
内
の
農
業
団
体
の
反
発
に

よ
っ
て
結
局
は
中
断
さ
れ
た
も
の
の
、
一
旦

は
単
独
で
米
国
と
の
交
渉
を
開
始
し
、
ま
た

最
近
で
は
カ
ナ
ダ
と
の
交
渉
を
妥
結
さ
せ
る
 



相手国 EFTA EU メキシコ チリ 韓国 

発効年 1960年 1973年 2001年 2004年 2006年 

譲許率 18.5％ 8.3％ 21.1％ 28.1％ 36.5％ 

第2表　スイスが締結したFTAにおける農水産品の譲許率（タリフラインベース） 

第3表　スイスの農政改革の推移 

資料：農林中金総合研究所（2007）の表3－15（135頁）． 

第7次 
農業報告 
 
 
 
農業政策 
2002 
 
 

農業政策 
2007 
 
 
 
農業政策 
2011

環境保全のための 
デカップリング 
 
 
 
市場指向のための 
規制緩和 
 
 

競争力のための 
規制緩和 
 
 
 
農業の競争力の 
強化 

・生産から切り離された直接支払いの導入 

・価格の引下げ 

・特定の環境サービスに対するインセンティブ 

・国境保護の見直し（ＷＴＯ対応） 

・価格と販路の保証を廃止 

・酪農市場介入組織の廃止 

・直接支払いの環境保全要件 

・牛乳割当の廃止（2009年） 

・肉の輸入割当における入札 

・構造改善と社会政策の強化 

・財源の再配分（市場支持→直接支払い） 

・輸出補助金の廃止、市場支持半減（ＷＴＯ対応） 

・一律の耕作支払い 

・差別化（表示・呼称） 

1993～ 
1998年 
 
 
1999～ 
2003年 
 

2004～ 
2007年 
 
 
2008～ 
2011年 

資料：平澤（2007ａ）の第２表に筆者が加筆． 

計画名　　　対象期間　　　　基本理念　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　容 

等
、
農
産
物
の
輸
出
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
も
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
ス
イ
ス
の
積
極
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ

政
策
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
貿
易
へ
の
高
い

依
存
度
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
人
口
は
２
０
０

６
年
末
時
点
で
約
７
５
０
万
人
で
あ
り
、
国

内
市
場
の
規
模
は
日
本
の
６
％
に
過
ぎ
な
い

（
E
F
T
A
・
2
0
0
8
）。
こ
れ
を
反
映
し
て
、

２
０
０
５
年
の
輸
出
依
存
度
（
国
内
総
生
産

額
に
対
す
る
輸
出
額
の
割
合
）
は
、
日
本
が
14

％
な
の
に
対
し
ス
イ
ス
は
49
％
に
達
し
て
お

り
、
ス
イ
ス
の
高
い
所
得
水
準
は
輸
出
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る（
O
E
C
D
・
2
0
0
8
b
）。

こ
の
中
で
も
純
輸
出
額
が
多
い
の
は
、
化
学

品
や
時
計
･
精
密
機
械
等
と
い
っ
た
付
加
価

値
の
高
い
工
業
製
品
で
あ
り
、
貿
易
相
手
国

の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
や
、
ス
イ
ス
企
業

と
競
合
す
る
Ｅ
Ｕ
等
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
に
伴
う

第
三
国
市
場
で
の
競
争
条
件
の
劣
後
防
止
の

観
点
か
ら
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
は
死
活
的
な
重

要
性
を
持
っ
て
い
る（D

eiss

・
2
0
0
6
）。 

 

ス
イ
ス
農
政
の
対
外
適
応
 

 　
鉱
工
業
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
に
大
き
く

依
存
す
る
ス
イ
ス
企
業
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
と

並
ん
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
が
、
ガ
ッ
ト
の
第
24
条
の
規
定
に

よ
っ
て
「
実
質
的
に
す
べ
て
の
貿
易
障
壁
の

撤
廃
」
を
求
め
ら
れ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
は
、

ス
イ
ス
農
業
に
と
っ
て
は
困
難
な
課
題
で
あ

る
。
東
西
冷
戦
下
で
の
中
立
維
持
の
観
点
か

ら
、
食
料
の
自
給
を
重
視
し
、
高
率
関
税
に

よ
る
国
境
保
護
、
生
産
制
限
を
含
む
国
内
市

場
へ
の
介
入
、
補
助
金
に
よ
る
価
格
支
持
、

食
料
の
備
蓄
等
か
ら
成
る
統
制
色
の
強
い
農

業
政
策
を
維
持
し
て
い
た
１
９
８
０
年
代
ま

で
は
、
農
産
品
の
大
半
を
Ｆ
Ｔ
Ａ
か
ら
除
外

す
る
こ
と
で
折
り
合
い
を
付
け
て
き
た
。
第

2
表
に
示
す
よ
う
に
、
１
９
６
０
年
代
及
び

70
年
代
に
締
結
さ
れ
た
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
及
び
Ｅ
Ｕ

と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
農
水
産
品
の
譲
許
率

は
、
極
め
て
低
い
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
ス
イ
ス
農
業
を

取
り
巻
く
内
外
の
状
況
変
化
に
よ
っ
て
、
農

業
政
策
の
大
胆
な
改
革
が
不
可
避
と
な
り
、

そ
れ
が
結
果
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
対
応
力
を
高

め
て
き
て
い
る
。
 

　
こ
う
し
た
状
況
変
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
対

外
的
な
要
因
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
東
西
冷

戦
の
終
結
に
伴
う
食
料
自
給
に
よ
る
安
全
保

障
確
保
の
必
要
性
の
低
下
、
②
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業

協
定
の
発
効
に
よ
る
ガ
ッ
ト
上
の
自
由
化
義

務
免
除
特
権
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
）
の
放
棄
、
③

今
後
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
時
の
農
業
政
策
統
合
を
見

据
え
た
価
格
調
和
の
必
要
性
、
が
挙
げ
ら
れ

る（
樋
口
、
２
０
０
６
）。
ま
た
、
国
内
的
な

要
因
と
し
て
は
、
①
価
格
支
持
と
生
産
性
向

上
に
伴
う
供
給
過
剰
と
財
政
負
担
の
増
大
、

②
生
産
の
集
約
化
に
よ
る
環
境
負
荷
の
増
大
、

③
食
料
価
格
の
低
い
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
へ
の
食
料

の
買
出
し
（
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
よ
る

国
産
品
の
需
要
の
減
少
、
が
指
摘
さ
れ
る（
平

澤
、
２
０
０
７
ｂ
）。
こ
の
よ
う
な
内
外
の
状

況
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟

国
と
の
内
外
価
格
差
を
縮
小
す
べ
く
、
国
内

農
業
の
競
争
力
の
強
化
と
関
税
か
ら
直
接
支

払
い
へ
の
農
業
保
護
構
造
の
転
換
が
不
可
欠

政 策 
情 報 



第2図　農業保護における関税依存度の推移 
資料：ＯＥＣＤ（2008ａ）． 
注．関税依存度（％）＝（市場価格支持／生産者支持推定量）×100． 
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と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

　
ス
イ
ス
の
農
政
改
革
へ
の
取
組
は
、
第
3

表
に
示
す
よ
う
に
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
て
段
階
的
か
つ
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た

（
平
澤
、
２
０
０
７
ａ
）。
ま
ず
、
１
９
９
３

年
を
起
点
と
す
る
第
１
段
階
で
は
、
生
産
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
直
接
支
払
い
の
導
入
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
対
応
し
た
国
境
保
護
措
置
の
再
編
、

価
格
水
準
の
引
下
げ
等
が
行
わ
れ
た
。
次
に
、

１
９
９
９
年
以
降
の
第
２
段
階
（
農
業
政
策

２
０
０
２
）
で
は
、
価
格
と
販
路
の
保
証
が

廃
止
さ
れ
、
直
接
支
払
い
の
環
境
保
全
要
件

が
導
入
さ
れ
た
。
更
に
、
２
０
０
４
年
か
ら

始
ま
る
第
３
段
階
（
農
業
政
策
２
０
０
７
）

で
は
、
牛
乳
の
生
産
量
割
当
に
よ
る
生
産
調

整
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
、
食
肉
の
輸
入
割
当

に
入
札
が
導
入
さ
れ
た
。
更
に
、
２
０
０
８

年
か
ら
の
第
４
段
階
（
農
業
政
策
２
０
１
１
）

で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
･
ラ
ウ
ン
ド
の
合
意

を
見
越
し
た
輸
出
補
助
金
の
廃
止
と
市
場
支

持
の
半
減
、
そ
れ
ら
の
直
接
支
払
い
へ
の
財

源
再
配
分
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
改
革
の
結
果
、
農
業
政
策
２
０
１
１
の

最
終
年
に
は
、
農
業
財
政
に
占
め
る
直
接
支

払
い
の
割
合
は
９
割
近
く
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
 

  

ス
イ
ス
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
か
ら

学
ぶ
も
の
 

 　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
ス
イ
ス
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦

略
か
ら
日
本
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
と
思

わ
れ
る
教
訓
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
３
点

に
要
約
さ
れ
よ
う
。
ま
ず
、
交
渉
戦
略
に
関

し
て
は
、
ス
イ
ス
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
自
国
の
鉱

工
業
品
の
関
税
は
原
則
と
し
て
即
時
撤
廃
し
、

例
外
品
目
の
み
を
譲
許
表
に
明
記
す
る
「
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
･
リ
ス
ト
方
式
」
を
採
る
一
方
で
、

農
産
品
に
つ
い
て
は
譲
許
し
た
品
目
の
み
を

明
記
す
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
･
リ
ス
ト
方
式
」

と
す
る
と
い
う
、
農
工
分
離
方
式
を
特
徴
と

し
て
い
る
。
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
最
大

の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で

撤
廃
し
て
い
る
以
上
、
他
国
に
対
す
る
即
時

撤
廃
オ
フ
ァ
ー
は
容
易
で
あ
り
、
こ
う
し
た

鉱
工
業
品
で
の
強
い
立
場
を
梃
子
と
し
て
、

農
産
品
に
対
す
る
圧
力
を
減
殺
す
る
と
の
戦

略
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
ス
イ
ス
経
団
連
か
ら
、
「
農
業
分
野
で

柔
軟
性
を
示
せ
な
い
た
め
に
、
鉱
工
業
や
サ

ー
ビ
ス
分
野
の
利
益
が
犠
牲
に
な
っ
て
い

る
」
と
の
不
満
が
出
て
い
る
の
も
確
か
で
あ

る（K
undig

・
２
０
０
６
）。
し
か
し
、
日
本

と
ス
イ
ス
が
共
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
済
み
の
メ

キ
シ
コ
と
チ
リ
に
対
す
る
譲
許
率
を
比
較
す

る
と
、
日
本
の
農
林
水
産
品
の
譲
許
率
は
お

お
む
ね
５
割
程
度
な
の
に
対
し
、
ス
イ
ス
は

第
2
表
に
示
す
よ
う
に
２
割
台
の
譲
許
率
で

交
渉
を
妥
結
さ
せ
て
お
り
、
概
し
て
鉱
工
業

品
の
関
税
撤
廃
に
困
難
を
有
す
る
開
発
途
上

国
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
戦
略
の
有
効
性

が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
次
に
、
交
渉
体
制
に

関
し
て
は
、
交
渉
窓
口

が
一
元
化
さ
れ
つ
つ
も
、

農
業
分
野
の
利
害
が
交

渉
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
し
っ

か
り
と
反
映
さ
れ
て
い

る
点
が
特
筆
に
値
す
る
。

ス
イ
ス
の
場
合
に
は
、

連
邦
経
済
省
の
外
局
に

農
業
庁
が
置
か
れ
て
い

る
が
、
貿
易
交
渉
の
権

限
は
経
済
省
の
経
済
事

務
局
に
一
元
化
さ
れ
て

い
る
。
交
渉
窓
口
の
一

元
化
は
、
一
般
論
と
し

て
は
少
数
派
の
利
害
軽

視
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
が
、
ス
イ
ス
の
場
合

に
は
、
永
世
中
立
国
と

し
て
の
食
料
確
保
の
必

要
性
や
、
観
光
に
欠
か

せ
な
い
農
村
景
観
の
維

持
に
果
た
す
農
業
の
重

要
性
に
関
し
て
、
政
府

内
で
も
認
識
が
一
致
し

て
い
る
模
様
で
あ
り
、

農
工
分
離
方
式
を
活
用

し
た
一
元
的
な
交
渉
が
、
む
し
ろ
農
業
の
利

害
を
守
る
た
め
に
一
役
買
っ
て
い
る
面
が
あ

る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
対
応
す
る
人
材

の
育
成
と
言
う
観
点
か
ら
も
、
ス
イ
ス
側
の
 



体
制
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
マ

ル
チ
の
貿
易
交
渉
の
経
験
者
を
要
所
に
配
置

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

通
じ
て
専
門
知
識
と
経
験
が
蓄
積
さ
れ
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
性
を
有

す
る
法
律
家
等
の
中
途
採
用
や
抜
擢
人
事
も

行
わ
れ
て
お
り
、
ふ
さ
わ
し
い
知
見
を
有
す

る
少
人
数
に
権
限
を
与
え
て
交
渉
す
る
と
い

う
体
制
は
示
唆
に
富
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
最
後
に
、
よ
り
長
期
的
な
見
地
か
ら
の
農

政
の
対
外
適
応
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
計
画

的
に
農
政
改
革
を
推
進
し
て
き
た
ス
イ
ス
の

姿
勢
に
は
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
農
政
改
革
の
成
果
は
、
第
2
図
に

示
し
た
農
業
保
護
に
お
け
る
関
税
依
存
度
に

端
的
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
が
算
出
す
る
農
業
保
護
の
水
準
を
示
す
指

標
で
あ
る
「
生
産
者
支
持
推
定
量
」（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
）

が
、
関
税
に
由
来
す
る
「
市
場
価
格
支
持
部

分
」（
品
目
ご
と
に
内
外
価
格
差
に
国
内
生

産
量
を
掛
け
合
わ
せ
て
合
計
し
た
も
の
）
と

「
そ
れ
以
外
の
補
助
金
部
分
」
か
ら
成
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
市
場
価
格
支
持
の
Ｐ
Ｓ
Ｅ
に

対
す
る
割
合
を
「
関
税
依
存
度
」
と
定
義
し
、

日
本
と
ス
イ
ス
に
つ
い
て
１
９
８
６
年
以
降

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
１
９
８
６
年
の
時
点
で
は
、
関
税
依

存
度
は
日
本
が
90
％
、
ス
イ
ス
が
83
％
と
大

差
が
な
か
っ
た
が
、
２
０
０
７
年
で
は
、
日

本
が
85
％
と
ほ
ぼ
不
変
な
の
に
対
し
て
ス
イ

ス
は
34
％
と
大
幅
に
低
下
さ
せ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
価
格
支
持
か
ら
直
接
支
払
い
へ
の
転

換
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
お
け
る
関
税

削
減
の
自
由
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
2
表
に
お
い
て
、

ス
イ
ス
が
最
近
締
結
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
、
年
々

譲
許
率
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
と
も
整
合
し

て
い
る
。
 

  

要
約
と
政
策
的
含
意
 

 　
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
要
約
す
る
と
、
ス
イ

ス
に
よ
る
積
極
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
可
能
と

し
て
い
る
要
因
は
、
次
の
２
つ
に
要
約
さ
れ

よ
う
。
第
１
は
、
輸
出
依
存
度
が
極
め
て
高

く
、
輸
出
市
場
を
維
持
す
る
上
で
貿
易
自
由

化
を
求
め
る
経
済
界
か
ら
強
い
要
請
が
あ
る

中
で
、
農
業
を
取
り
巻
く
内
外
の
情
勢
変
化

に
対
応
す
べ
く
、
長
期
的
に
自
由
化
へ
の
適

応
力
を
高
め
る
よ
う
な
農
政
改
革
を
進
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
第
２
の
要
因
と

し
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
譲
許
率
の
低
さ
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
分
野
で
過
度
に
野

心
的
な
約
束
を
追
求
せ
ず
、
国
内
の
農
政
改

革
で
対
応
可
能
な
範
囲
に
収
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
輸
出
市
場
は
し
っ
か
り
と
確
保
す

る
と
い
う「
実
利
主
義
」
と
、
国
内
農
業
維
持

の
観
点
か
ら
越
え
ら
れ
な
い
一
線
は
守
る
と

い
う
「
現
実
主
義
」
の
組
合
せ
が
、
ス
イ
ス

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
更

に
、
ス
イ
ス
は
こ
れ
ま
で
の
農
政
改
革
に
よ

る
関
税
依
存
度
の
低
下
を
活
用
し
、
Ｅ
Ｕ
と

の
間
で
農
業
・
食
料
分
野
の
大
幅
な
貿
易
自

由
化
を
進
め
る
新
た
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
準
備

中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
将
来
は
第
三
国
と

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
ス
イ
ス
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
自
由
化

水
準
は
、
中
長
期
的
に
は
格
段
に
向
上
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
見
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

　
日
本
と
ス
イ
ス
を
比
べ
る
と
、
農
産
品
に

つ
い
て
「
守
る
べ
き
は
守
る
」
と
い
う
現
実

主
義
的
な
部
分
は
共
通
し
て
い
る
が
、
長
期

的
な
農
業
保
護
構
造
の
変
革
と
言
う
面
で
は

違
い
が
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ス

イ
ス
に
お
い
て
、
対
外
適
応
を
念
頭
に
置
い

た
農
政
改
革
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
は
、

①
貿
易
依
存
度
の
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国

と
し
て
、
長
期
的
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
Ｅ
Ｕ
へ
の
適

応
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
共
通
の
認
識
、

②
政
府
と
利
害
関
係
者
の
事
前
協
議
、
国
民

投
票
、
国
家
に
よ
る
補
償
と
い
っ
た
合
意
民

主
主
義
の
仕
組
み
、
③
小
国
ゆ
え
の
国
内
調

整
の
容
易
さ
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
平
澤
、

２
０
０
７
ａ
）。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
場

合
に
は
、
①
国
内
市
場
が
相
当
に
大
き
い
、

②
農
業
政
策
を
他
国
と
調
和
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
、
③
周
囲
を
海

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
内
外
価
格
差
を
維
持
し

た
関
税
依
存
型
の
農
業
保
護
が
維
持
可
能
で

あ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ス
イ
ス
と
は
与

件
が
異
な
る
面
も
あ
る
。
 

　
そ
れ
で
も
な
お
、
日
本
と
し
て
、
引
き
続

き
積
極
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
要
因
も
多
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
は
特
定
の
国
同
士
が
排
他
的
に
関
税
撤

廃
を
行
う
約
束
で
あ
る
た
め
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉

が
停
滞
す
る
中
で
、
日
本
企
業
と
競
争
関
係

に
あ
る
国
が
第
三
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
進

め
れ
ば
、
競
争
条
件
の
回
復
を
目
指
し
て
当

該
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
求
め
る
誘
引
が
働
き
、

更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
国
が
同

様
に
反
応
す
る
こ
と
と
な
り
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結

競
争
の
連
鎖
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。

更
に
は
、
日
本
の
輸
出
依
存
度
は
１
９
９
５

年
か
ら
２
０
０
５
年
の
10
年
間
で
9
％
か
ら

14
％
へ
と
上
昇
し
て
お
り
、
人
口
減
少
等
に

伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
に
よ
っ
て
こ
う
し
た

傾
向
が
続
け
ば
、
輸
出
市
場
を
確
保
す
る
た

め
の
梃
子
と
し
て
市
場
開
放
圧
力
が
高
ま
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
長
期
的
な

視
点
に
立
て
ば
、
短
期
的
に
は
国
内
農
業
に

影
響
し
な
い
範
囲
内
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
ま
と

め
つ
つ
、
長
期
的
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
に

お
け
る
貿
易
自
由
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

農
業
保
護
構
造
の
変
革
を
着
実
に
進
め
る
と

い
う
ス
イ
ス
の
取
組
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い

と
考
え
ら
れ
る
。
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「時代ト農政」の 
時代に関する一考察 

政策情報分析官 

杉 下 　 茂 雄  

１
　
「
時
代
ト
農
政
」
の
概
要
 

　
柳
田
国
男
の
「
時
代
ト
農
政
」
が
出
版
さ
れ
た

の
は
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
一
九
〇
六
〜
〇
九
年
に
各
地
で
行
っ
た
講

演
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
序
文
に
あ
た
る
『
開
白
』

に
続
き
、
次
の
六
編
を
収
録
し
て
い
る
。
 

　
①
『
農
業
経
済
と
村
是
』
 

　
②
『
田
舎
対
都
会
の
問
題
』
 

　
③
『
町
の
経
済
的
使
命
』
 

　
④
『
日
本
に
お
け
る
産
業
組
合
の
思
想
』
 

　
⑤
『
報
徳
社
と
信
用
組
合
と
の
比
較
』
 

　
⑥
『
小
作
料
米
納
の
慣
行
』
 

　
こ
の
う
ち
、
①
で
は
、
中
農
を
養
成
す
べ
し
と

し
て
、
町
村
に
よ
る
農
地
の
再
配
分
政
策
を
求
め

る
、
現
在
の
構
造
政
策
を
先
取
り
し
た
考
え
を
示

し
て
い
る
。
②
で
は
、
農
本
主
義
者
が
憂
慮
し
て

い
た
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
入
（
都
会
熱
）

が
必
然
的
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
農
地
の
取

得
を
容
易
に
し
て
都
会
人
が
農
村
に
流
入
し
や
す

く
し
た
方
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
③
で
は
、
工
業

の
地
方
分
散
の
ほ
か
、
町
村
単
位
の
小
市
場
を
育

成
す
る
と
い
う
現
在
の
地
産
地
消
の
推
進
に
近
い

主
張
が
注
目
さ
れ
る
。
 

　
ま
た
、
④
と
⑤
で
は
報
徳
社
の
信
用
事
業
の
前

近
代
性
を
批
判
し
つ
つ
、
購
買
、
販
売
、
生
産
事

業
も
行
え
る
、
中
小
農
を
含
む
近
代
的
な
産
業
組

合
を
育
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
 

　
更
に
、
小
作
料
金
納
化
に
よ
り
生
産
改
良
の
効

果
を
小
作
農
に
帰
す
る
こ
と
が
、
生
産
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
し
た
上
で
、
農
家
の
保
護
と
い
う

名
の
下
に
課
せ
ら
れ
る
保
護
関
税
は
、
こ
れ
を
高

く
し
て
も
永
遠
に
防
衛
で
き
る
か
疑
わ
し
く
、
逆

に
「
農
家
の
発
達
」
を
阻
害
す
る
こ
と
が
あ
る
と

し
て
、
地
主
も
広
い
視
点
か
ら
金
納
化
を
受
け
入

れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
⑥
は
、
水
田
の
小
作

料
米
納
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
時
代
に
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
的
な
転
換
と
も
い
え
る
考
え
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
柳
田
の
主
張
は
、
農
業
界

の
意
見
を
地
主
層
が
代
表
す
る
と
い
う
当
時
の
状

況
で
は
、
あ
ま
り
に
急
進
的
で
あ
り
、
同
調
者
を

得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
現
実
を
み
て
も
、
柳

田
が
農
村
の
貧
困
解
消
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
た

産
業
組
合
は
過
半
の
町
村
で
設
立
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
農
民
の
一
割
ほ
ど
し
か
加
入
し
て
お
ら
ず
、

地
主
層
が
中
心
だ
っ
た
と
い
う
。
 

２
　
地
方
改
良
運
動
と
報
徳
社
 

　
日
露
戦
争
後
の
世
相
を
見
た
場
合
、
農
村
や
都

市
で
の
貧
困
が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、
社
会
主

義
運
動
が
勃
興
し
つ
つ
あ
り
、
他
方
で
、
個
人
主

義
的
、
享
楽
主
義
的
な
考
え
方
が
広
ま
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
一
三
日
、

全
国
民
が
上
下
一
致
し
、
華
美
を
戒
め
、
勤
倹
力

行
し
て
、
国
富
増
強
に
つ
と
め
る
よ
う
強
調
し
た

「
戊
申
詔
書
」
が
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
う
け
る
形

で
、
内
務
省
主
導
に
よ
る
地
方
改
良
運
動
が
活
発

化
し
た
。
地
方
改
良
運
動
の
目
的
は
、
日
露
戦
争

後
疲
弊
し
て
い
た
地
方
自
治
体
の
財
政
を
補
強
し
、

農
村
に
お
け
る
自
治
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ

り
、
部
落
有
財
産
の
一
元
化
に
よ
る
基
本
財
産
の

強
化（
併
せ
て
、
町
村
一
社
を
目
標
と
す
る
神
社

合
祀
が
実
施
さ
れ
た
。）、
町
村
是
の
作
成
を
通
じ

た
勧
業
の
推
進
、
勤
倹
貯
蓄
の
奨
励
、
青
年
団
の

形
成
を
通
じ
た
自
治
体
制
の
強
化
等
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
戊
申
詔
書
で
示
さ
れ
、
地
方
改
良
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
な
っ
た
勤
倹
精
神
の
徹
底
の
た

め
に
活
用
さ
れ
た
の
が
報
徳
社
で
あ
っ
た
。
 

　
実
は
、
一
九
〇
九
年
七
月
の
第
一
回
地
方
改
良

講
習
会
で
の
講
演
が
①
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
、

地
方
改
良
運
動
に
柳
田
が
協
力
的
で
あ
っ
た
か
の

よ
う
だ
が
、
彼
の
本
心
と
し
て
は
、
地
方
改
良
運

動
の
よ
う
な
上
か
ら
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
『
開

白
』
に
「
少
な
く
と
も
彼
等
（
筆
者
注
・
農
民
）

の
本
然
に
反
し
た
思
遣
り
の
な
い
統
一
政
治
で
は
、

永
遠
に
彼
等
を
納
得
さ
せ
て
新
時
代
に
導
き
出
す

こ
と
が
難
か
ら
う
と
思
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
批

判
的
な
見
解
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
柳
田
は
、
④
の
報
徳
社
の
事
業
に
言
及

す
る
件
で
、
「
昔
の
貧
乏
と
云
へ
ば
、
放
蕩
其
他

自
ら
招
い
た
貧
乏
か
、
又
は
自
分
の
家
に
現
は
れ

て
き
た
一
時
の
大
な
る
災
害
不
幸
で
稀
に
起
る
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
此
外
に
真
面
目

に
働
き
つ
ゝ
尚
少
し
づ
ゝ
足
り
な
い
と
云
ふ
一
種

の
不
幸
が
現
は
れ
て
き
ま
し
た
。
是
は
金
銭
経
済

時
代
の
特
色
で
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
貧
民
は
あ
る

が
、
今
日
の
貧
窮
は
自
覚
し
つ
ゝ
、
防
ぐ
に
術
の

無
い
苦
し
い
窮
乏
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

精
神
主
義
で
は
、
農
村
の
貧
困
問
題
は
解
決
し
な

い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

3
　
結
語
 

　
一
九
一
〇
年
当
時
、
五
月
の
長
野
県
で
の
爆
弾

製
造
所
持
の
摘
発
を
き
っ
か
け
に
、
全
国
の
社
会

主
義
者
数
百
名
を
検
挙
、
幸
徳
秋
水
、
菅
野
ス
ガ

等
二
六
名
が
大
逆
罪
で
起
訴
さ
れ
た
大
逆
事
件
が

起
き
て
い
る
。
柳
田
の
場
合
、
後
の
朝
日
新
聞
の

論
説
委
員
と
し
て
の
活
動
や
中
野
重
治
と
の
交
遊

を
み
る
と
、
思
想
的
に
は
リ
ベ
ラ
ル
な
側
面
が
み

ら
れ
る
が
、
国
家
統
制
色
を
強
め
よ
う
と
す
る
時

代
の
動
き
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
一
官
僚
と
し
て
、
政
治
的
な
領
域
に

踏
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
農
政
学
と
本
書
を
機
に

訣
別
し
た
の
は
、
こ
の
た
め
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

ま
た
、
こ
う
考
え
る
と
、
『
開
白
』
末
尾
の
「
も
ゝ

と
せ
の
後
の
人
こ
そ
ゆ
か
し
け
れ
今
の
此
世
を
何

と
見
る
ら
ん
」
と
い
う
歌
も
、
単
に
将
来
の
人
に

自
説
の
是
非
を
問
う
と
い
う
の
と
は
別
の
含
意
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
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型
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業
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可
能
性
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ア
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リ
カ
版
地
産
地
消
の
成
果
―
』 

ブックレビュー 

　
本
書
は
、
米
国
に
お
け
る
「
C
S
A
の

バ
イ
ブ
ル
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
『
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
・
ザ
・
ハ
ー
ベ
ス
ト
』
の
邦

訳
で
あ
る
。
初
版
は
1
9
9
9
年
の
発
行

で
あ
る
が
、
本
書
は
2
0
0
7
年
改
訂
版

（Sharing the H
arvest: A

 C
itizen's 

G
u
id
e 
to 
C
om
m
u
n
ity
 
S
u
p
p
orted

 

A
griculture

）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
C
S
A
（C

om
m
u
n
ity
 
S
u
p
p
orted

 

A
g
ricu
ltu
re

）
は
、
す
で
に
日
本
で
も

し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
平
成
14
年

度
『
農
業
白
書
』
の
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
で
言
う
と
こ
ろ

の
、
農
業
者
と
消
費
者
が
共
同
で
取
り
組

む
「
産
消
提
携
」
や
「
地
産
地
消
」
の
イ

メ
ー
ジ
に
ち
ょ
う
ど
重
な
る
。
た
だ
し
、

共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
共
通
し
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
多
種
多
様

な
取
組
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の

C
S
A
の
多
く
の
事
例
に
ふ
れ
た
情
報
の

宝
庫
で
あ
り
、
米
国
内
の
実
態
と
展
開
状

況
を
知
る
う
え
で
ま
さ
に
決
定
版
と
な
っ

て
い
る
。
 

　
C
S
A
は
、
ご
く
形
式
的
に
み
れ
ば
、

有
機
農
法
や
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法

に
取
り
組
む
農
場
が
、
そ
こ
で
生
産
し
た

生
産
物
を
地
元
消
費
者
に
直
接
供
給
し
、

消
費
者
は
そ
れ
を
消
費
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
と
き
に

流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
著
者

は
生
産
者
と
消
費
者
と
の
積
極
的
な
関
わ

り
と
そ
の
関
係
性
を
重
視
し
て
お
り
、
そ

こ
に
C
S
A
の
特
質
が
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
。
た
し
か
に
直
接
販
売
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
･
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
フ
ァ
ー
ム
･
ス
タ
ン
ド
（
農
場
直
売

所
）
も
同
様
で
あ
る
。
そ
ち
ら
の
方
が
む

し
ろ
一
般
的
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
不
特
定
の
消
費
者
を
相
手
に
販

売
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

C
S
A
は
、
特
定
の
生
産
者
と
消
費
者
が

結
び
つ
き
、
そ
の
関
係
に
基
づ
い
て
生
産

さ
れ
、
供
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
産

物
の
供
給
量
や
品
目
、
価
格
、
運
送
・
分

配
方
法
等
を
あ
ら
か
じ
め
合
意
し
、
消
費

者
は
栽
培
シ
ー
ズ
ン
の
は
じ
め
に
代
金
を

前
払
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事

前
契
約
の
単
位
は
「
シ
ェ
ア
」
と
呼
ば
れ
、

一
株
と
か
一
口
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、

生
産
者
と
消
費
者
の
「
分
か
ち
合
い
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
色
濃
い
。
原
著
タ
イ

ト
ル
の
と
お
り
「
収
穫
の
分
か
ち
合
い
」

で
あ
る
。
程
度
に
差
は
あ
る
が
、
農
場
経

営
と
作
柄
の
豊
凶
リ
ス
ク
の
分
か
ち
合
い

を
も
含
意
す
る
。
実
際
、
農
場
と
消
費
者

と
の
よ
り
強
い
結
び
つ
き
を
求
め
る

C
S
A
で
は
、
農
場
経
営
（
作
付
計
画
等
）

の
意
志
決
定
や
農
作
業
等
へ
の
協
力
に
も

積
極
的
で
あ
る
。
 

　
少
し
視
点
を
変
え
る
と
、
C
S
A
は
農

業
者
と
消
費
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

基
づ
い
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
農
場
経
営

モ
デ
ル
の
試
み
で
も
あ
る
。
消
費
者
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
共
同
農
場
と
言
え
る
よ
う
な

取
組
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
新
規

の
農
地
確
保
や
経
営
資
金
の
調
達
、
農
業

技
術
の
習
得
等
と
い
っ
た
課
題
も
浮
上
す

る
。
ま
さ
に
試
行
錯
誤
で
あ
る
。
こ
う
い

っ
た
試
行
錯
誤
の
コ
ス
ト
と
利
益
を
分
か

ち
合
お
う
と
す
る
人
た
ち
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
 

　
現
在
、
米
国
で
農
学
系
の
学
部
を
も
つ

大
学
（
と
く
に
ラ
ン
ド
グ
ラ
ン
ト
大
学
と

呼
ば
れ
る
大
学
）
は
、
そ
の
多
く
が
ロ
ー

カ
ル
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
開
講
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
付
属

農
場
や
普
及
組
織
で
は
「
C
S
A
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
い
。
地
元
市
民
へ
の
地
産
地
消
の
実
践

と
普
及
啓
発
の
推
進
役
を
果
た
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
市
民
レ
ベ
ル
で
は
も
ち
ろ
ん
、

大
学
教
育
や
農
業
普
及
に
お
い
て
も
ロ
ー

カ
ル
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
、

C
S
A
へ
の
期
待
の
高
い
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
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農林水産政策研究に関連する学会等の紹介 
（2009年1月～3月開催） 

開　催　学　会　等 主　　　　催 開 催 年 月 日 開　催　場　所 

人文地理学会 
　第96回　地理思想研究部会 
 
 

日本都市計画学会 
　第32回　都市計画セミナー 

日本オペレーションズ･リサーチ学会 
　2009年春季研究発表会 

日本水産学会 
　平成21年度日本水産学会春季大会 

日本地理学会 
　2009年度春季学術大会 

日本農業経済学会 
　2009年度大会 

人文地理学会   
共催；大阪市立大学　
　　　地理学教室 
 

日本都市計画学会 
 

日本オペレーションズ･
リサーチ学会 

日本水産学会 
 

日本地理学会 
 

日本農業経済学会 

2009年1月10日（土） 
14:00～17:00 
 
 

2009年1月27日（火） 
　　　　　28日（水）

2009年3月17日（火） 
　　　　　18日（水） 

2009年3月27日（金） 
　　～3月31日（火） 

2009年3月28日（土） 
　　～3月30日（月） 

2009年3月28日（土） 
　　～3月30日（月） 

大阪市立大学文化交流センター 
大セミナー室 
（大阪市北区梅田1-2-2-600 
  大阪駅前第2ビル6階） 

早稲田大学国際会議場 
（東京都新宿区西早稲田1-20-14） 

筑波大学 つくばキャンパス春日地区 
（茨城県つくば市春日1-2） 

東京海洋大学品川キャンパス 
（東京都港区港南4-5-7） 

帝京大学 
（八王子市大塚359） 

筑波大学 つくばキャンパス春日地区 
（茨城県つくば市春日1-2） 
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